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はじめに 

 

 この度、鳥取県健康対策協議会・がん登録対策専門委員会により、「鳥取県がん登

録事業報告書、平成 26 年標準集計結果」が作成されました。これも、ひとえに日頃

よりご協力、ご支援いただいております届出医療機関の方々のご尽力の賜と心より深

く感謝申し上げます。 

 2016年 1月よりがん登録推進法が施行され全国がん登録の運用が開始され、2019

年は、いよいよ最初の結果公表の年となりました。関係者の皆様のご理解、ご協力の

もとがん登録の情報が活用される時代に入ってきたのです。 

本年１月厚生労働省から 2016 年の「全国がん登録」の結果が報告されました。性

別不詳を含め、16年のがん罹患者は 99万 5132例(男性 56万 6575例、女性 42万 8499

例)でした。鳥取県は、高いほうから男性 3位、女性 27位、男女計 7位と男性の罹患

率の高さが際立った結果でした。 2018年末には 75歳未満年齢調整がん死亡率が公表

され、鳥取県はワースト 2位という実態でした。すなわち、鳥取県は男性を中心にが

んの罹患率も死亡率も高い県であることがわかり、がん対策の強化が喫緊の課題とな

ったと言えます。 

がん対策の問題を明らかにするためにも、成果を評価するためにも、がん登録は必

須の情報源となります。そのためにも質の高いがん登録が求められます。そのために、

昨年鳥取県で初めて全国がん登録システムについての実務者研修会を実施させてい

ただきました。参加いただいた機関には感謝申し上げます。今後も継続実施していき

たいと考えております。 

 全国がん登録が始まるまでに収集された膨大な鳥取県地域がん登録情報も併せて、

鳥取県のがん登録情報を活かして、鳥取県のがんの状況の改善するためには、関係者

のみならず、県民のがん登録に対する関心を高めてもらうことも重要です。この報告

書の内容を各方面で周知していただき、活用方法や改善点についての声を寄せていた

だくことも大切だと思っております。 

鳥取県のがん対策の立案、評価はもちろんのこと、医療機関のがん診療レベルの向

上、患者・家族・県民への情報提供のためにも、精度の高いがん登録事業を、関係者

のご支援のもと、今後も継続していかなければなりません。今後とも、よりよい地域

がん登録事業の推進のため、なにとぞご協力のほどよろしくお願い申し上げます。が

ん登録制度のさらなる推進と登録精度の向上のため、本報告書が少しでもお役にたて

れば幸いだと考えております。届出していただいております医療機関におかれまして、

今後ともご協力ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成３１年３月 

 鳥取県健康対策協議会 がん登録対策専門委員会 

  委員長  尾崎米厚 
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Ⅰ．がん登録事業の概要  

 

鳥取県における地域がん登録は、昭和 44 年、45 年の悪性新生物調査を基盤とし、

昭和 46 年からは鳥取県医師会、鳥取県、鳥取大学医学部の三者で構成される「鳥

取県健康対策協議会」発足と同時に、がん対策専門委員会（昭和 59 年よりがん登

録専門委員会と改称）が「鳥取県腫瘍登録」（通称鳥取県がん登録）として実施・

運営を行っている。  

平成 19 年 4 月のがん対策基本法の施行により、がん対策推進基本計画が作成さ

れ、がん死亡者の減少（ 20％減）、全てのがん患者･家族の苦痛の軽減･療養生活

の質の向上を目指した目標達成のため、がん登録の推進が計画され、がん登録事

業の果たす役割もより明確なものとなってきた。つまり、法的位置づけの検討も

含め、効果的な予後調査体制の構築や院内がん登録実施医療機関数の増加を通じ

て、がん登録の精度を向上させる、というものである。  

これに先立って、平成 17年には地域がん登録標準データベースシステムが構築

され、「がん罹患･死亡動向の実態把握の研究」班が定めた「目標と基準」の実現

に必要なデータベースシステムとしての基本機能の実装を完了した。これを契機

に、鳥取県はモデル県の山形県に遅れること 7年、平成 24年に導入開始した。  

がん登録の標準化（ DBS）は、登録業務の標準化、効率化、品質管理、ならびに

登録資料の有効活用を実現するために設計されたデータベースシステムである。

開発方針の特徴は、操作が容易であり、かつ、専従の情報システム技術者がいな

い場合でも、データベースシステムの保守・運用が簡単にできることを第一とし

ていることである。  

期待された当該 DBS の導入の完了を待たずして、平成 25 年 12 月には「がん登

録の推進等に関する法律」（がん登録推進法）が成立し、平成 28 年 1 月の施行に

基づき「全国がん登録」への届出が開始された。この間 DBS を導入した他府県と

同様に、鳥取県でも全国がん登録システムへの移行作業を行った。平成 29 年末に

ほぼ届出は完了し、いよいよ 1 年先には集計解析、報告書作成となる予定である。  

本事業の特徴は、県内の事業に加えて、厚生労働省のがん対策推進総合研究事

業「都道府県がん登録データの全国集計と既存がん統計の活用によるがん及びが

ん診療動向把握の研究」研究班に参加することで、現在全国で 47 都道府県全てが

がん登録を実施している。ルーチン作業としては、各年度の標準集計であり、 3

年遅れで全国の集計結果を発表している。  

平成 4 年からは「地域がん登録全国協議会」（平成 29 年 4 月からは日本がん登

録協議会に名称変更）の発足に伴い鳥取県も参画し、地域がん登録の精度向上と

活用ならびに登録技術・情報の交換を目的にした活動をおこなっている。  

他方、平成 25 年 12 月に成立した「がん登録等の推進に関する法律」に基づい

て、平成 28 年 1 月より全国がん登録が開始された。平成 31 年 1 月には 2016 年症

例について、全国がん登録集計の速報値が公表され、より正確な罹患数の把握が

可能となり、がん対策、がん医療を大きく推進させることが期待されている。  

  

 

１．鳥取県がん登録の目的  

鳥取県内のがん登録情報を基にして、がん予防活動の推進、がん医療の向上と

評価を目的とする以下の諸活動を行うことによって、県民の健康の保持増進に資
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することを、最終目標とする。  

(1)  罹患数および罹患率の集計と動向の把握  

(2)  がん患者の受療状況の把握  

(3)  登録患者の生存率の測定と動向の把握  

(4)  がん予防、医療活動の企画のための基礎資料の提供ならびに評価  

(5)  医療機関との情報交流  

(6)  疫学研究への活用  

(7)  年度毎に採択される課題研究の実施  

 

２．がん登録の対象  

(1) 鳥取県居住者で下記の疾患と診断／疑診された者、または死亡した者である。 

1) 悪性新生物（ ICD-10 の C00-96）  

2) 上皮内癌（ ICD-10 の D05-D06）  

3) 性質不詳の新生物（ ICD-10 の D37-D48）  

    この中には、良性と明記されていない脳腫瘍、内分泌腫瘍を含んでいる。  

(2) 鳥取県内居住者であって死亡した者のうち、死亡票のいずれかの欄に悪性新

生物の記載、または性質不詳の悪性新生物の記載のある者も対象としている。

なお、最終的に死亡票の情報のみで登録された者は「死亡日」を「診断日」

として、「罹患数」に加えている。  

 

３．登録事項  

 がん登録は、登録対象者に係る次に掲げる事項について登録する。  

(1) 届出医療機関  

(2) 氏名  

(3) 性別  

(4) 生年月日  

(5) 現住所  

(6) 診断名  

(7) 病理組織診断名  

(8) 病巣の拡がり  

(9) 初診年月日  

（ 10）受診の動機  

（ 11）診断・疑診年月日  

（ 12）診断根拠  

（ 13）治療方法  

（ 14）現在の状態  

 (15) 前医療機関  

 (16) 紹介医療機関  

 

４．登録のながれ  

(1) 医師が県内居住者の悪性新生物、または性質不詳の新生物を診断または疑

診したとき、あるいはそのような患者の死亡したときは、届出票記入要領に

従って、「鳥取県がん登録届出票」に所定の事項を記入し、「返信用封筒」

を用いて、鳥取県医師会腫瘍調査部に送付する。平成 19 年 11 月からは主要

医療機関からの届出は電子媒体によって行っている。  
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また、医師は腫瘍調査部から「問い合せ票」、「追跡票」または「補充票」

を受け取ったときには、同様に所定の事項を記入し、「返信用封筒」を用いて

返送する。  

(2) 鳥取県医師会腫瘍調査部は、医療機関から送付された月間の「届出票」お

よび回答された「問い合せ票」または「追跡票」について、既に届出られて

いる者に関する「届出票」か否かを調べ、同一人の記録がレコード・リンケ

ージされるようにデータ入力を行う（原票登録処理）。  

次いで「届出票」に記入もれや疑義、または不明な点が発見されれば「問い合

せ票」と「問い合せ依頼状」とを作成して、届出た医療機関に問い合せる。  

(3)「届出票」の項目  (15)、 (16)に記入されている医療機関から、その患者に

ついて届出がなされていない場合は、その記入されている医療機関宛に、「問

い合せ票」と「問い合せ依頼状」とを作成して送付する。  

(4) 鳥取県医師会腫瘍調査部は、毎月、所定の届出処理が終わった「腫瘍登録

データ」および「届出票」と回答された「問い合せ票」を鳥大医学部環境予

防医学分野に送付する。  

(5) 鳥大医学部環境予防医学分野は、県医師会腫瘍調査部から送付された「腫

瘍登録データ」に基づいて、毎月、既登録の「腫瘍登録データ」と照合し未

登録であれば、登録番号を発行して「腫瘍登録データ」に記入する。  

(6) 死亡小票照合は、鳥取県福祉保健部の協力によって鳥大医学部環境予防医

学分野が行うもので、「腫瘍登録データ」と死亡小票の照合を行って、「腫

瘍登録データ」中の死亡者の確認と、未登録の悪性新生物または性質不詳の

新生物による死亡者の発見を行うものである。毎年１回行うものとする。  

 (7) 死亡小票照合によって、「腫瘍登録データ」中の死亡が確認された者は、

死亡小票から必要事項を転記する。  

(8)「腫瘍登録データ」以外の死亡小票中悪性新生物または性質不詳の新生物に

よる死亡者は、「補充票」に死亡小票から必要事項を転記し、死亡診断書作

成の医療機関に「補充票」と「補充票届出依頼状」とを送付して届出を求め る 。 

(9) 鳥取大医学部環境予防医学分野は、年１回の標準集計に基づく腫瘍登録デ

ータを利用して、罹患および死亡状況についての集計解析を行い、所定の統

計表並びに腫瘍データリストを作成する。  

  集計結果は、毎年、年単位で鳥取県医師会腫瘍調査部および鳥取県健康対策

協議会がん登録対策専門委員会によって「鳥取県がん登録事業報告書」とし

てまとめられ、協力医療機関をはじめとして、市町村、県外がん登録室に送

付される。また、ホームページにも PDF として掲載される。  

以上の作業によって「腫瘍登録」患者は少なくとも毎月、記録の追加、訂正、

更新が行われることとなり、罹患状態並びに死亡状態について届出医療機関

との間で処理の細かい情報交流が行われることになる。  

なお、集計時期については以下の考えに従って３年遅れの集計を実施してい る 。  

   がん（悪性新生物）は、診断確定の難しい疾病であり、治療期間も長期に

及ぶ。そのため、届出が遅れることを想定し、集計は、診断年の少なくとも

２年以降に行うことが、厚生労働省がん研究助成金による「地域がん登録」

研究班が発行した「地域がん登録の手引き」で定められている。これを「標

準集計」としており、本県もこれに従って毎年実施している。  
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鳥取大学医学部
環境予防医学分野

　④届出票の確認

　⑥腫瘍登録簿への登録

　⑧死亡小票と登録簿の照合

　⑩解析及び評価

鳥取県
（福祉保健部健康医療局健康政策課）

医療機関

がん登録対策専門委員会

鳥取県健康対策協議会
（鳥取県・鳥取県医師会・鳥取大学医学部）

鳥取県医師会

①業務委託

⑦死亡小票送付⑪経過・結果の報告（意見）

届出票送付③届出

②届出勧奨

⑨遡り調査

経過・結果の報告意見

⑤問合せ

⑫結果の公表

■鳥取県における地域がん登録の流れ 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出票による登録

医療機関から届出票（様式第１
号）の提出

健対協が届出票を確認。必要に

応じて問合せ票（様式第２号）に
より照会

健対協が確認後、届出内容を腫
瘍登録簿に入力

死亡小票による登録

県から鳥取大学医学部環境予防医学分野への

死亡小票の送付

腫瘍登録簿に死亡登
録する。

登録済の場合

腫瘍登録簿に登録の

上、補充票（様式第３

号）の提出を求める。

未登録の場合

必要に応じ、追跡票（様式第４号）

で予後調査

鳥取県医師会報 13.12 No.702 
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指 標 の 解 説 

 

１ 罹患数、届出患者数 

  届出患者数は、医療機関より届出があった患者が初めて悪性新生物と診断された年月日をもとに、

集計対象年（その年の1月1日より12月31日まで）のがん患者の届出の数である。 

   罹患数は、届出患者数と届出がなく集計対象年の死亡情報により悪性新生物で死亡した患者数の合計数のこ

とである。 

 
２ 死亡数 

  厚生労働省人口動態調査死亡票鳥取県分による。 

 
             罹患数（死亡数） 
３ 罹患率（死亡率）＝           ×100,000 

人  口 

 
              観察集団の年齢階級  標準人口のその    の年齢階級 
              別罹患率（死亡率）× 年齢階級別人口    の総和 
４ 年齢調整罹患率＝                                  ×100,000 

標 準 人 口 の 総 和 

 
                                       死亡情報で初めて登録した数 
５ 罹患数のうち死亡情報で初めて登録された者の割合（DCN 割合）＝                   ×100 
                                          対象年の罹患数 

   毎年集計する対象年のがんに罹患した者（罹患数）の中で、死亡情報で初めて把握された 
（医療機関からのがんの届出なし）者の割合を表す。この値が低いほど、地域がん登録の精度が良いことになる。 
 
                                       死亡情報のみの登録数 
６ 罹患数のうち死亡情報のみで登録された者の割合（DCO 割合）＝                  ×100 
                                                                   対象年の罹患数 

   毎年集計する対象年のがんに罹患した者（罹患数）の中で、死亡情報のみで把握された 
（医療機関からのがんの届出なし）者の割合を表す。この値が低いほど、地域がん登録の精度が良いことになる。 
 
              病理診断を行った患者数 
７ 組織診断の実施割合＝                ×100 
                         罹患数（届出患者数） 

  収集された資料の医学的信頼度を示すために用いる。この指標は死亡情報も含めた罹患数に対する組織診断
の実施割合（H/I）と医療機関より届出があった罹患数（届出患者数）に対する組織診断の実施割合（H/R）とが
ある。 
 
                罹患数 
８ 罹患／死亡比（I/M）＝ 
                死亡数 

  集計対象年の悪性新生物の罹患数が、その年の悪性新生物の死亡数の何倍かを示す。この値が、1.5～2.0で
あれば、届出の漏れが少ないと判断できる。 

 
９．標準化罹患（死亡）比 

  ＝実際の罹患（死亡）数／期待罹患（死亡）数×100 ･･･････ 全国を100とした場合の罹患（死亡）比 
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鳥取県における平成 26年がん罹患・受療状況標準集計結果 

 

１．粗罹患率および年齢調整罹患率 

ａ）罹患集計 

   厚生労働省がん登録研究班のがん罹患の標準集計方式に従い平成26年(2014年)の罹患集計を行っ

た。がんの全部位では罹患総数 5,222件（男 2,924、女 2,298）で、人口 10万対粗罹患率は男 1,067.6、

女 765.6であった。 

年齢調整罹患率（標準人口は 60年日本人モデル人口）は、男 526.4、女 404.8であった。 

部位別に見ると、鳥取県における罹患割合は、男は胃が最も高く（18.1％）、次いで肺（14.0％）、

前立腺（12.2％）、結腸（10.4％）が高く、女では乳房（16.2％）、胃（12.2%）、結腸（11.5％）、肺(9.1％）

の順となった（表１）。年齢調整罹患率は、男では胃 95.5、肺 69.6、前立腺 57.0、女では乳房が 91.2

でトップ、次いで、子宮が 66.1、結腸 37.6の順となった（表 1）。 

地域別の標準化罹患比（全国値＝100）では、東部では男女の全部位、胃、肝臓、西部では男女の

胃、男の全部位が有意に高く、とりわけ、東部の男女の肝臓が 147.0、149.1と突出して高いのが注目

された。逆に有意に低いのは、女では東部と中部の乳房であった。とく中部の女の乳房では 78.2と低

値を示した。（表 2）。 

 

表１　鳥取県における性、主要部位別がん罹患状況－平成26年（2014年）－

男 罹患数 罹患割合 粗罹患率 調整罹患率 全国推定罹患率 1) 標準化罹患比 2)

全部位 2,924 100.0 1,067.6 526.4 477.3 109.2

食道 111 3.8 40.5 21.5 18.7 109.9

胃 530 18.1 193.5 95.5 74.3 122.9

結腸 305 10.4 111.4 54.2 58.0 96.6

直腸 154 5.3 56.2 30.5 34.6 89.9

肝臓 167 5.7 61.0 28.3 22.8 126.8

胆嚢・胆管 70 2.4 25.6 10.3 8.7 120.9

膵臓 110 3.8 40.2 19.2 15.8 121.3

肺 409 14.0 149.3 69.6 62.6 107.4

前立腺 357 12.2 130.3 57.0 58.7 99.9

膀胱 146 5.0 53.3 24.3 22.0 108.5

悪性 リンパ腫 29 1.0 10.6 5.5 14.6 39.2

女 罹患数 罹患割合 粗罹患率 調整罹患率 全国推定罹患率 1) 標準化罹患比 2)

全部位 2,298 100.0 765.6 404.8 377.7 107.9

食道 17 0.7 5.7 2.5 3.0 82.9

胃 280 12.2 93.3 35.8 26.9 131.3

結腸 264 11.5 88.0 37.6 35.7 98.9

直腸 113 4.9 37.6 17.7 16.3 112.2

肝臓 95 4.1 31.7 11.1 7.9 129.7

胆嚢・胆管 69 3.0 23.0 5.4 5.3 113.2

膵臓 102 4.4 34.0 10.5 10.5 106.4

肺 210 9.1 70.0 27.5 25.1 108.0

乳房 372 16.2 123.9 91.2 97.3 90.7

子宮 187 8.1 62.3 66.1 70.6 88.8

卵巣 33 1.4 11.0 6.9 11.4 68.7

膀胱 37 1.6 12.3 3.6 4.6 88.3

悪性 リンパ腫 41 1.8 13.7 5.7 10.5 61.1

1)全国推定罹患率は－平成26年（2014年）－データを使用    2)黄色の塗りつぶしは、５％の有意水準で有意であることを示す
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２．部位別罹患・死亡割合と年次比較 

 鳥取県における罹患割合は、男は胃が最も高く（18.1％）、次いで肺（14.0％）、前立腺（12.2％）

が高く、女では乳房（16.2％）胃（12.2％）、の順となった（表１）。全国と比較すると、男はほぼ一致

した。（図１）。罹患・死亡割合の 1989 年と 2014 年の年次比較をすると、罹患・死亡割合とも胃、子

宮の死亡で減少、とくに胃の死亡割合は半減している。逆に、顕著に増加した部位は男女とも結腸で、

死亡・罹患割合とも増加した。また、女の肺、乳房は死亡・罹患割合とも増加した（図２-１，図２-

２）。 

 

 

  

図 2-1 罹患・死亡割合の年次比較（男） 図 2-2 罹患・死亡割合の年次比較（女） 

図１ 罹患割合の性別・全国比較 

      （２０１４年） 
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３．がん罹患の年次推移 

 

ａ) 罹患数 

男の胃、肺、結腸、前立腺、食道、女では胃、

乳房、子宮、結腸、肺、肝臓、膵臓において

罹患の増加傾向が観察された。 

男の前立腺では、1979-80 年の 21 件から 

370 件の 18 倍弱もの顕著な増加を示した（図

３-１，図３-２）。 

 

ｂ) 年齢調整罹患率 

前年(2013年)に比べて 2014年は、男女の

直腸、肺、男の結腸、肝臓で、女の胃、子宮で減

少傾向が見られた。女は結腸、肝臓、乳房、

で増加傾向が観察された。特に乳房の増加が

著しい。（図４-１，図４-２）。 

一方、調整死亡率の推移は、男は肺、肝臓、

直腸に減少傾向が見られ、女は乳房、子宮 

で減少傾向が見られた。しかし、男の胃、結

腸、女の胃、結腸、直腸、肝臓、肺は増加傾向

を見た（図５-１，図５-２）。 
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図３－１　鳥取県における部位別がん罹患数の年次推移（男）
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図３－２　鳥取県における部位別がん罹患数の年次推移（女）
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図４－１　年齢調整罹患率の年次推移（男）
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図５－１　年齢調整死亡率の年次推移（男）
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ｃ）年次推移からみた年齢調整罹患率および死亡率の全国比較 

 

左側のグラフはすべて年齢調整罹患率（人口 10 万対）を示し、右側のグラフはすべて年齢調整死亡

（人口 10 万対）を示す。 

詳細な数値表は、資料 10-1(56 頁)、資料 10-2(57 頁)に掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全部位においては、罹患で減少傾向を示すが、死亡では増加傾向が観察される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胃においては、罹患で減少傾向を示すが、死亡では増加傾向が観察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結腸においては、罹患では減少傾向を示すが、死亡では増加傾向が観察される。 
 

 

図７－１ 年齢調整死亡率－全部位－ 

 

図６－２ 年齢調整罹患率－胃－ 

 

図６－１ 年齢調整罹患率－全部位－ 

 

図７－２ 年齢調整死亡率－胃－ 

 

図６－３ 年齢調整罹患率－結腸－ 

 

図７－３ 年齢調整死亡率－結腸－ 
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肺においては、罹患、死亡とも減少傾向が観察される。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
乳房においては、罹患は増加傾向を示すが、死亡は減少傾向が観察される。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子宮においては、罹患、死亡とも減少傾向が観察される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前立腺においては、罹患は減少傾向にあるが、死亡では増加傾向が観察される 

図７－４ 年齢調整死亡率－肺－ 

 

図７－６ 年齢調整死亡率－子宮－ 

 

図６－４ 年齢調整罹患率－肺－ 

 

図６－５ 年齢調整罹患率－乳房－ 

 

図６－６ 年齢調整罹患率－子宮－ 

 

図６－７ 年齢調整罹患率－前立腺－ 

 

図７－５ 年齢調整死亡率－乳房－ 

 

図７－７ 年齢調整死亡率－前立腺－ 
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４．がん罹患の地域別比較 

a) 年齢調整罹患率による比較 

東部では男女の胃、結腸、男の直腸、肝臓、肺、女の子宮、中部では男女の胃、肝臓、肺、西部で

は男女の胃、肝臓、肺、男の結腸、前立腺、女の子宮が全国値を上回る高い罹患率を示した。市郡別

では、西伯郡の男女の結腸、倉吉市の男、八頭郡の女の直腸が高い罹患率を示した 

（図８-１～図８-８）。 
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b) 標準化罹患比および標準化死亡比（全国＝100）による比較 

有意に高い罹患比を示したのは、東部では男女の全部位（110.3）(111.5)、胃（125.9）(142.1)、肝臓

（147.0）(149.1)、西部では男の全部位（111.5）男女の胃（120.2）(123.4)、であった。有意に低い罹

患比を示したのは、東部では女の乳房（83.7）、中部の女の乳房（78.2）であった（表２）。 

市郡別には、鳥取市の男の肝臓が 146.6、女の胃が 145.2、米子市の女の肝臓が 164.6、倉吉市の男

の直腸が 138.6、肝臓が 135.3、境港市の女の胃が 134.6、岩美郡の女の肝臓が 225.4、乳房が 178.3、

八頭郡の男女の胃が 153.6、143.7、肝臓が 167.0、204.7、男の肺が 146.2、前立腺が 138.4、女の直

腸が 157.5、東伯郡の女の胃が 135.1、直腸が 141.0、西伯郡の男の胃が 136.1、肺が 135.2、女の直

腸が 140.9、日野郡の女の胃が 143.5と顕著に高い罹患比を示した。他方、70未満の顕著に低い罹患

比を示したのは、倉吉市の女の直腸、乳房、子宮、境港市の女の直腸、岩美郡の男の直腸、女の結腸、

子宮、日野郡の男の結腸、女の肺、子宮であった（表３）。 

標準化死亡比においては鳥取市の女の胃が 167.5、肝臓が 143.4、米子市の女の肝臓が 156.7、倉吉

市の男の胃が 172.5、直腸が 163.5、肝臓が 161.1女の子宮が 166.2、境港市の男女の結腸が 162.5、

162.8、男の直腸が 140.3、岩美郡の男の肝臓が 227.3、八頭郡の男女の肝臓が 173.3、166.8、女の胃

が 141.2、男の直腸が 286.0、東伯郡の男の肝臓が 193.1、女の胃が 155.0、西伯郡の女の直腸が 148.2、

と顕著に高い死亡比を示した。他方、70未満の顕著に低い死亡比を示したのは、米子市では女の直腸、

子宮、倉吉市では女の肝臓、境港市では女の胃、直腸、肝臓、岩美郡では男女の胃、女の結腸、肝臓、

肺、乳房、八頭郡では男の前立腺、女の結腸、乳房、東伯郡では男女の結腸、直腸、男の前立腺、女

の子宮、西伯郡の男の直腸、女の肝臓、子宮、日野郡の男女の胃、男の肝臓、女の乳房であった（表

４）。 

 
  

表２　鳥取県における地域別標準化罹患比 （ＳＩＲ） の比較　　全国＝１００
全部位 胃 結腸 直腸 肝臓 肺 乳房 子宮

東部 110.3 125.9 90.9 79.4 147.0 103.4 － －
男 中部 106.4 122.3 101.8 102.1 111.7 104.8 － －

西部 109.6 120.2 99.7 94.4 114.8 112.5 － －

東部 111.5 142.1 100.7 119.7 149.1 109.2 83.7 101.4
女 中部 103.5 126.8 103.5 106.2 95.2 111.1 78.2 75.1

西部 106.7 123.4 94.9 108.0 128.4 105.3 103.3 82.7

（黄色の塗りつぶしは、５％の有意水準で有意であることを示す）
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表３   平成２６年・地域別標準化罹患比（全国値＝１００）

前立腺 乳房 子宮

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 女

県　　　計 109.2 107.9 122.9 131.3 96.6 98.9 89.9 112.2 126.8 129.7 107.4 108.0 99.9 90.7 88.8

市　　　計 107.7 109.6 121.7 133.2 92.2 101.2 95.6 99.3 132.5 135.7 103.3 113.7 94.9 89.0 93.2

郡　　　計 112.7 103.9 125.6 126.9 106.7 93.7 76.5 142.5 113.9 116.8 116.6 95.1 111.2 95.2 76.2

鳥　取　市 108.7 109.9 123.2 145.2 90.0 108.1 82.7 109.0 146.6 131.8 96.9 108.3 94.6 75.0 106.2

米　子　市 109.7 112.8 120.4 123.7 97.4 84.1 101.6 107.7 120.8 164.6 108.7 117.5 96.7 111.4 89.1

倉　吉　市 104.6 102.0 121.4 117.0 95.7 122.3 138.6 65.7 135.3 103.4 104.6 117.5 96.4 52.4 65.6

境　港　市 99.5 107.0 118.9 134.6 78.5 100.8 76.9 66.2 100.7 92.2 113.5 120.5 87.0 124.3 78.4

岩　美　郡 88.7 100.1 91.5 98.1 111.7 31.6 51.8 171.0 99.7 225.4 80.3 86.6 122.8 178.3 47.0

八　頭　郡 127.2 125.0 153.6 143.7 87.2 90.0 71.6 157.5 167.0 204.7 146.2 123.4 138.4 97.0 90.2

東　伯　郡 107.9 104.7 123.1 135.1 106.8 87.4 71.6 141.0 91.9 88.1 104.9 105.5 98.9 100.6 83.7

西　伯　郡 126.6 92.6 136.1 107.3 132.5 125.1 89.6 140.9 122.5 77.1 135.2 76.8 114.8 71.0 71.8

日　野　郡 79.7 95.9 76.3 143.5 64.8 82.2 85.3 101.4 74.6 79.2 75.3 64.2 83.2 71.5 51.0

鳥取保健所 110.3 111.5 125.9 142.1 90.9 100.7 79.4 119.7 147.0 149.1 103.4 109.2 102.9 83.7 101.4

倉吉保健所 106.4 103.5 122.3 126.8 101.8 103.5 102.1 106.2 111.7 95.2 104.8 111.1 97.8 78.2 75.1

米子保健所 111.9 107.5 123.7 121.6 102.3 96.0 95.0 108.5 118.0 132.9 115.6 108.7 99.3 105.2 84.2

日野保健所 79.7 95.9 76.3 143.5 64.8 82.2 85.3 101.4 74.6 79.2 75.3 64.2 83.2 71.5 51.0

東部 110.3 111.5 125.9 142.1 90.9 100.7 79.4 119.7 147.0 149.1 103.4 109.2 102.9 83.7 101.4

中部 106.4 103.5 122.3 126.8 101.8 103.5 102.1 106.2 111.7 95.2 104.8 111.1 97.8 78.2 75.1

西部 109.6 106.7 120.2 123.4 99.7 94.9 94.4 108.0 114.8 128.4 112.5 105.3 98.1 103.3 82.7

結腸 肝臓 肺直腸胃全部位

表４　平成２６年・地域別標準化死亡比（全国値＝１００）

前立腺 乳房 子宮

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 女

県　　　計 109.7 100.0 105.8 121.2 104.5 96.6 111.3 78.9 111.6 122.5 108.3 90.2 97.2 87.1 75.5

鳥　取　市 105.3 105.3 76.0 167.5 93.7 100.2 114.7 119.9 88.2 143.4 101.0 96.9 107.8 70.9 87.3

米　子　市 102.4 97.1 109.8 92.8 115.2 108.0 108.6 28.3 72.5 156.7 88.8 85.0 94.1 110.6 63.0

倉　吉　市 141.3 110.9 172.5 112.6 131.6 130.2 163.5 70.5 161.1 54.5 136.3 81.7 103.8 113.9 166.2

境　港　市 114.9 107.4 106.2 55.9 162.5 162.8 140.3 56.9 105.1 58.8 114.5 88.2 112.7 74.7 102.3

岩　美　郡 82.7 68.5 54.7 43.2 104.5 41.7     - 136.4 227.3 68.9 98.1 34.8 137.8 64.1 131.1
八　頭　郡 122.2 83.8 135.9 141.2 79.9 17.0 286.0     - 173.3 166.8 118.7 84.8 51.8 52.7     - 
東　伯　郡 120.9 111.6 139.7 155.0 66.7 46.7 58.8 60.6 193.1 139.4 118.4 109.0 59.1 112.1 57.3
西　伯　郡 105.4 89.4 114.4 82.2 109.4 113.0 48.5 148.2 95.2 56.4 128.3 94.5 108.1 70.3 35.9
日　野　郡 76.2 72.6 18.8 60.0 107.9 86.0     - 98.0 63.9 93.2 123.5 72.5 125.9 52.1     - 

鳥取保健所 106.5 99.6 83.9 155.3 92.2 83.3 133.6 102.5 109.4 142.2 103.6 91.0 100.5 67.9 77.2
倉吉保健所 130.3 111.3 154.7 135.4 96.4 85.3 106.5 65.1 178.4 100.3 126.6 96.3 79.7 112.9 107.5
米子保健所 102.7 94.8 102.8 82.5 120.1 114.7 92.3 63.8 81.4 115.3 103.8 86.4 113.5 93.1 58.6
日野保健所 76.2 72.6 18.8 60.0 107.9 86.0     - 98.0 63.9 93.2 123.5 72.5 125.9 52.1     - 

直腸 肝臓 肺全部位 胃 結腸
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５．年齢階級別がん罹患率 

全体的にほとんどの部位おいて年齢とともに増加傾向が見られるが、乳房は 60 歳代でピークを示

し、70歳代以降は急激に減少した。子宮も 40歳代でピークを示し、50歳代にかけて急激に減少し、

その後も減少傾向を示した。（図９-１～図９-１５）。 

乳房と子宮について年齢階級別の罹患構成比を 1979-1983年までと 2013-2014年までの２つの期間

（30年間）に分けて比較すると、乳房では 70歳以上の高齢者における罹患割合の増加と 39歳未満の

減少が顕著であったが、子宮では、39歳未満の若年層においてほぼ 5倍強も増加した。（図１０）。 
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図9－1 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－2 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－3 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－4 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－5 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－6 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－7 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－8 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－10 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－9 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－12 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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図9－11 年齢１０歳階級別がん罹患率の推移 
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表５　部位別・受診動機別集計結果（％）

有訴受
診

健康診
断

各種が
ん検診

他疾患
治療中

その他 計

全部位 28.5 6.2 13.0 23.3 29.0 100.0

胃 24.7 8.3 15.1 17.6 34.2 100.0

結腸 26.7 6.9 19.8 19.6 27.0 100.0

直腸 34.7 6.6 14.5 12.0 32.2 100.0

肝臓 14.7 3.6 11.6 44.6 25.4 100.0

膵臓 31.3 4.5 10.2 18.8 35.2 100.0

肺 21.5 3.9 13.1 29.5 32.0 100.0

乳房 48.4 5.0 22.4 11.1 13.1 100.0

子宮 26.3 6.3 22.9 16.0 28.6 100.0

2014年標準集計対象

表６　部位別・治療方法別患者割合（％）

化学療法
鳥取県 全国 鳥取県 全国 鳥取県

全部位 C00-C96 D05-D06  62.0 58.1 9.4 9.7 28.6
胃 C16         76.7 71.4 0.7 0.5 22.6
結腸 C18 79.3 83.8 0.0 0.3 20.7
直腸 C19-C20 70.8 82.7 4.4 3 24.8
肝臓 C22     38.1 22.7 2.2 2.6 59.7
肺 C33-C34          46.8 34.5 13.2 16.1 40.0
乳房 C50 D05 51.7 77.1 25.8 27.3 22.6
子宮 C53-C55 D06 74.4 75.5 8.4 10.1 17.2
＊全国値は２０１４年

－２０１４年診断

部位 ICD-10
手術 放射線治療

６．がんの受寮状況 

a）受療動機別集計 

2014 年診断日とされた診断票に基づいて受

診動機について集計した結果、全部位では有

訴受診が最も多く、28.5％、次いで他疾患治

療中 23.3％、各種がん検診、健康診断（人間

ﾄﾞｯｸ等）の順となった。部位別には、有訴受

診は乳房が最も高く、健康診断は胃で、各種

がん検診は子宮が最も高く 22.9％、次いで乳

房の順であった。他疾患治療中は肝臓が

44.6％で最も高く、次いで肺、結腸の順とな

った。（表５）。 

 

b）受療集計 

治療方法では全国に比べて鳥取県の

手術実施割合は高い。部位別にみて全

国に比べ鳥取県が高い部位は、以下の

通りであった（表６）。 

(1) 手術割合：全部位、胃、肝臓、肺 

(2) 放射線治療割合：全体的に下回っ

た 

また、鳥取県における化学療法の実

施割合は、高い方から肝臓、肺、全部

位、直腸、胃、乳房、結腸、子宮の順

となった。 

 

７．がん患者の医療機関からの届出状況 

平成 29年(2017年)の届出総数は、8,304件で前年より 4,258件の増加であった。地域別では、東部

で3,079件、中部で965件、西部で4,262件で、前年に比していずれも増加であった。これは、病院、診療

所向け全国がん登録届出項目保存アプリケーション Hos-CanR Liteの提供がなされたこと。また「全

国がん登録届出サービス」を利用してオンラインで全国がん登録の届出ができるようになったことが

考えられる（表７）。詳細は、45～46頁（資料３－１～資料３－３）を参照して戴きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表７　主要医療機関、地域別届出件数の年次推移（1992年－2017年）

1992 1997 2002 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

1,213 1,289 1,397 3,126 2,943 3,428 3,999 4,127 4,134 4,449 4,395 4,912 2,791(0) 5,394(4,845)

645 586 704 1,063 1,146 876 1,399 765 1,686 2,117 1,889 1,751 871(0) 2,054(2,000)

660 529 427 577 604 507 644 652 763 633 541 441 384(231) 856(827)

1,023 927 1,104 2,022 2,146 1,965 2,236 1,982 2,596 2,872 2,524 2,664 1,666(105) 3,079(2,864)

417 451 523 486 848 849 986 942 1,097 1,024 985 830 603(64) 965(883)

1,078 1,020 896 2,258 1,699 1,997 2,820 2,620 2,890 3,303 3,316 3,610 1,777(62) 4,262(3,925)

2,518 2,404 2,528 4,766 4,693 4,811 6,042 5,544 6,583 7,199 6,825 7,104 4,046(231) 8,304(7,672)

鳥取県 53.7 47.5 57.9 71.6 74.7 76.2 77.1 78.0 81.4 83.3 82.3 - - -

全国 62.0 66.9 65.4 69.4 72.8 73.7 77.0 77.8 81.4 81.3 82.3 - - -

鳥取県 24.5 31.9 26.1 14.7 14.3 12.7 10.5 9.6 6.7 5.5 6.0 - - -

全国 23.9 29.6 24.9 26.7 24 22.7 19.5 17.4 16.1 11.8 9.1 - - -

鳥取県 1.9 1.8 1.9 2.3 2.2 2.2 2.3 2.2 2.4 2.4 2.3 - - -

全国 1.6 1.6 1.8 2 2 2.2 2.2 2.2 2.3 2.33 2.36 - - -

拠点病院　：鳥取県立中央病院、鳥取市立病院、鳥取県立厚生病院、米子医療センター、鳥取大学医学部附属病院
準拠点病院：鳥取赤十字病院、鳥取生協病院、野島病院、山陰労災病院、博愛病院

2016年からの届出件数は、地域がん登録と全国がん登録の届出件数を合算したもので、（　　　）内の数値は全国がん登録届出件数の数値を示したものです。

拠点病院

準拠点病院

その他病院・診療所

東部

県全体

HＶ/I(%)

DCN/I(%)

IM比(%)

中部

西部
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表８　鳥取県および全国における登録精度の年次推移

鳥取県 全国*1 鳥取県 全国*1 鳥取県 全国*1

1983 31.7 33.0 1.5 1.4 35.4 48.8

1984 36.7 36.9 1.6 1.5 34.6 48.4

1987 27.9 29.7 1.7 1.5 52.5 53.7

1989 21.5 29.8 1.8 1.5 56.1 54.1

1990 28.0 23.7 1.8 1.6 47.8 61.1

1992 24.5 23.9 1.9 1.6 53.7 62.0

1995 28.2 24.2 1.7 1.6 47.6 63.0

1996 24.8 30.3 1.7 1.6 48.6 66.0

1997 31.9 29.6 1.8 1.6 47.5 66.9

1998 36.5 28.2 1.7 1.7 46.3 66.9

1999 36.2 27.6 1.8 1.7 48.3 67.9

2000 36.3 26.8 1.8 1.7 51.0 67.9

2001 32.9 27.3 1.8 1.7 54.7 66.7

2002 26.1 27.9 1.9 1.8 57.9 62.2

2003 28.3 34.5 1.9 1.7 59.2 61.8

2004 24.0 32.4 2.0 1.7 61.8 64.3

2005 19.0 32.3 2.2 1.7 65.5 65.1

2006 18.1 30.1 2.3 1.8 66.7 64.9

2007 14.7 26.7 2.3 2.0 71.6 69.4

2008 14.3 24.0 2.2 2.0 74.7 72.8

2009 12.7 22.7 2.2 2.2 76.2 73.7

2010 10.5 19.5 2.3 2.2 77.1 77.0

2011 9.6 17.4 2.2 2.2 78.0 77.8

2012 6.7 16.1 2.4 2.3 81.4 81.4

2013 5.5 11.8 2.4 2.3 83.3 81.3

2014 6.0 9.1 2.3 2.36 82.3 82.3

*1：年度により採用府県市の件数が変動

I/M比 ： 罹患数の死亡数に対する比 

HＶ/I(%) ：　罹患者中の組織診実施割合

HＶ/I(%)DCN/I(%) I/M比

表９　鳥取県における部位別登録精度の年次推移

男性 1979 1984 1990 1996 2014 女性 1979 1984 1990 1996 2014
全部位 36.8 35.8 30.4 25.0 5.3 全部位 35.3 34.4 24.8 24.5 6.8
食道 57.1 34.3 27.8 18.0 0.9 食道 33.3 62.5 25.0 40.0 5.9
胃 31.6 35.2 18.5 14.1 4.7 胃 37.3 35.6 18.2 18.0 7.1
結腸 23.3 16.7 22.0 12.9 2.6 結腸 24.2 39.6 23.2 12.0 7.6
直腸 28.6 32.7 14.9 23.1 5.2 直腸 31.6 20.7 10.2 11.5 3.5
肝臓 55.6 24.6 42.6 28.6 10.8 肝臓 61.8 45.5 37.3 34.2 11.6
胆嚢・胆管 71.4 47.0 45.7 42.6 12.9 胆嚢・胆管 65.2 41.9 39.6 60.0 14.5
膵臓 65.5 58.8 36.1 29.6 9.1 膵臓 57.6 60.0 40.0 40.5 21.6
肺 43.2 41.3 40.9 48.2 9.0 肺 51.1 49.2 42.1 37.0 9.5
前立腺 38.1 45.5 45.3 15.1 3.1 乳房 18.2 16.1 9.7 9.3 0.8
膀胱 22.7 28.1 24.4 13.0 2.7 子宮 32.9 16.9 15.6 25.4 1.6
腎臓 45.5 54.5 61.9 20.0 1.0 卵巣 47.1 34.6 25.0 50.0 9.1
甲状腺 20.0 0.0 0.0 14.3 5.3 膀胱 14.3 29.4 28.6 23.1 10.8
リンパ 組織 44.4 28.6 53.7 61.2 9.8 リンパ 組織 25.0 33.3 52.0 42.9 11.7
造血 組織 41.2 0.0 76.2 53.8 12.7 造血組織 47.1 0.0 40.0 70.0 17.5

腎臓 25.0 16.7 53.3 36.4 7.7
（黄色は３０％以上） 甲状腺 0.0 15.4 10.5 3.0 2.9

表１０　　 平成26年　地域別・部位別ＤＣＮ （％）

市 町 村 全部位 胃 結腸 直腸 肝臓 肺 乳房 子宮

県　計 6.0 5.6 4.9 4.5 11.1 9.2 0.8 1.6
市　計 5.5 4.5 6.4 4.3 10.1 7.5 1.1 2.1
郡　計 7.0 8.0 1.7 4.9 13.7 12.9 0.0 0.0

鳥取保健所 4.8 4.5 4.1 4.0 7.6 8.1 0.0 1.2
倉吉保健所 9.4 8.9 5.1 9.1 14.0 11.5 1.6 3.4
米子保健所 5.1 4.3 5.0 2.9 12.5 8.1 1.2 1.4
日野保健所 13.8 15.0 15.4 0.0 40.0 30.8 0.0 0.0

東部 4.8 4.5 4.1 4.0 7.6 8.1 0.0 1.2
中部 9.4 8.9 5.1 9.1 14.0 11.5 1.6 3.4
西部 5.6 5.0 5.6 2.7 13.9 9.2 1.1 1.4

８．鳥取県における登録精度 

ａ）がん登録精度の年次推移からみた全国との

比較 

届出精度としての DCN と診断精度としての

罹患数における組織診実施割合（HV/I）の２つ

の指標について年次推移を示す。 

HV/I は 1990 年以降全国値を下回っているが、

2005年以降は全国値を上回った。 

DCN は、過去全国平均より低値で良好であっ

たが、1997年から 5 年間は届出件数の減少によ

り DCN は全国平均を上回って高値となり登録

精度の低下傾向が見られた。しかし、届出勧奨

により 2014 年の標準集計では前年より約 0.5%

増加の 6.0%となったが、概ね減少傾向にある。

（表８）。 

なお、DCNは死亡票ではじめて登録される患

者数の割合(％)を示す。地域がん登録協議会では、

DCNは30％未満、I/Ｍ比は 1.5以上の登録精度

を要求している。 

 

 

 

 

 

 

ｂ）部位別にみたDCNの比較 

 鳥取県における部位別 DCN の

年次推移を見ると、顕著な DCN

の低下が見られ、男女とも 20％を

割って、10％代から一桁台となる

数値が示されて、登録精度の向上

が観察された。とりわけ、男の食

道、女の乳房が低値を示した（表

9）。 

  

 

 

 

ｃ）地域別にみたDCNの比較 

平成 26 年の地域別・部位別

DCN において、県全体では肝臓が

最も高く11.1％、次いで肺が9.2％

であった。この傾向は、市計でも

同様であった。（表 10）。 

 

'89 
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図11 臨床進行度別割合の年次推移 

胃  

2.限局 

5.遠隔

転移 

3.所属

リンパ

節転移 

4.隣接

臓器浸

潤 

ｄ）臨床進行度分布（％） 

 全体的には、2002 年診断では、不明が 23％

あったが、2006 年以降ヒトケタ台になり、2014

年には 7％にまで減少した。胃でも同様に不明

は 30％から 7％に減少した。（掲載せず）。 

進行度別には、全体的に限局の割合が増加、

とくに胃では 41.7％から 60.0％に増加し、逆に

不明が 30％から 6.7％まで激減した（図１１）。 

 おな、2014年診断の臨床進行度割合の詳細に

ついては表１１－１及び表１１－２に示す。 

また胃以外の大腸、肝臓、肺、乳房、子宮、前

立腺の臨床進行度別の年次推移については 

34～35頁の図２－１～図２－７を参照して戴きたい。 

 

表１１-１ 臨床進行度別割合（上皮内がんを含まない）                 2014 年診断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１１-２ 臨床進行度別割合（上皮内がんを含む）                  2014 年診断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象件数
2.限局
（％）

3..所属リンパ
節転移（％）

4.隣接臓器
浸潤（％）

5.遠隔転移
（％）

6.不明
（％）

口腔・咽頭 87 41.4 16.1 34.5 6.9 1.1

食道 111 40.5 11.7 29.7 17.1 0.9

胃 762 60.0 10.1 6.8 16.4 6.7

大腸（結腸・直腸） 651 43.6 16.6 11.2 22.1 6.5

結腸 445 44.9 15.3 10.1 23.1 6.5

直腸 206 40.8 19.4 13.6 19.9 6.3

肝臓 233 67.8 4.3 10.7 12.4 4.7

胆嚢・胆管 117 18.8 2.6 38.5 27.4 12.8

膵臓 178 9.0 2.8 30.9 50.0 7.3

喉頭 27 81.5 14.8 0.0 3.7 0.0

肺 560 42.1 9.5 8.9 35.7 3.8

皮膚 96 86.5 1.0 6.3 3.1 3.1

乳房 346 63.9 21.7 5.2 5.8 3.5

子宮 100 62.0 6.0 17.0 9.0 6.0

子宮体部 54 75.9 7.4 1.9 9.3 5.6

子宮頸部 44 47.7 4.5 36.4 9.1 2.3

卵巣 30 16.7 0.0 43.3 26.7 13.3

前立腺 343 64.1 1.2 14.3 14.3 6.1

膀胱 87 60.9 2.3 24.1 5.7 6.9

腎など 135 49.6 0.7 23.7 16.3 9.6

脳など 122 77.0 0.0 4.9 1.6 16.4

甲状腺 84 48.8 22.6 14.3 7.1 7.1

対象件数
1.上皮内

（％）
2.限局
（％）

3..所属リンパ
節転移（％）

4.隣接臓器
浸潤（％）

5.遠隔転移
（％）

6.不明
（％）

食道 123 9.8 36.6 10.6 26.8 15.4 0.8

大腸（結腸・直腸） 790 17.6 35.9 13.7 9.2 18.2 5.3

結腸 538 17.3 37.2 12.6 8.4 19.1 5.4

直腸 252 18.3 33.3 15.9 11.1 16.3 5.2

肺 560 0.0 42.1 9.5 8.9 35.7 3.8

皮膚 123 22.0 67.5 0.8 4.9 2.4 2.4

乳房 369 6.2 59.9 20.3 4.9 5.4 3.3

子宮 182 45.1 34.1 3.3 9.3 4.9 3.3

子宮体部 54 0.0 75.9 7.4 1.9 9.3 5.6

子宮頸部 70 37.1 30.0 2.9 22.9 5.7 1.4

膀胱 174 50.0 30.5 1.1 12.1 2.9 3.4
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利活用と患者参加が進む全国がん登録
日本がん登録協議会第27回学術集会

鳥取県健康対策協議会がん登録対策専門委員会　委員長・鳥取大学医学部環境予防医学分野　教授　　尾　崎　米　厚

　2018年６月13−15日沖縄県那覇市にて、第27回

の学術集会が、「患者・地域に解決をもたらすデ

ータサイエンスへの進化」をメインテーマとし

て、琉球大学医学部附属病院がんセンター　セン

ター長の増田昌人氏を学会長に開催された。

　がん登録等の推進に関する法律が2016年から施

行され、国内の全ての病院および都道府県が指定

した診療所は、全国がん登録を行うことが義務と

なった。全国がん登録データベースを構築するこ

とが義務付けられ、今後は“集めるがん登録か

ら、使えるがん登録”に変化していくことが期待

される時代となった。前回から地域がん登録関係

者に加え、院内がん登録関係者も一堂に会す学術

集会になったため、今回も大勢の関係者が沖縄に

集まった。今回は、患者や市民のために、地域が

ん登録（全国がん登録）や院内がん登録をどのよ

うに活用したらよいか？医療機関としては、診療

の質の向上や経営のために、がん登録をどのよう

に活用したらよいか？行政機関としては、がん対

策の推進等のために、がん登録をどのように活用

したらよいか？をテーマに様々な発表、シンポジ

ウムが行われ、熱い議論が交わされた。

J-CIPシンポジウム；『がん登録の現在と未来』

　「J-CIPとがん登録のこれから」と題して、日

本がん登録協議会の猿木信裕氏がJ-CIPのいきさ

つを説明された。これは、患者目線のがん登録情

報の発信を目指して、2017年の学術総会で全国

がん患者団体連合会と包括的連携に関する協定

（Japan	Cancer	Information	Partnership；J-CIP）

を結び、発足したもので、その活動の一環として

本シンポジウムがあることが示された。J-CIPの

活動は、（１）地域に密着したがん情報の発信、

（２）国際標準の質の高いがん登録資料の作成、

（３）がん登録使用の活用支援の３つが柱となっ

ている。

　次いで、がん登録の現在として、国立がん研究

センターの東　尚弘氏が、全国がん登録が2016年

症例から収集を始め、その最初の集計が2018年末

には発表できることを示された。この９−10月に

遡り調査の依頼が来る予定であること、2019年か

らデータの利用が介されること（データ提供マニ

ュアル作成中）、都道府県のがん情報支援センタ

ーでは、施設別診療件数の検索システムが稼働を

始めることなどが報告された。院内がん登録で

は、登録しやすくするソフトの提供、情報交換の

ためのSNSサイト、がん登録とDPCデータのリン

ケージによるQI研究（標準治療の割合などの医

療の質研究）などについて紹介された。

　がん登録の未来─『患者・地域に解決をもたら

すデータサイエンスへの進化』のために─とし

て、国立がん研究センターの片野田耕太氏は、国

レベルでは、希少がんや小児・AYA世代（思春

期と若年成人）のがんについての統計、がんのサ

ブタイプ別の統計、地理情報システムを用いた可

視化等が提供できると紹介された。地域レベルで

は、大阪医科大学の伊藤ゆり氏が、都道府県のが

ん対策推進計画の立案や評価にデータを提供でき

ることや地域格差を示すこと、がんの地理的集積

性の検討による近隣の環境リスクの評価、健康格

差モニタリング等ができるようになることを示さ

れた。医療・研究のレベルでは、愛知県がんセン

ターの伊藤秀美氏が、愛知県での事例を紹介さ

れ、病院疫学プログラムにより個別化予防の開

発、予後を改善する生活習慣の提案を行おうとし

ていること、バイオバンク愛知でゲノムの分析結

報告資料１
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果とリンケージし、新しい診断法の開発、最適な

治療薬の選択などに役立てようとしていることを

紹介された。このためには、院内がん登録情報と

バイオバンクの情報および全国がん登録の予後情

報のリンケージができるようになることが望まれ

ることを発表された。患者の目線からとして、全

国がん患者団体連合会の天野慎介氏が、患者の求

める情報が分かりやすく、探しやすく提供されて

いない現状を訴えられた。期待と現実にはまだギ

ャップがあり、診療や転帰に関する情報が、医療

機関選択に役立つように提供されること、地域の

がん対策の推進のために役立つことを求められ

た。

　全体討論では、なぜ求められる情報が分かりや

すく提供できていないのかが主に議論された。患

者の知識の実態、理解力と提供情報がずれている

実態があることが認識された。このテーマが本学

術集会の主要なテーマとなっていった。

シンポジウム１．自県のがん登録を活用した都道

府県がん計画─患者・地域のためにがん登録がで

きること─

　座長の沖縄県の糸数　公氏が沖縄の現状を紹介

された。かつての長寿県を取り戻そうとしてい

る。働き盛りの年齢調整死亡率が高い。がん死亡

の制御が主要な方策。がん検診受診が早期受診に

つながっていない。ロジックモデルを使い、課題

とアウトカム指標が対応したがん対策計画を策

定、推進してきたことを紹介された。

　基調講演は、がん登録の利活用からみた国と都

道府県がん計画として、国際医療福祉大学の埴岡

健一氏ががん登録専門家のデータサイエンス化が

成否のカギを握ると訴えられた。ロジックモデル

の柱に対応した指標集を作成（アウトカム、中間

アウトカム）し、県計画に活用してもらおうとし

ている。がん登録の可能性は、がん対策に活用さ

れアウトカムの均てん化により生存者が増加する

ことである。がん登録が活用されているか、広ま

っているかについては、地域医療構想、厚労省デ

ータブック、がん対策推進計画等があるが、自県

の死亡、罹患、生存、早期発見率のポジションを

よく知らない地域の関係者も多いのではないかと

述べられた。施策や指標の整合性のある優秀な医

療計画では、沖縄県、大阪府、佐賀県、愛媛県を

あげられた。がん対策の計画では、沖縄県、奈良

県、島根県、秋田県等が優秀であるとされた。が

ん登録データが、アウトカム、中間アウトカムに

なっている。しかし、がん登録が医療圏単位のデ

ータになっていないのが難点である。単純な診療

情報管理士はなくなる仕事。データサイエンティ

ストとしての管理士なら必要とし、その機能は、

レセプトデータ、死亡統計等も扱え、データの可

視化ができ、政策に使える情報提供のできること

である。医療圏別がん種別データセットの年次作

成、活用研修、地域アラートの発信などが期待さ

れる。

２．がん登録とがん計画；専門家の立場から

演者１：�青森県　松坂方士氏（弘前大学附属病院

医療情報部）

　青森県のがん年齢調整死亡率が高い理由を検索

され、がん検診受診が早期発見に結び付いていな

いという課題に行き当たり、がん検診の精度管理

に問題があるのではないかとの仮説の元、青森県

がん検診精度管理モデル事業を開始された。がん

登録の精度管理事業の一環として、がん検診台帳

と地域がん登録データを照合して解析した。市町

村が持っている台帳（未受診者、要精検なども含

む）、がん登録データと照合し、感度、特異度が

計算できた。がん発見の経緯がわかる（要精検→

精検受診、要精検→精検受診なし、要精検→精検

結果未把握、精検不要、未受診等）ため、この情

報をもとに今後複数の市町村によるがん検診精度

向上のための委員会設置予定である。

演者２：�秋田県　井岡亜希子氏（秋田大学医学部

非常勤講師）

　大阪府、沖縄県のがん対策推進計画に関わる。
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沖縄では、客観指標に加え、患者調査を実施し、

主観的指標も加えた。これらの経験を生かして秋

田に関わった。分野アウトカム、中間アウトカ

ム、個別施策、客観指標、主観指標（患者調査を

実施；主体が秋田大学医学部附属病院、診療連携

拠点病院12施設の患者を対象、医療者調査も実

施）。患者、医療者長の結果をリーフレットにま

とめた。優先度の高い分野施策のアクションプラ

ンの作成が、がん対策推進計画に反映された。

３．がん登録とがん計画；行政の立場から

演者：�奈良県　大井久美子氏（奈良県福祉医

療部）

　39市町村、５医療圏。がん死亡率が改善してお

り、改善率日本一。第３期計画にむけてがん登録

のデータを用いて検討した。個人の意見に左右さ

れないように、ロジックモデルを使って検討。最

終目標は患者のあるべき姿、なってほしい状態と

した。そのために必要な条件を中間アウトカムと

した。患者の声も指標に取り込んだ。患者調査を

実施。がん登録の歴史が浅い奈良県では（2012年

に2009年データから収集開始）、第２期計画で、

患者の声が指標になっていた（知識や満足度）、

第３期計画ではがん登録データも活用している。

県民への診療情報の見える化に向け、データ分析

を開始した。標準化死亡比、罹患比の地図を作製

した。高い医療圏をロジックモデルで検討。院内

がん登録担当者、拠点病院医師、患者代表から意

見が出た。平成30年に医療関係者へ診療情報見え

る化。地域別がん対策見える化推進事業を実施

中。がん登録が推進計画に位置付けられている。

がんネットならに情報ある。

４．がん登録とがん計画；患者の立場から

演者：�愛媛県　松本陽子氏（愛媛がんサポー

トおれんじの会）

　患者の視点からすると、治療法、病院選び、予

後が心配である。がん登録の成果が患者、家族、

国民に還元されなければならない。2018年３月第

３期がん対策推進計画作成され、地域がん登録の

データを活用した現状が記載されたが、データを

基にした議論のある策定プロセスではなかった。

がん登録データを活用した情報提供が盛り込まれ

た。がんサポートサイトえひめでは、病院ごとの

初診患者数（医療圏ごと、若い患者等）を提供し

ようと2018年中の完成を目指している。今後は、

データの読み取り方勉強会、データ公表の効果の

測定を考えており、患者・家族がデータをもとに

専門家と協議できる場が重要である。

　質疑では、専門家が乏しい県ではどうするか、

進行管理、モニタリング方法、精度管理と個人情

報保護の兼ね合い、がん対策の提案、がん検診受

診率が上がらないこと、施設別情報公開の困難

性、等について議論された。

　ランチョンセミナーでは、『緩和医療─最近の

考え方』　中島信久氏（琉球大学医学部附属病院

　地域医療部）として、最新の緩和医療の実態と

考え方について講義を聞いた。

　沖縄の取り組みの実際も紹介された。

会長講演　沖縄県におけるがん登録情報を活用し

たがん対策と今後の利活用について

（１）がん医療の均てん化と集約化；地域医療構

想検討会議にがん登録のデータを活用。二次医

療圏内でやるべきこと、二次医療圏を超えてや

ること、各医療機関における離島市町村登録患

者の登録数。部位ごとの初回治療の域内実施率

（院内がん登録）。二次医療圏で完結することが

望ましいがん種、治療。離島のがん患者会の組

織運営への後援（研修会の開催、旅費補助）。

本土の患者会のリーダーを招聘。離島在住ピア

サポーター養成。宮古、八重山医療圏のがん医

療連携協議会。患者の要望を聞く。患者会の要

望を整理、難易度付け。病院の関係者と協議。

すぐに着手できることから実現した。単なる苦

情がでなくなってくる。そういう中で集約化の

話が冷静に話せるようになってくる。連携協議
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会離島・へき地部会の設立。

（２）がん診療を行っている専門医療機関の選

定；がん登録事業報告書、院内がん登録集計報

告書、医療計画策定のための医療機能調査。選

定した専門医療機関を紹介（地域の療養情報）

（３）第２次沖縄県がん対策推進計画中間評価に

がん登録情報を活用。いままでがん罹患、死亡

が少ない県との認識があったが、部位別、性別

には課題が見つかった。大腸がん死激減プロジ

ェクト。発見が遅いわけではないが、「領域」

の生存率が悪い。県外科会の分析では治療成績

は悪くなかった。プロセス評価をした。カルテ

を見直すてまひまQIの測定。数十の指標を出

し、医療機関へフィードバック。例）大腸がん

QI＝術後８週間以内化学療法実施数／ステー

ジⅢの大腸がん患者

（４）第３次計画の策定へのデータの活用。ロジ

ックモデル。現状分析、施策決定、目標設定。

（５）沖縄県院内がん登録集計報告書；３つの拠

点病院では生存率を掲載。生死不明割合10％以

上は数値出さない。集計対象数が30未満は網掛

けにする。データを見るときの解説が必要。集

約化が進んでいるがんがわかる。

（６）離島・へき地の市町村長、担当課長への説

明会。市町村ごとの医療情報と療養場所。地元

医療機関長との協議。住民向け講演会。個別相

談。がん患者さんのための療養場所ガイド。こ

れらのパッケージ説明会実施。

（７）今後の利活用；地域がん、院内がんのデー

タを使いつくす。病院ごとの比較を容易にする

情報公開。患者のために出す義務がある。その

うえで学会でレコードリンケージについて議論

する。関係機関へ積極的に発信する。

学術奨励賞受賞講演

子宮頸がんと社会経済的地位の関係（弘前大学大

学院医学研究科　田中里奈氏）

　青森県のデータで検討。子宮頸がんの罹患デー

タ。死亡をアウトカムに。市町村民所得をグルー

プ分け。高所得グループで罹患率が高い（年齢階

級別にみても）。罹患率の高いところは進展度が

低い。高所得グループに子宮がん検診を毎年実施

している市町村が多い。＝ガイドラインを遵守し

ていない。住民への正しいがん検診の知識の普及

が大事。過剰診断を減らすことも重要。

変化係数モデルを用いた大阪府におけるがん罹

患・死亡の年齢・時代・出生コホート効果分析

（大阪医科大学研究支援センター　福井敬祐氏）

　出生コホート効果の例では、1930−40年生まれ

に罹患率のピークをみる男性の肝がんがある。リ

スク＝年齢＋時代＋コホート効果であり、変化係

数モデルを用いて、出生コホート効果を検出する

研究であった。肺がん、肝がんなどについて大阪

府がん登録データからリスク局面（縦軸　時代　

横軸　年齢）各時代の年齢別罹患率がわかる。肝

がんの出生コホート効果（リスク高い世代）、肺

がんの出生コホート効果（リスクの低い世代）が

確認された。このようにハイリスク者の特定に使

える可能性が示唆された。

がん登録資料を活用したがん医療・がん対策の評

価に資する記述疫学的研究（愛知県がんセンター

研究所　伊藤秀美氏）

　がん有病者数の推計（精度が良くない時代の県

全体の罹患推計）を行った。日米におけるイマ

ティニブ導入後の慢性骨髄性白血病患者の死亡

率の減少（人口動態統計死亡と米国のSEERの死

亡）をジョインポイント分析で解析し、新薬の登

場が死亡率激減につながったことを示した。日本

の高齢前立腺がん患者の過剰治療の実態では、前

立腺がん登録者の５年相対生存率を解析し、生存

率が100％を超えていたら、過剰治療を示す。「限

局」の５年相対生存率が100％を超える。高齢者

はどの年代でも100％を超える（治療の有無を問

わず）。分化度で分けても80歳以上では100％を超

える。80歳以上は限局性の前立腺がんの半分以

上。日米の地域フィルタータバコ、ノンフィルタ
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ータバコの消費量と組織型別肺がん罹患率との関

連を自己回帰モデル（タイムラグを考慮したモデ

ル）で検討した。フィルタータバコは扁平上皮癌

を減少させたが、肺がん全体を減らさず、腺癌を

増やした。その他、愛知県の生存率改善の試算、

拠点病院の医療の評価、Funnel	Plotによる医療

圏別生存率等も実施した。

がん登録資料を活用した小児・AYA世代のがん

の疫学研究（大阪国際がんセンターがん対策セン

ター政策情報部リーダー　中田佳世氏）

　日本と英国の小児がんの罹患、生存率（０−14

歳）を、年齢調整罹患率、罹患率比（ポアソンモ

デル）、実測生存率（カプランマイヤー）を用い

て解析した。イングランドは罹患率が増加し、横

ばい、日本は減って見えるが神経芽細胞腫のスク

リーニングをやめた影響。英国に罹患率が高いが

んが多い。日本に多いのはAML、肝腫瘍、胚細

胞芽腫。生存率は日英で変わらない。いずれも増

加傾向。CMLの改善が大きい。まだ低いものも

ある。今後の課題は、AYA世代である。小児が

んに比べ予後の悪いものがある。AMLや横紋筋

肉腫など。欧米にくらべ日本の予後が悪い。大阪

府で診療実態調査を実施した。がん登録と臨床デ

ータをリンケージさせた（がん登録情報に臨床情

報を付けて返してもらう）。

　AMLは、10歳代にくらべ20歳代の生存率が悪

い。20歳代は小児型のプロトコール利用が少な

い。造血幹細胞移植の割合が20歳代で高い。多変

量解析で成人型プロトコールの使用が予後悪化の

リスクになっている傾向があった。最近の生存率

は改善していた。

がん患者における高齢者機能評価と生命予後─大

阪府がん登録データとDPCデータのリンケージ

で得た知見─（国際がんセンター　森嶋敏隆氏）

　がん患者の高齢化のなか、高齢者機能評価が注

目される。DPCデータと大阪府がん登録情報を

リンケージし、高齢者機能評価（CGA）と生命

予後の関係をみた。

　入院時の日常生活動作ADL、入院時の併存症、

身長、体重、性、年齢、進行度を説明変数に生

死、生存日数を従属変数にしたCox回帰モデルを

適用し、胃、大腸、肺がんで検討した。CGAが

高齢がん患者の予後因子になっているか？を検証

し、死亡のハザード比をみるなかで、危険因子

は、男性、高齢、進行がん、併存症が重いことで

あり、介助の度合いが大きいほど（自立度が下が

る）ハザード比が上がることを示した。低体重で

ハザード比が増加、胃がんでは肥満でハザード比

下がり、Obesity	paradoxを示していた。

長崎市原爆被爆者の同時性重複がん罹患率に関す

る被ばく距離の影響（長崎大学　近藤久義氏）

　2000年以降同時性重複がんの罹患率が増えてい

る。被ばく距離との関係を喫煙、飲酒を調整して

検討した。性状が悪性で、原発の腫瘍が１年以内

に２つ以上の臓器で発生したものを重複がんとし

た。Cox比例ハザードモデルで検討。728例の重

複がんを探知。被ばく距離が１㎞増加するとハザ

ード比は前期0.93、後期0.92（2000−2012年）。被

爆時年齢若いこと、男性であることのハザード比

大きい。

がん診療連携拠点病院等における施設ホームペー

ジでの自施設の生存率の掲載状況（国立がん研究

センターがん対策情報センター　奥山絢子氏）

　院内がん登録の生存率情報の掲載情報をインタ

ーネット上で調査した。346施設。掲載の有無、

掲載内容を調査した。2017年９月から2018年４月

に調査を実施した。128施設で生存率を掲載。院

内がん登録34件、診療科の情報93件。実測生存率

120施設、相対生存率14施設。疾患別生存率４施

設。病期別生存率104施設、標準誤差・信頼区間

６施設。

　患者背景情報はほとんど説明なかった。追跡率

の掲載も低い。生存率解釈の注釈も不十分であっ

た。
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旧標準登録様式でみえなかった真の診療情報─乳

がんの術後放射線実施率の検証─（社会医療法人

敬愛会中頭病院　平田有紀氏）

　急性期病院。2017年放射線治療機器を導入。旧

様式では他施設の治療を反映していなかった。新

様式に基づき他施設での放射線治療状況を把握し

た。乳房温存術後の照射率、未実施理由を加味し

た実施率は全国並みであった、再発ハイリスク者

の照射率など、新しい様式では、以前より診療の

実態を把握できる。

データに基づく施策形成におけるデータ分析スキ

ル向上のための行政と大学の連携（佐賀大学全学

教育機構　高橋光浩氏）

　無料ソフトR、R-Studioにより利用環境が向上

した。大学の研究用サーバーにインストールして

web利用できるようにした。大学と行政のスタッ

フがディスカッションをして分析する。スクリプ

トを共有することができる。

相対生存率に代わるネット生存率に対する算出手

法の特徴とその比較（大阪大学大学院医学統計学

講座　小向　翔氏）

　がん罹患者の死亡の解析。他死因も含めて分析

する。そのため相対生存率という考え方がある。

ネット生存率とは、すべてのがん患者ががんで死

亡する場合の仮想的な生存率。

　相対生存率は、他死因生存率を基準とした相対

的な生存指標。EdererI法：相対生存の良い指標、

EdererII法：原因別生存率、Pohar−Perme法：

ネット生存率の計算法、といった手法を検討され

た。

シンポジウム２．院内がん登録の利活用　院内が

ん登録報告書を例として─患者・地域のためにが

ん登録ができること─

「がん診療連携拠点病院等院内がん登録全国集計」

を通したがん登録の利活用：奥山絢子氏（国立が

ん研究センター）

　罹患・診療・転帰を把握、がん医療の質の向

上、がん診療する医療機関の実態把握、患者の医

療機関選択、がん対策への利用→院内がん登録全

国集計報告書（わかりづらい、見つけたいものを

見つけられない）→集計結果の検索システムの構

築をした。

　がん種別、病期、都道府県、診断年（2016年か

ら）などを指定し、表を作成した。

　施設別の検索もできる。集計結果のCSVダウン

ロードも可能にした。

　患者：かかる病院を探す、病院：周囲の施設と

比較、行政：自治体内の診療状況把握などそれぞ

れの目的に活用できるようにした。

２．「院内がん登録報告書」を通したがん登録の

利活用

演者１：山下夏美氏（四国がんセンター）

　報告書＝医療機関・専門家、関係者向け、施設

別集計（拠点、推進病院）、がんを知るための情

報、病院を知るための情報、図、集計値等を掲

載。施設別の報告書を作る冊子作成マニュアル、

集計フォーマット・テンプレートをつくってい

る。HPは、住民向けに構築。愛媛県がん情報プ

ロジェクトにて検討している。

演者２：沖縄県の事例　伊佐奈々氏（琉球大学）

　沖縄県がん登録部会では、院内および地域がん

登録導入支援説明会、研修会などを実施。院内が

ん登録情報の報告書を作成している。５年相対生

存率（注釈付き）疫学者、がん診療医の解説コメ

ント付き等を掲載。インターネットページでは、

データ検索できる「みるん・しるん」を提供中。

利活用にむけて連携協議会各専門部会の事業計画
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作成している。様々な意見を反映し集計や掲載方

法を改善しているが、Webサイトを見れない高

齢患者への対応が課題である。

３．医療機関の管理者の立場からみたがん登録の

利活用

演者：�清水秀昭氏（栃木県立がんセンター）

４．患者の立場からみたがん登録の利活用

演者：�安里香代子氏（沖縄県がん患者会連合

会）

　一般の患者からの意見を移動サロンで把握、患

者には情報が伝わっていない。がん登録も知られ

ていない。いつ登録されて、どんな得があるか？

もっと発信、伝達すべきである。

　ディスカッションでは、利活用がまだ途上であ

ることが認識されるものであった。

　臨床医もがん登録の意義等理解していない。患

者には伝わっていない。がん登録実務者が直接患

者へ届けるわけではないので、対面で情報を届け

る人が理解することが重要である。情報はある

が、伝わっていない。公表場所にたどり着けな

い、自治体ごとでwebデザインが異なり、使い方

も違う、などの問題点が指摘された。

　各施設、関係者が患者のニーズを把握すること

が重要で、患者にとってほしいデータは何かが大

切である。施設別の生存率と症例数は出してい

る。ほかに何が必要か？自分にどんな治療がいち

ばんいいか？がわかることも大切。一方、データ

が独り歩きしても大丈夫にするにはどうしたらよ

いか？それらのために実務者は、何を努力すれば

いいのか？関係機関と交渉できるトップが登録関

係者に必要である。

　施設管理者の視点はどうか？報告書に施設長の

コメントを求める方法は良い。施設長もがん登録

の存在を意識する。臨床医への還元、QIなど医

療の質のひとつとして伝える。

　施設ごとの報告をみると施設のアクティビティ

がわかる。等の議論が交わされた。

　学術集会の前後に開催された実務者研修会で

は、地域がん登録や院内がん登録の実務について

の最新の情報提供がなされた。

　がん登録担当者研修会（全国がん登録）では、

座長：杉山裕美氏（放射線影響研究所）のもと

で、１．全国がん登録の基礎：がん登録の手引き

（がん登録の原理と方法）から［講師：柴田亜希

子氏（国立がん研究センター）］、２．全国がん登

録における安全管理措置の現状［講師：西野善一

氏（金沢医科大学）］、３．都道府県による届出支

援の取り組み：宮城県からの報告［講師：金村政

輝氏（宮城県立がんセンター）］を学んだ。

　がん登録担当者研修会（院内がん登録）では、

座長：福留寿生氏（三重大学）のもとで、１．標

準登録様式up	to	date［講師：江森佳子氏（国立

がん研究センター）］、２．SEERの多重がんルー

ル［講師：海崎泰治氏（福井県立病院）］を学ん

だ。

　院内がん登録の関係者も加えて、患者の参加も

年々進み、にぎやかで活発な議論がされるように

なり、関係者の熱意を感じることを多かった。が

ん対策の改善に寄与するような研究も発展し高度

になり、現状のまま粛々と実務を実施しているだ

けでは、鳥取県のがん登録が取り残されてしまう

危機感も感じた。全国の流れに学びつつ、鳥取県

のがん登録も改善していく必要性を感じる集会で

あった。
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【概要】

・平成26年の罹患集計を行った結果、罹患総

数5,222件で、人口10万対年齢調整罹患率

（標準人口は60年日本人モデル人口）は、

男526.4、女404.8であった。鳥取県におけ

る標準化罹患比は、男女は全部位、胃、肝

臓が有意に高く、男女の悪性リンパ腫と女

の卵巣が有意に低かった。

　届出精度としてのDCN（罹患数のうち

死亡情報で初めて登録された者の割合）

は、平成26年（2014年）は6.0％で、昨年

の5.5％から0.5ポイント増加したが、概ね

減少傾向にあり、精度が保たれている。

・平成29年がん登録届出件数8,304件で、前

年に比べ4,258件増加であった。2016年１

月より全国がん登録の届出が開始。2017年

４月17日よりオンラインシステムの利用手

続きが開始され、オンラインによる届出が

可能となったが、オンライン利用申請をさ

れている医療機関は少ないので、今後も、

県内医療機関にオンラインシステム利用促

進を図っていくこととなった。

　また、登録精度向上と届出情報入力の考

え方の統一性を図ることを目的に実務者を

対象とした研修会を11月に開催することと

なった。

・「全国がん登録」が順調に稼働されると、

2019年早々には、がん登録情報提供が開始

されることとなる。

　都道府県に研究者や自治体等から全国が

ん登録集計データの提供の依頼があった場

合などには、「がん登録等の推進に関する

法律（以下「法」という。）に基づき、「審

議会その他の合議制の機関」（以下審議会

等という）の意見を聴かなければならない

と定められている。

■　日　時　　平成30年８月２日（木）　午後１時40分～午後３時30分

■　場　所　　テレビ会議　鳥取県健康会館　　　鳥取市戎町

　　　　　　鳥取県中部医師会館　倉吉市旭田町

　　　　　　鳥取県西部医師会館　米子市久米町

■　出席者　　17人

〈鳥取県健康会館〉

尾㟢委員長

明穂・岩垣・大石・岡田・岡本・小坂・瀬川・高橋・藤井各委員

オブザーバー　県健康政策課がん・生活習慣病対策室：山本課長補佐

　　　　　　　健対協事務局：谷口事務局長、神戸係長

〈鳥取県中部医師会館〉野田・皆川各委員

〈鳥取県西部医師会館〉杉谷・吉田各委員

全国がん登録への登録が本格化
平成30年度がん登録対策専門委員会

報告資料２
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　現在県には法に定める要件を満たす合議

制の機関がないことから、鳥取県がん対策

推進県民会議に個人情報保護に関する学識

経験のある者を委員に加え、新たに部会を

設置することを検討していることが報告さ

れた。

・鳥取県がん登録ホームページのリニューア

ルについても、予算要求を目途にした企画

書を基にその内容について、年内に検討す

ることとなった。

挨拶（要旨）

〈尾㟢委員長〉

　皆さま、暑い中、お集まりいただき、ありがと

うございます。

　2016年１月から「全国がん登録」がスタート

し、本格稼働となったことを受け、鳥取県におい

ても、有効な利活用につながるような議論になれ

ばと思いますので、積極的なご意見をよろしくお

願いします。

報　告

１．平成29年度がん登録事業報告について、以下

のとおり、尾㟢委員長より説明があった。

１）鳥取県における平成26年がん罹患・受療状況

標準集計結果

a）罹患集計

（１）罹患数、罹患割合（表１）

　がんの全部位では罹患総数5,222件（男2,924、

女2,298）で、部位別に男では胃＞肺＞前立腺＞

結腸＞肝臓＞直腸の順、女では乳房＞胃＞結腸＞

肺の順で、順位が全国（2013年推計値）の順位と

男はほぼ一致したが、女は乳房で一致したが、他

は一致するものが少なかった。

　罹患割合の年次比較では、男では胃が最も高

く、次いで肺、前立腺、結腸の順であった。女で

は乳房、胃、結腸の順となった。

（２）粗罹患率（表１）

　人口10万対909.7（男1067.6、女765.6）であっ

た。

（３）年齢調整罹患率（表１）

　人口10万対452.6（男526.4、女404.8）で、男女

とも全国推計値（2013年）を上回る値を示した。

　部位別では、男では胃95.5、肺69.6、前立腺

57.0、女では乳房が91.2でトップ、次いで子宮

66.1、結腸37.6の順となった。

（４）年齢調整罹患率の年次推移（1988－2014年）

　前年（2013年）に比べて2014年は、男女の直

腸、肺、男の結腸、肝臓、女の胃、子宮で減少傾

向が見られた。女は結腸、肝臓、乳房で増加傾向

が観察された。特に乳房の増加が著しい。

（５）標準化罹患比（全国=100）（表１、２）

　鳥取県の標準化罹患比は、男女で全部位、胃、

肝臓が有意に高く、男女の悪性リンパ腫と女の卵

巣が有意に低かった。

　地域別の標準化罹患比（全国値＝100）（表２）

では、東部では男女の全部位、胃、肝臓、西部で

は男女の全部位、男の胃が有意に高く、とりわ

け、東部の男女の肝臓が143.7、146.0と突出して

高いのが注目された。逆に有意に低いのは、女で

は東部と中部の乳房であった。特に中部の女の乳

房では79.1と低値を示した。

（６）年齢階級別罹患率（図１）

　全体的にほとんどの部位において年齢とともに

増加傾向が見られるが、乳房では60歳代で、子宮
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図１　年齢階級別罹患構成割合の年次比較
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表２　鳥取県における地域別標準化罹患比（SIR）の比較　全国＝100

全部位 胃 結腸 直腸 肝臓 肺 乳房 子宮
　　東部 111.2 121.3 	 93.2 	 81.6 143.7 103.6 ─ ─
男　中部 107.3 118.0 104.5 104.9 109.3 105.0 ─ ─
　　西部 110.5 115.9 102.3 	 97.0 112.3 112.8 ─ ─
　　東部 113.0 137.3 101.7 124.8 146.0 109.7 	 84.6 104.8
女　中部 104.9 122.6 104.6 110.5 	 93.2 111.5 	 79.1 	 77.8
　　西部 108.2 119.2 	 95.9 112.5 125.7 105.8 104.5 	 85.6

１）全国推定罹患率は－平成25年（2013年）－データを使用　２）アミは、５％の有意水準で有意であることを示す

（アミは、５％の有意水準で有意であることを示す）

表１　鳥取県における性、主要部位別がん罹患状況─平成26年（2014年）─

男 罹患数 罹患割合 粗罹患率 調整罹患率 全国推定罹患率１） 標準化罹患比２）

全部位 2,924	 100.0	 1067.6	 526.4	 474.5	 110.2	
食道 111	 3.8	 40.5	 21.5	 18.8	 109.1	
胃 530	 18.1	 193.5	 95.5	 77.8	 118.5	
結腸 305	 10.4	 111.4	 54.2	 56.9	 99.2	
直腸 154	 5.3	 56.2	 30.5	 33.4	 92.4	
肝臓 167	 5.7	 61.0	 28.3	 23.5	 124.0	
胆嚢・胆管 70	 2.4	 25.6	 10.3	 8.8	 122.3	
膵臓 110	 3.8	 40.2	 19.2	 16.0	 120.0	
肺 409	 14.0	 149.3	 69.6	 62.3	 107.6	
前立腺 357	 12.2	 130.3	 57.0	 60.7	 97.3	
膀胱 146	 5.0	 53.3	 24.3	 21.4	 111.1	
悪性リンパ腫 29	 1.0	 10.6	 5.5	 13.2	 43.2	

女 罹患数 罹患割合 粗罹患率 調整罹患率 全国推定罹患率１） 標準化罹患比２）

全部位 2,298	 100.0	 765.6	 404.8	 373.1	 109.4	
食道 17	 0.7	 5.7	 2.5	 3.1	 81.3	
胃 280	 12.2	 93.3	 35.8	 28.3	 126.8	
結腸 264	 11.5	 88.0	 37.6	 35.5	 99.9	
直腸 113	 4.9	 37.6	 17.7	 15.4	 116.9	
肝臓 95	 4.1	 31.7	 11.1	 8.1	 127.0	
胆嚢・胆管 69	 3.0	 23.0	 5.4	 5.6	 108.5	
膵臓 102	 4.4	 34.0	 10.5	 10.0	 112.4	
肺 210	 9.1	 70.0	 27.5	 24.9	 108.5	
乳房 372	 16.2	 123.9	 91.2	 96.8	 91.7	
子宮 187	 8.1	 62.3	 66.1	 69.3	 91.9	
卵巣 33	 1.4	 11.0	 6.9	 11.4	 70.6	
膀胱 37	 1.6	 12.3	 3.6	 4.5	 92.1	
悪性リンパ腫 41	 1.8	 13.7	 5.7	 9.8	 65.8	

では40歳代でピークを示し、それ以降年齢ととも

に減少した（2014年）。

　乳房と子宮について年齢階級別の罹患構成比を

1979－1983年までと2013－2014年までの２つの期

間に分けて比較すると、乳房では60歳以上の高齢

者において罹患割合の増加と60歳未満の減少が顕

著であったが、子宮では、39歳未満の若年層にお

いて約30年前の5.5倍近く増加した。

b）受診動機別集計（表３）

　全部位については、有訴受診の28.5％、次いで
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他疾患治療中の23.3％、各種がん検診、健康診断

（含人間ドック）の順となった。

　部位別では、乳房で有訴受診が48.4％、肝臓で

他疾患治療中の44.6％が顕著であった。

c）がん患者の医療機関からの届出状況（表４）

　平成29年（2017年）の届出総数は、8,304件で

前年より4,258件の増加であった。地域別では、

東部で3,079件、中部で965件、西部で4,262件で、

前年に比していずれも増加であった（表３）。こ

れは、病院、診療所向け全国がん登録届出項目保

存アプリケーションHos-CanR	Liteの提供がなさ

れたこと、また「全国がん登録届出サービス」を

利用してオンラインで全国がん登録の届出ができ

るようになったことが考えられる。

d）登録精度（表５、６）

（１）DCN

　登録精度の評価として用いられるDCNの値は、

平成26年（2014年）は6.0％となり、昨年より約

0.5％増加がみられるが、概ね減少傾向にある。

部位別には、問題となるDCN25％以上を示す部

位は男女とも見られず殆ど一桁台の数値を示し

た。

表３　部位別・受診動機別集計結果（％）（2014年標準集計対象）

表４　主要医療機関、地域別届出件数の年次推移（1992年−2017年）

有訴受診 健康診断 各種がん検診 他疾患治療中 そ の 他 計
全部位 28.5 6.2 13.0 23.3 29.0 100.0

胃 24.7 8.3 15.1 17.6 34.2 100.0
結　腸 26.7 6.9 19.8 19.6 27.0 100.0
直　腸 34.7 6.6 14.5 12.0 32.2 100.0
肝　臓 14.7 3.6 11.6 44.6 25.4 100.0
膵　臓 31.3 4.5 10.2 18.8 35.2 100.0

肺 21.5 3.9 13.1 29.5 32.0 100.0
乳　房 48.4 5.0 22.4 11.1 13.1 100.0
子　宮 26.3 6.3 22.9 16.0 28.6 100.0

1992 1997 2002 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

拠点病院 1,213 1,289 1,397 3,126 2,943 3,428 3,999 4,127 4,134 4,449 4,395 4,912 2,791
（0）

5,394
（4,845）

準拠点病院 645 586 704 1,063 1,146 876 1,399 765 1,686 2,117 1,889 1,751 871
（0）

2,054
（2,000）

その他病院・診療所 660 529 427 577 604 507 644 652 763 633 541 441 384
（231）

856
（827）

東部 1,023 927 1,104 2,022 2,146 1,965 2,236 1,982 2,596 2,872 2,524 2,664 1,666
（105）

3,079
（2,864）

中部 417 451 523 486 848 849 986 942 1,097 1,024 985 830 603
（64）

965
（883）

西部 1,078 1,020 896 2,258 1,699 1,997 2,820 2,620 2,890 3,303 3,316 3,610 1,777
（62）

4,262
（3,925）

県全体 2,518 2,404 2,528 4,766 4,693 4,811 6,042 5,544 6,583 7,199 6,825 7,104 4,046
（231）

8,304
（7,672）

HV ／ I（％）
鳥取県 53.7 47.5 57.9 71.6 74.7 76.2 77.1 78.0 81.4 83.3 82.3 ─ ─ ─
全国 62.0 66.9 65.4 69.4 72.8 73.7 77.0 77.8 81.4 81.3 ─ ─ ─ ─

DCN ／ I（％）
鳥取県 24.5 31.9 26.1 14.7 14.3 12.7 10.5 9.6 6.7 5.5 6.0	 ─ ─ ─

全国 23.9 29.6 24.9 26.7 24.0 22.7 19.5 17.4 16.1 11.8 ─ ─ ─ ─

IM比（％）
鳥取県 1.9 1.8 1.9 2.3 2.2 2.2 2.3 2.2 2.4 2.4 2.3 ─ ─ ─
全国 1.6 1.6 1.8 2.0 2.0 2.2 2.2 2.2 2.3 2.33 ─ ─ ─ ─

拠点病院：鳥取県立中央病院、鳥取市立病院、鳥取県立厚生病院、米子医療センター、鳥取大学医学部附属病院
準拠点病院：鳥取赤十字病院、鳥取生協病院、野島病院、山陰労災病院、博愛病院
2016年からの届出件数は、地域がん登録と全国がん登録の届出件数を合算したもので、（　）内の数値は全国がん登録届出
件数の数値を示したものです。
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表５　鳥取県および全国における登録精度の年次推移

DCN／I（%） I／M比 HV／I（%）
鳥取県 全国＊１ 鳥取県 全国＊１ 鳥取県 全国＊１

1983 31.7 33.0 1.5 1.4 35.4 48.8
1984 36.7 36.9 1.6 1.5 34.6 48.4
1987 27.9 29.7 1.7 1.5 52.5 53.7
1989 21.5 29.8 1.8 1.5 56.1 54.1
1990 28.0 23.7 1.8 1.6 47.8 61.1
1992 24.5 23.9 1.9 1.6 53.7 62.0
1995 28.2 24.2 1.7 1.6 47.6 63.0
1996 24.8 30.3 1.7 1.6 48.6 66.0
1997 31.9 29.6 1.8 1.6 47.5 66.9
1998 36.5 28.2 1.7 1.7 46.3 66.9
1999 36.2 27.6 1.8 1.7 48.3 67.9
2000 36.3 26.8 1.8 1.7 51.0 67.9
2001 32.9 27.3 1.8 1.7 54.7 66.7
2002 26.1 27.9 1.9 1.8 57.9 62.2
2003 28.3 34.5 1.9 1.7 59.2 61.8
2004 24.0 32.4 2.0 1.7 61.8 64.3
2005 19.0 32.3 2.2 1.7 65.5 65.1
2006 18.1 30.1 2.3 1.8 66.7 64.9
2007 14.7 26.7 2.3 2.0 71.6 69.4
2008 14.3 24.0 2.2 2.0 74.7 72.8
2009 12.7 22.7 2.2 2.2 76.2 73.7
2010 10.5 19.5 2.3 2.2 77.1 77.0
2011 9.6 17.4 2.2 2.2 78.0 77.8
2012 6.7 16.1 2.4 2.3 81.4 81.4
2013 5.5 11.8 2.4 2.3 83.3 81.3
2014 6.0 ― 2.3 ― 82.3 ―

表６　鳥取県における部位別登録精度の年次推移

男性 1979 1984 1990 1996 2014 女性 1979 1984 1990 1996 2014
全部位 36.8 35.8 30.4 25.0 5.3	 全部位 35.3 34.4 24.8 24.5 6.8
食道 57.1 34.3 27.8 18.0 0.9	 食道 33.3 62.5 25.0 40.0 5.9
胃 31.6 35.2 18.5 14.1 4.7	 胃 37.3 35.6 18.2 18.0 7.1
結腸 23.3 16.7 22.0 12.9 2.6	 結腸 24.2 39.6 23.2 12.0 7.6
直腸 28.6 32.7 14.9 23.1 5.2	 直腸 31.6 20.7 10.2 11.5 3.5
肝臓 55.6 24.6 42.6 28.6 10.8	 肝臓 61.8 45.5 37.3 34.2 11.6
胆嚢・胆管 71.4 47.0 45.7 42.6 12.9	 胆嚢・胆管 65.2 41.9 39.6 60.0 14.5
膵臓 65.5 58.8 36.1 29.6 9.1	 膵臓 57.6 60.0 40.0 40.5 21.6
肺 43.2 41.3 40.9 48.2 9.0	 肺 51.1 49.2 42.1 37.0 9.5
前立腺 38.1 45.5 45.3 15.1 3.1	 乳房 18.2 16.1 9.7 9.3 0.8
膀胱 22.7 28.1 24.4 13.0 2.7	 子宮 32.9 16.9 15.6 25.4 1.6
腎臓 45.5 54.5 61.9 20.0 1.0	 卵巣 47.1 34.6 25.0 50.0 9.1
甲状腺 20.0 0.0 0.0 14.3 5.3	 膀胱 14.3 29.4 28.6 23.1 10.8
リンパ組織 44.4 28.6 53.7 61.2 9.8	 リンパ組織 25.0 33.3 52.0 42.9 11.7
造血組織 41.2 0.0 76.2 53.8 12.7	 造血組織 47.1 0.0 40.0 70.0 17.5

腎臓 25.0 16.7 53.3 36.4 7.7
甲状腺 0.0 15.4 10.5 3.0 2.9

＊１：年度により採用府県市の件数が変動
I/M比：罹患数の死亡数に対する比
HV／I（％）：罹患者中の組織診実施割合

（アミは30％以上）
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（２）I／M比

　2.3で全国値2.3（2013年推計値）と同じ値を示

した。

（３）組織診断実施割合

　組織診断実施割合は、82.3％で前年集計値より

約1.0％の減少が見られた。この値は全国推計値

81.3％（2013年推計値）と比較すると高い値であ

った。

e）臨床進行度分布（％）（表７－１、７－２、図

２－１～２－７）

　全体的には、2002年診断では、不明が23％あっ

たが、2006年以降ヒトケタ台になり、2014年には

７％にまで減少した。胃でも同様に不明は30％か

ら７％に減少した。

　進行度別には、全体的に限局の割合が増加、と

くに胃では41.7％から60.0％に増加し、逆に不明

が30％から6.7％まで激減した。

f）登録精度の向上のための遡り調査、各種検診

発見がんからの登録

　さらなる登録精度の向上をめざして平成26年死

亡小票からの補充票届出票による遡り調査と各種

検診発見がんの未登録分の登録も行った。その結

果、平成26年（2014年）標準集計の登録精度は

DCN＝6.0％となった。

２）全国がん登録のオンライン届出の周知徹底、

利用申請の依頼および利活用について

　2016年１月より全国がん登録の届出開始。2017

年４月17日より全国がん登録届出オンラインシス

テムの利用手続きが開始され、オンラインによる

届出が可能となった。利用申請が未だの医療機関

には、USBにてデータ送付の際、返却時に依頼文

書を同封しオンラインによる届出をお願いするこ

ととした。今年度も昨年同様ワーキンググループ

会議を開催して、がん登録データの利活用につい

て引き続き継続検討を行った。

３）平成29年（2017年）度鳥取県がん登録事業

報告書（平成25年〔2013年〕）集計の印刷・

配布

　関係協力医療機関やがん登録対策専門委員の意

見・要望等を取り入れて、報告書の編集を行っ

た。

４）日本がん登録協議会第26回学術集会

　毎年、日本がん登録協議会では学術集会が開催

され、各自治体登録事業主管課を中心に活発な意

見交流がなされてきた。平成29年度は、会長：四

国がんセンター　寺本典弘先生の主管で、６月８

日～10日に愛媛県松山市「愛媛県医師会館」にお

いて開催され、多くの参加者があり成功裡に終っ

た。メインテーマは「THE	NEW	MISSION」で

あった。

５）その他

　「鳥取県がん登録あり方検討ワーキンググルー

プ」において、施設別の５年相対生存率の公表に

ついて、11月にがん診療連携拠点病院及び準じる

病院の10病院に対して行った意向調査結果を基に

今後の対応を検討した。その結果、現時点での公

表は見送ることとなった。また、今回の調査結果

を10病院に報告を行った。

２．がん登録情報の提供等に係る審議会の設置等

について、山本県健康政策課がん・生活習慣

病対策室課長補佐より説明があった。

　「全国がん登録」が順調に稼働されると、2019

年早々には、がん登録情報提供が開始されること

となる。

　都道府県に研究者や自治体等から全国がん登録

集計データの提供の依頼があった場合などには、

「がん登録等の推進に関する法律（以下「法」と

いう。）に基づき、「審議会その他の合議制の機

関」（以下審議会等という）の意見を聴かなけれ

ばならないと定められている。

　現在県には法に定める要件を満たす合議制の機
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表７−１　臨床進行度別割合（上皮内がんを含まない）（2014年診断）

表７−２　臨床進行度別割合（上皮内がんを含む）（2014年診断）

対象件数 ２．限局
（%）

３．	所属リン
パ節転移
（%）

４．	隣接臓器
浸潤（%）

５．遠隔転移
（%）

６．不明
（%）

口腔・咽頭 87 41.4 16.1 34.5 6.9 1.1
食道 111 40.5 11.7 29.7 17.1 0.9
胃 762 60.0 10.1 6.8 16.4 6.7
大腸（結腸・直腸） 651 43.6 16.6 11.2 22.1 6.5
結腸 445 44.9 15.3 10.1 23.1 6.5
直腸 206 40.8 19.4 13.6 19.9 6.3
肝臓 233 67.8 4.3 10.7 12.4 4.7
胆嚢・胆管 117 18.8 2.6 38.5 27.4 12.8
膵臓 178 9.0 2.8 30.9 50.0 7.3
喉頭 27 81.5 14.8 0.0 3.7 0.0
肺 560 42.1 9.5 8.9 35.7 3.8
皮膚 96 86.5 1.0 6.3 3.1 3.1
骨・軟部 17 23.5 0.0 52.9 11.8 11.8
乳房 346 63.9 21.7 5.2 5.8 3.5
子宮 100 62.0 6.0 17.0 9.0 6.0
子宮体部 54 75.9 7.4 1.9 9.3 5.6
子宮頸部 44 47.7 4.5 36.4 9.1 2.3
卵巣 30 16.7 0.0 43.3 26.7 13.3
前立腺 343 64.1 1.2 14.3 14.3 6.1
膀胱 87 60.9 2.3 24.1 5.7 6.9
腎など 135 49.6 0.7 23.7 16.3 9.6
脳など 122 77.0 0.0 4.9 1.6 16.4
甲状腺 84 48.8 22.6 14.3 7.1 7.1
悪性リンパ腫 58 24.1 1.7 8.6 46.6 19.0

対象件数 １．上皮内
（%）

２．限局
（%）

３．	所属リン
パ節転移
（%）

４．	隣接臓器
浸潤（%）

５．遠隔転移
（%）

６．不明
（%）

食道 123 9.8 36.6 10.6 26.8 15.4 0.8
大腸

（結腸・直腸） 790 17.6 35.9 13.7 9.2 18.2 5.3

結腸 538 17.3 37.2 12.6 8.4 19.1 5.4
直腸 252 18.3 33.3 15.9 11.1 16.3 5.2
肺 560 0.0 42.1 9.5 8.9 35.7 3.8
皮膚 123 22.0 67.5 0.8 4.9 2.4 2.4
乳房 369 6.2 59.9 20.3 4.9 5.4 3.3
子宮 182 45.1 34.1 3.3 9.3 4.9 3.3
子宮体部 54 0.0 75.9 7.4 1.9 9.3 5.6
子宮頸部 70 37.1 30.0 2.9 22.9 5.7 1.4
膀胱 174 50.0 30.5 1.1 12.1 2.9 3.4
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図2-3　臨床進行度別割合の年次推移	
肝臓　	

2.限局	

3.所属リン
パ節転移	

4.隣接臓器
浸潤	

5.遠隔転移	

6.不明	

図２−１　臨床進行度別割合の年次推移（胃）

図２−３　臨床進行度別割合の年次推移（肝臓）

図２−５　臨床進行度別割合の年次推移（乳房）

図２−２　臨床進行度別割合の年次推移（大腸）

図２−４　臨床進行度別割合の年次推移（肺）

図２−６　臨床進行度別割合の年次推移（子宮）
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図2-6　臨床進行度別割合の年次推移	
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図2-2　臨床進行度別割合の年次推移	
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図2-5　臨床進行度別割合の年次推移	
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図2-4　臨床進行度別割合の年次推移	
肺　	

2.限局	

5.遠隔転
移	

3.所属リン
パ節転移	

4.隣接臓
器浸潤	

6.不明	

1.上皮内	

34



鳥取県医師会報　18．9　No.759

総計

76

157

153

198

205

181

267

278

240

335

336

374

344

3144

総計

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

0%	

10%	

20%	

30%	

40%	

50%	

60%	

70%	

20
02

	

20
03

	

20
04

	

20
05

	

20
06

	

20
07

	

20
08

	

20
09

	

20
10

	

20
11

	

20
12

	

20
13

	

20
14

	

構
成
割
合（

％）
	

診断年	

図 7　臨床進行度別割合の年次推移	
前立腺	
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図２−７　臨床進行度別割合の年次推移（前立腺）

関がないことから、鳥取県がん対策推進県民会議

に個人情報保護に関する学識経験のある者を委員

に加え、新たに部会を設置することを検討してい

る。審議会等の構成員の要件、審議会等の意見を

聴く必要となる場合は、以下のとおりである。

〇審議会等の構成員の要件

　「がん、がん医療等又はがんの予防に関する

学識経験のある者及び個人情報の保護に関する

学識経験のある者が含まれるものとする。」（法

18条第３項）

〇知事が審議会等の意見を聴くことが必要とな

る場合。

・都道府県がん情報の利用：都道府県知事に

よる利用、市町村、研究者等への情報提供。

・都道府県データベースを整備し又は保存す

る情報の対象範囲を拡大する場合。

・都道府県知事の権限及び事務の委託に係る

選定を行う場合。

　平成27年度に鳥取県健康対策協議会に事務委託

を行った際は、鳥取県がん対策推進県民会議委員

に弁護士の方を委員に追加し対応を行った。

　よって、今年度が鳥取県がん対策推進県民会議

委員の改選時期であるので、新たに、個人情報に

関する有識者として弁護士を加える予定としてい

る。

　また、がん登録等の推進に関する法律第41号第

３項により、都道府県は研究目的で当該都道府県

分の全国がん登録情報を利用しようとする者から

手数料を徴収できることとなっている。

　現在、手数料の徴収について県財政課と取り扱

いについて協議中である。

　県健康政策課としては、がん登録情報利用促進

ということから、手数料を徴収しないという方向

で協議中である。

協　議

１．平成30年度事業計画について、尾㟢委員長よ

り以下のとおり説明があった。

１）平成27年（2015年）がん罹患・受療状況標

準集計（継続）

　平成27年（2015年）における性・年齢階級別に

おける部位別がん罹患数を求め、粗罹患率・年齢

調整がん罹患率を算出する。また、手術・放射

線治療および化学療法などの治療方法ならびにX

線・内視鏡・組織診などの診断方法の実施割合な

ど受療状況について集計する。

　罹患集計の結果は、医師会報、事業報告、ホー

ムページを通して公表する。

２）補充届出票による遡り調査、各種検診発見が

んからの登録（継続）

　平成27年死亡小票からの補充届出票による遡り

調査と各種検診発見がんの未登録分の登録も行

う。

３）全国がん登録オンライン届出の研修会の開催

（新規）および利活用について（継続・協議事

項）

　2017年４月17日より全国がん登録届出オンライ

ンシステムの利用手続きが開始され、オンライン

による届出が可能となったことをふまえ、登録精

度向上と届出情報入力の考え方の統一性を図るこ

とを目的に実務者を対象とした研修会を11月に開

催することとなった。鳥取県西部医師会をメイン
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会場として、テレビ会議システムを利用して鳥取

県中部医師会、鳥取県健康会館においても受講で

きる研修会とする。

　既に届出を行っている医療機関、これから届出

を行おうとしている医療機関で研修内容を変え

て、受講しやすい曜日を選定して、２回開催する

こととなった。

　尚、全国がん登録オンラインシステム利用の手

続きが完了されていない医療機関については、引

き続き利用申請の依頼を継続していくこととなっ

た。

　今年度も昨年同様ワーキンググループ会議を開

催して、がん登録データの利活用について引き続

き検討を行う。

４）平成30年度鳥取県がん登録報告書の印刷・配

布（継続）

　関係協力医療機関やがん登録対策専門委員の意

見・要望等を取り入れて、報告書の編集刷新を図

っていく。

５）日本がん登録協議会第27回学術集会（沖縄県

那覇市）への参加（継続）

　日本がん登録協議会第27回学術集会が６月13

日（水）～15日（金）に沖縄県那覇市「沖縄県市

町村自治会館（会長：琉球大学医学部附属病院が

んセンター　センター長・臨床教授　増田昌人先

生）において開催され、尾㟢委員長、岡本委員が

参加した。６月13日にはがん登録実務者研修会が

開催され、６月14日・15日の学術集会では、「患

者・地域に解決をもたらすデータサイエンスへの

進化」をメインテーマに各種講演、シンポジウ

ム、ポスター発表および一般口演が行われた。今

年度も昨年度同様、院内がん登録関係者も含めた

大規模な学会であった。

　尾㟢委員長からは、「鳥取県のがん登録は先進

県であったが、県をあげての研修会の開催、がん

登録の利活用、患者目線でホームページを使いや

すいものを作成等、熱心に取り組む県が非常に増

えてきていると感じ、本県においても、できると

ころから色々取り組んでいきたいと思った。」、岡

本委員からは、「生存率の施設別公開に向けた意

向調査結果について、学会で発表したところ、他

県においても、施設別の生存率の公開を行ってい

る所は少なく、会場においては意見を聞くことは

できなかったが、個別に公開している県の登録室

担当者からは、医療機関の賛同を得るためには、

施設長にインフォームドコンセントが必要であ

る。また、秋田、山形県では、公開したが、何の

問題もなかった。大阪府立成人病センターにおい

ては、県と協議しながら、情報公開に繋げている

という話を伺った。」というお話があった。

　本県においては、意向調査結果を基に、生存率

の施設別公開は、現時点では見送ることとなった

が、継続してワーキンググループで検討を行って

いく。

６）鳥取県がん登録ホームページのリニューアル

について（新規追加項目）

　時代に即応したホームページの構築を目指し

て、医療関係者はもとより、一般の方向けを念頭

に、視覚的に見やすく、コメントを入れたりし

て、内容が分かりやすく、また見たい、参照した

い、というものに改良するため、予算要求を目途

にした企画書を基にその内容について、年内に検

討することとなった。
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資料１　鳥取県がん罹患集計結果一覧表（平成26年　男性）

部　　　位 ICD－10 年　齢　10　歳　階　級 粗
罹患率

調整
罹患率

H／I
（％）

DCN／I
（％）合計 0－ 10－ 20－ 30－ 40－ 50－ 60－ 70－ 80＋ 不詳

全部位＊１ C00－C96　D05－D06
（140－208　2330－2331） 2924 8 1 16 18 60 242 860 909 810 0 1067.6 526.4 82.4 5.3

全部位＊２ C00－C96（140－208） 2924 8 1 16 18 60 242 860 909 810 0 1067.6 526.4 82.4 5.3
口唇、口腔および咽頭 C00－C14（140－149） 71 0 0 2 0 3 12 30 14 10 0 25.9 15.6 93.0 2.8
　口唇、口腔 C00－C08（140－145） 34 0 0 2 0 1 8 13 5 5 0 12.4 8.0 100.0 0.0
　咽頭 C09－C14（146－149） 37 0 0 0 0 2 4 17 9 5 0 13.5 7.6 86.5 5.4
食道 C15（150） 111 0 0 0 0 2 14 44 31 20 0 40.5 21.5 96.4 0.9
胃 C16（151） 530 0 0 1 4 9 52 152 174 138 0 193.5 95.5 93.2 4.7
小腸 C17（152） 16 0 0 0 0 1 2 5 2 6 0 5.8 3.1 100.0 0.0
結腸 C18（153） 305 0 0 2 2 5 23 83 111 79 0 111.4 54.2 89.8 2.6
直腸 C19－C20（154） 154 0 0 0 1 6 21 61 35 30 0 56.2 30.5 92.9 5.2
大腸 C18－C20（153－154） 459 0 0 2 3 11 44 144 146 109 0 167.6 84.7 90.8 3.5
肝および肝内胆管 C22（155） 167 0 0 0 0 4 9 45 57 52 0 61.0 28.3 29.9 10.8
胆嚢および肝外胆管 C23－C24（156） 70 0 0 0 0 0 1 14 24 31 0 25.6 10.3 65.7 12.9
膵臓 C25（157） 110 0 0 1 0 2 9 33 33 32 0 40.2 19.2 47.3 9.1
その他の消化器 C26（159） 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0.4 0.4 100.0 0.0
鼻腔、中耳および副鼻腔 C30－C31（160） 3 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 1.1 0.5 100.0 0.0
喉頭 C32（161） 29 0 0 0 0 0 3 16 6 4 0 10.6 5.5 100.0 0.0
気管、気管支および肺 C33－C34（162） 409 0 0 0 2 5 34 123 113 132 0 149.3 69.6 68.7 9.0
胸腺、心および縦隔 C37－C38（164） 6 1 0 0 0 1 0 1 2 1 0 2.2 1.6 100.0 0.0
その他の呼吸系および胸腔内臓器 C39（165） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
骨および関節軟骨 C40－C41（170） 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.4 0.2 100.0 0.0
皮膚の悪性黒色腫 C43（172） 12 0 0 0 1 0 1 3 1 6 0 4.4 2.1 91.7 0.0
皮膚のその他の悪性新生物 C44（173） 51 0 0 0 0 3 4 6 20 18 0 18.6 8.5 96.1 2.0
胸膜 C45（163） 3 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1.1 0.7 100.0 0.0
カポジ肉腫 C46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
後腹膜および腹膜 C48（158） 4 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 1.5 1.2 100.0 0.0
結合組織およびその他の軟部組織 C47　C49（171） 9 1 0 0 1 1 2 2 1 1 0 3.3 2.8 100.0 0.0

乳房（上皮内がんを含む） C50　D05
（174－175　2330） 2 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0.7 0.6 100.0 0.0

子宮（上皮内がんを含む） C53－C55　D06
（179－180　182　2331） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

子宮 C53－C55
（179－180　182） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

　子宮頸 C53（180） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　子宮体 C54（182） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　子宮、部位不明 C55（179） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
卵巣 C56（1830） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他及び部位不明の女性生殖器 C51－C52　C57
（183－184　1830は除く） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

胎盤 C58（181） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
前立腺 C61（185） 357 0 0 0 0 0 11 96 143 107 0 130.3 57.0 92.2 3.1
睾丸 C62（186） 8 0 0 4 2 2 0 0 0 0 0 2.9 4.2 100.0 0.0
陰茎およびその他の男性生殖器 C60　C63（187） 9 0 0 0 0 1 0 2 4 2 0 3.3 1.7 88.9 0.0
腎など C64－C66　C68（189） 96 0 0 0 0 3 10 37 26 20 0 35.1 17.8 90.6 1.0
　腎臓、腎盂を除く C64（1890） 65 0 0 0 0 3 6 29 18 9 0 23.7 12.6 90.8 0.0
膀胱 C67（188） 146 0 0 0 0 4 6 45 44 47 0 53.3 24.3 94.5 2.7
眼 C69（190） 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0.7 0.8 50.0 0.0
脳など C70－C72（191－192） 42 2 1 2 2 2 5 11 13 4 0 15.3 11.2 69.0 4.8
　脳 C71（191） 21 1 1 2 2 0 1 4 8 2 0 7.7 6.1 61.9 9.5
　髄膜およびその他の中枢神経系 C70　C72（192） 21 1 0 0 0 2 4 7 5 2 0 7.7 5.2 76.2 0.0
甲状腺 C73（193） 19 0 0 0 1 1 2 8 4 3 0 6.9 4.1 89.5 5.3
その他の内分泌腺 C74－C75（194） 9 1 0 0 0 0 1 6 1 0 0 3.3 2.3 77.8 0.0
その他および不明確な部位 C76（195） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
続発部位および原発部位不詳 C77－C80（196－199） 50 0 0 2 1 1 6 5 13 22 0 18.3 9.4 72.0 8.0

リンパ組織 C81－C90　C96
（200－203） 51 0 0 1 0 0 5 12 15 18 0 18.6 8.6 84.3 9.8

　ホジキンリンパ腫 C81（201） 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0.4 0.2 100.0 0.0
　非ホジキンリンパ腫 C82－C85（200） 28 0 0 1 0 0 3 8 8 8 0 10.2 5.3 82.1 10.7
　その他のリンパ組織 C96（202） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　多発性骨髄腫 C88－C90（203） 22 0 0 0 0 0 2 4 6 10 0 8.0 3.1 86.4 9.1
白血病 C91－C95（204－208） 71 2 0 1 1 3 4 15 20 25 0 25.9 13.3 81.7 12.7
　リンパ性白血病 C91（204） 7 1 0 0 0 0 0 0 2 4 0 2.6 1.3 71.4 28.6
　骨髄性白血病 C92（205） 62 1 0 1 1 2 3 15 18 21 0 22.6 11.2 82.3 11.3
　単球性白血病 C93（206） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　その他の明示された白血病 C94（207） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　細胞形態不明の白血病 C95（208） 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0.7 0.7 100.0 0.0

＊１：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含む　　＊２：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含まない
　I：罹患数　　H：組織診実施数　　DCN：死亡情報で初めて把握されたもの
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部　　　位 ICD－10 年　齢　10　歳　階　級 粗
罹患率

調整
罹患率

H／I
（％）

DCN／I
（％）合計 0－ 10－ 20－ 30－ 40－ 50－ 60－ 70－ 80＋ 不詳

全部位＊１ C00－C96　D05－D06
（140－208　2330－2331） 2298 3 5 20 98 162 263 459 525 763 0 765.6 404.8 82.3 6.8

全部位＊２ C00－C96（140－208） 2235 3 5 13 72 147 255 458 521 761 0 744.7 378.2 81.8 7.0
口唇、口腔および咽頭 C00－C14（140－149） 37 0 0 0 1 4 4 8 8 12 0 12.3 6.4 94.6 5.4
　口唇、口腔 C00－C08（140－145） 27 0 0 0 1 3 2 3 7 11 0 9.0 4.3 92.6 7.4
　咽頭 C09－C14（146－149） 10 0 0 0 0 1 2 5 1 1 0 3.3 2.1 100.0 0.0
食道 C15（150） 17 0 0 0 0 0 2 3 9 3 0 5.7 2.5 82.4 5.9
胃 C16（151） 280 0 0 0 1 7 19 66 67 120 0 93.3 35.8 89.3 7.1
小腸 C17（152） 6 0 0 0 0 0 0 1 3 2 0 2.0 0.7 83.3 16.7
結腸 C18（153） 264 0 0 0 2 12 20 57 82 91 0 88.0 37.6 89.0 7.6
直腸 C19－C20（154） 113 0 0 0 2 3 13 28 29 38 0 37.6 17.7 93.8 3.5
大腸 C18－C20（153－154） 377 0 0 0 4 15 33 85 111 129 0 125.6 55.3 90.5 6.4
肝および肝内胆管 C22（155） 95 0 0 0 0 3 5 11 31 45 0 31.7 11.1 24.2 11.6
胆嚢および肝外胆管 C23－C24（156） 69 0 0 0 0 0 1 8 15 45 0 23.0 5.4 65.2 14.5
膵臓 C25（157） 102 0 0 0 0 1 5 18 23 55 0 34.0 10.5 43.1 21.6
その他の消化器 C26（159） 2 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0.7 0.5 100.0 0.0
鼻腔、中耳および副鼻腔 C30－C31（160） 6 0 0 0 0 1 1 1 0 3 0 2.0 1.0 100.0 0.0
喉頭 C32（161） 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0.7 0.4 100.0 0.0
気管、気管支および肺 C33－C34（162） 210 0 0 0 2 3 12 45 78 70 0 70.0 27.5 76.7 9.5
胸腺、心および縦隔 C37－C38（164） 7 0 0 0 1 1 0 1 1 3 0 2.3 1.4 57.1 42.9
その他の呼吸系および胸腔内臓器 C39（165） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
骨および関節軟骨 C40－C41（170） 3 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 1.0 0.4 100.0 0.0
皮膚の悪性黒色腫 C43（172） 14 0 0 0 0 2 0 1 2 9 0 4.7 1.6 100.0 0.0
皮膚のその他の悪性新生物 C44（173） 49 0 0 0 1 1 3 9 7 28 0 16.3 5.6 93.9 4.1
胸膜 C45（163） 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0.3 0.4 100.0 0.0
カポジ肉腫 C46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
後腹膜および腹膜 C48（158） 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.3 0.2 100.0 0.0
結合組織およびその他の軟部組織 C47　C49（171） 4 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1.3 1.1 100.0 0.0

乳房（上皮内がんを含む） C50　D05
（174－175　2330） 372 0 0 2 20 60 82 92 69 47 0 123.9 91.2 97.3 0.8

子宮（上皮内がんを含む） C53－C55　D06
（179－180　182　2331） 187 0 0 13 51 37 37 19 14 16 0 62.3 66.1 97.9 1.6

子宮 C53－C55
（179－180　182） 129 0 0 6 27 22 29 18 12 15 0 43.0 40.9 96.9 2.3

　子宮頸 C53（180） 71 0 0 6 23 15 12 4 5 6 0 23.7 26.6 98.6 0.0
　子宮体 C54（182） 55 0 0 0 4 7 17 14 7 6 0 18.3 14.2 100.0 0.0
　子宮、部位不明 C55（179） 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1.0 0.1 0.0 100.0
卵巣 C56（1830） 33 0 0 0 2 2 8 7 4 10 0 11.0 6.9 78.8 9.1

その他及び部位不明の女性生殖器 C51－C52　C57
（183－184　1830は除く） 9 0 0 0 1 0 1 1 1 5 0 3.0 1.3 88.9 11.1

胎盤 C58（181） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
前立腺 C61（185） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
睾丸 C62（186） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
陰茎およびその他の男性生殖器 C60　C63（187） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
腎など C64－C66　C68（189） 52 0 0 0 1 1 10 5 10 25 0 17.3 7.2 78.8 7.7
　腎臓、腎盂を除く C64（1890） 26 0 0 0 1 1 9 2 3 10 0 8.7 4.8 76.9 3.8
膀胱 C67（188） 37 0 0 0 0 0 3 4 9 21 0 12.3 3.6 86.5 10.8
眼 C69（190） 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.3 0.2 100.0 0.0
脳など C70－C72（191－192） 69 2 3 1 5 5 8 16 14 15 0 23.0 15.9 47.8 1.4
　脳 C71（191） 27 2 2 1 3 2 1 6 6 4 0 9.0 7.6 55.6 3.7
　髄膜およびその他の中枢神経系 C70　C72（192） 42 0 1 0 2 3 7 10 8 11 0 14.0 8.4 42.9 0.0
甲状腺 C73（193） 68 0 1 2 3 11 9 19 12 11 0 22.7 16.6 92.6 2.9
その他の内分泌腺 C74－C75（194） 15 0 1 1 1 3 2 3 3 1 0 5.0 4.4 73.3 0.0
その他および不明確な部位 C76（195） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
続発部位および原発部位不詳 C77－C80（196－199） 55 0 0 1 1 1 6 12 8 26 0 18.3 8.1 65.5 5.5

リンパ組織 C81－C90　C96
（200－203） 60 0 0 0 0 0 7 11 12 30 0 20.0 7.4 78.3 11.7

　ホジキンリンパ腫 C81（201） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　非ホジキンリンパ腫 C82－C85（200） 41 0 0 0 0 0 7 8 8 18 0 13.7 5.7 75.6 14.6
　その他のリンパ組織 C96（202） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　多発性骨髄腫 C88－C90（203） 19 0 0 0 0 0 0 3 4 12 0 6.3 1.7 84.2 5.3
白血病 C91－C95（204－208） 57 1 0 0 1 4 2 7 13 29 0 19.0 7.6 80.7 17.5
　リンパ性白血病 C91（204） 5 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 1.7 1.0 100.0 0.0
　骨髄性白血病 C92（205） 48 0 0 0 1 4 2 6 11 24 0 16.0 6.4 81.3 16.7
　単球性白血病 C93（206） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.3 0.0 100.0 0.0
　その他の明示された白血病 C94（207） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　細胞形態不明の白血病 C95（208） 3 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1.0 0.2 33.3 66.7

＊１：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含む　　＊２：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含まない
　I：罹患数　　H：組織診実施数　　DCN：死亡情報で初めて把握されたもの

資料２　鳥取県がん罹患集計結果一覧表（平成26年　女性）
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資料３　鳥取県がん罹患集計結果一覧表（平成26年　総数）

＊１：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含む　　＊２：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含まない
　I：罹患数　　H：組織診実施数　　DCN：死亡情報で初めて把握されたもの

部　　　位 ICD－10 年　齢　10　歳　階　級 粗
罹患率

調整
罹患率

H／I
（％）

DCN／I
（％）合計 0－ 10－ 20－ 30－ 40－ 50－ 60－ 70－ 80＋ 不詳

全部位＊１ C00－C96　D05－D06
（140－208　2330－2331） 5222 11 6 36 116 222 505 1319 1434 1573 0 909.7 452.6 82.3 6.0

全部位＊２ C00－C96（140－208） 5159 11 6 29 90 207 497 1318 1430 1571 0 898.7 439.3 82.1 6.1
口唇、口腔および咽頭 C00－C14（140－149） 108 0 0 2 1 7 16 38 22 22 0 18.8 10.8 93.5 3.7
　口唇、口腔 C00－C08（140－145） 61 0 0 2 1 4 10 16 12 16 0 10.6 6.1 96.7 3.3
　咽頭 C09－C14（146－149） 47 0 0 0 0 3 6 22 10 6 0 8.2 4.7 89.4 4.3
食道 C15（150） 128 0 0 0 0 2 16 47 40 23 0 22.3 11.4 94.5 1.6
胃 C16（151） 810 0 0 1 5 16 71 218 241 258 0 141.1 62.9 91.9 5.6
小腸 C17（152） 22 0 0 0 0 1 2 6 5 8 0 3.8 1.8 95.5 4.5
結腸 C18（153） 569 0 0 2 4 17 43 140 193 170 0 99.1 44.8 89.5 4.9
直腸 C19－C20（154） 267 0 0 0 3 9 34 89 64 68 0 46.5 23.7 93.3 4.5
大腸 C18－C20（153－154） 836 0 0 2 7 26 77 229 257 238 0 145.6 68.4 90.7 4.8
肝および肝内胆管 C22（155） 262 0 0 0 0 7 14 56 88 97 0 45.6 18.8 27.9 11.1
胆嚢および肝外胆管 C23－C24（156） 139 0 0 0 0 0 2 22 39 76 0 24.2 7.6 65.5 13.7
膵臓 C25（157） 212 0 0 1 0 3 14 51 56 87 0 36.9 14.5 45.3 15.1
その他の消化器 C26（159） 3 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0.5 0.5 100.0 0.0
鼻腔、中耳および副鼻腔 C30－C31（160） 9 0 0 0 0 1 1 3 1 3 0 1.6 0.8 100.0 0.0
喉頭 C32（161） 31 0 0 0 0 0 3 18 6 4 0 5.4 2.8 100.0 0.0
気管、気管支および肺 C33－C34（162） 619 0 0 0 4 8 46 168 191 202 0 107.8 46.3 71.4 9.2
胸腺、心および縦隔 C37－C38（164） 13 1 0 0 1 2 0 2 3 4 0 2.3 1.5 76.9 23.1
その他の呼吸系および胸腔内臓器 C39（165） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
骨および関節軟骨 C40－C41（170） 4 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0.7 0.3 100.0 0.0
皮膚の悪性黒色腫 C43（172） 26 0 0 0 1 2 1 4 3 15 0 4.5 1.9 96.2 0.0
皮膚のその他の悪性新生物 C44（173） 100 0 0 0 1 4 7 15 27 46 0 17.4 6.8 95.0 3.0
胸膜 C45（163） 4 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0.7 0.5 100.0 0.0
カポジ肉腫 C46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
後腹膜および腹膜 C48（158） 5 0 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0.9 0.7 100.0 0.0
結合組織およびその他の軟部組織 C47　C49（171） 13 1 0 0 2 1 3 2 2 2 0 2.3 1.9 100.0 0.0

乳房（上皮内がんを含む） C50　D05
（174－175　2330） 374 0 0 2 20 61 82 92 69 48 0 65.2 47.2 97.3 0.8

子宮（上皮内がんを含む） C53－C55　D06
（179－180　182　2331） 187 0 0 13 51 37 37 19 14 16 0 32.6 33.2 97.9 1.6

子宮 C53－C55
（179－180　182） 129 0 0 6 27 22 29 18 12 15 0 22.5 20.7 96.9 2.3

　子宮頸 C53（180） 71 0 0 6 23 15 12 4 5 6 0 12.4 13.3 98.6 0.0
　子宮体 C54（182） 55 0 0 0 4 7 17 14 7 6 0 9.6 7.3 100.0 0.0
　子宮、部位不明 C55（179） 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0.5 0.1 0.0 100.0
卵巣 C56（1830） 33 0 0 0 2 2 8 7 4 10 0 5.7 3.6 78.8 9.1

その他及び部位不明の女性生殖器 C51－C52　C57
（183－184　1830は除く） 9 0 0 0 1 0 1 1 1 5 0 1.6 0.7 88.9 11.1

胎盤 C58（181） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
前立腺 C61（185） 357 0 0 0 0 0 11 96 143 107 0 62.2 25.1 92.2 3.1
睾丸 C62（186） 8 0 0 4 2 2 0 0 0 0 0 1.4 2.1 100.0 0.0
陰茎およびその他の男性生殖器 C60　C63（187） 9 0 0 0 0 1 0 2 4 2 0 1.6 0.7 88.9 0.0
腎など C64－C66　C68（189） 148 0 0 0 1 4 20 42 36 45 0 25.8 12.1 86.5 3.4
　腎臓、腎盂を除く C64（1890） 91 0 0 0 1 4 15 31 21 19 0 15.9 8.4 86.8 1.1
膀胱 C67（188） 183 0 0 0 0 4 9 49 53 68 0 31.9 12.9 92.9 4.4
眼 C69（190） 3 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0.5 0.5 66.7 0.0
脳など C70－C72（191－192） 111 4 4 3 7 7 13 27 27 19 0 19.3 13.6 55.9 2.7
　脳 C71（191） 48 3 3 3 5 2 2 10 14 6 0 8.4 6.8 58.3 6.3
　髄膜およびその他の中枢神経系 C70　C72（192） 63 1 1 0 2 5 11 17 13 13 0 11.0 6.9 54.0 0.0
甲状腺 C73（193） 87 0 1 2 4 12 11 27 16 14 0 15.2 10.5 92.0 3.4
その他の内分泌腺 C74－C75（194） 24 1 1 1 1 3 3 9 4 1 0 4.2 3.4 75.0 0.0
その他および不明確な部位 C76（195） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
続発部位および原発部位不詳 C77－C80（196－199） 105 0 0 3 2 2 12 17 21 48 0 18.3 8.5 68.6 6.7

リンパ組織 C81－C90　C96
（200－203） 111 0 0 1 0 0 12 23 27 48 0 19.3 7.9 81.1 10.8

　ホジキンリンパ腫 C81（201） 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0.2 0.1 100.0 0.0
　非ホジキンリンパ腫 C82－C85（200） 69 0 0 1 0 0 10 16 16 26 0 12.0 5.5 78.3 13.0
　その他のリンパ組織 C96（202） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　多発性骨髄腫 C88－C90（203） 41 0 0 0 0 0 2 7 10 22 0 7.1 2.3 85.4 7.3
白血病 C91－C95（204－208） 128 3 0 1 2 7 6 22 33 54 0 22.3 10.1 81.3 14.8
　リンパ性白血病 C91（204） 12 2 0 0 0 0 0 1 3 6 0 2.1 1.1 83.3 16.7
　骨髄性白血病 C92（205） 110 1 0 1 2 6 5 21 29 45 0 19.2 8.5 81.8 13.6
　単球性白血病 C93（206） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.2 0.0 100.0 0.0
　その他の明示された白血病 C94（207） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0
　細胞形態不明の白血病 C95（208） 5 0 0 0 0 1 1 0 1 2 0 0.9 0.5 60.0 40.0
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報告資料３　鳥取県医師会腫瘍調査部年間集計（平成30年1月～12月）

（１）施設別登録件数

地域が
ん登録

全国が
ん登録

地域が
ん登録

全国が
ん登録

鳥取市 鳥取県立中央病院 63 958 米子市 鳥取大学医学部附属病院 1 1,943

鳥取市立病院 60 657 米子医療センター 179 750

鳥取赤十字病院 0 753 山陰労災病院 12 460

鳥取医療センター 0 12 博愛病院 0 293

鳥取生協病院 0 258 堤消化器・内科クリニック 0 13

尾﨑病院 4 18 新田外科胃腸科病院 0 3

野の花診療所 6 49 山口外科医院 0 4

やまもとクリニック 0 4 境港市 済生会境港総合病院 11 238

わたなべクリニック 0 24 西伯病院 0 53
鳥取市佐治町国民健康保険診
療所

0 2 伯耆中央病院 2 7

岩美郡 岩美病院 0 15 日南病院 0 25

133 2,750 日野病院 0 12

倉吉市 鳥取県立厚生病院 44 744 205 3,801

清水病院 0 14 404 7,502

野島病院 22 130

垣田病院 0 29

谷口病院 0 7

山本内科医院 0 1

東伯郡 赤碕診療所 0 21

宮川医院 0 5

66 951

合計

中部小計 ＊多重がんについては判定が煩雑なため、
２０１８年分のみ含まれます。

医療機関名 医療機関名

西伯郡

日野郡

東部小計

西 部 小 計

鳥取県医師会報 19.1 NO.763
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（２）部位別登録件数（含む重複例） 

 

部    位 件 数 

口腔・咽頭癌  ３ 

食 道 癌 １１ 

胃   癌 ６９ 

結 腸 癌 ５４ 

直 腸 癌 ２８ 

肝 臓 癌 ２５ 

胆嚢・胆管癌  ３ 

膵 臓 癌 １３ 

喉 頭 癌 ２ 

肺   癌 ５０ 

皮 膚 癌  ２ 

乳   癌 ２６ 

子 宮 癌  ２ 

卵 巣 癌 ４ 

前 立 腺 癌 ３２ 

膀 胱 癌 １６ 

腎 臓 癌 １０ 

脳 腫 瘍 １ 

甲 状 腺 癌 ４ 

リンパ腫 ２ 

骨 髄 腫 ９ 

造 血 組 織 ７ 

そ の 他 ３１ 

合 計 ４０４ 

 

  ・鳥取県内居住者の届出件数です。 

  ・届出件数４０４件でした。 
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有訴受診
健康診断

（人間ﾄﾞｯｸ等）
各種がん検

診
他疾患
治療中

その他 計

全部位 1346 292 611 1097 1369 4715
口腔・咽頭 26 5 8 25 25 89

食道 38 14 12 24 32 120

胃 185 62 113 132 256 748

結腸 140 36 104 103 142 525

直腸 84 16 35 29 78 242

肝臓 33 8 26 100 57 224

胆嚢胆管 35 1 13 23 40 112

膵臓 55 8 18 33 62 176

肺 120 22 73 165 179 559

皮膚 41 0 1 12 43 97

乳房 166 17 77 38 45 343

子宮 46 11 40 28 50 175

卵巣 7 1 1 10 11 30

前立腺 57 53 44 111 67 332

腎など 24 8 17 51 32 132

膀胱 63 4 9 37 46 159

脳など 35 8 1 32 24 100

甲状腺 18 8 7 31 17 81

その他 173 10 12 113 163 471

有訴受診
健康診断

（人間ﾄﾞｯｸ等）
各種がん検

診
他疾患
治療中

その他 計

全部位 28.5 6.2 13.0 23.3 29.0 100.0
口腔・咽頭 29.2 5.6 9.0 28.1 28.1 100.0
食道 31.7 11.7 10.0 20.0 26.7 100.0
胃 24.7 8.3 15.1 17.6 34.2 100.0
結腸 26.7 6.9 19.8 19.6 27.0 100.0
直腸 34.7 6.6 14.5 12.0 32.2 100.0
肝臓 14.7 3.6 11.6 44.6 25.4 100.0
胆嚢胆管 31.3 0.9 11.6 20.5 35.7 100.0
膵臓 31.3 4.5 10.2 18.8 35.2 100.0
肺 21.5 3.9 13.1 29.5 32.0 100.0
皮膚 42.3 0.0 1.0 12.4 44.3 100.0
乳房 48.4 5.0 22.4 11.1 13.1 100.0
子宮 26.3 6.3 22.9 16.0 28.6 100.0
卵巣 23.3 3.3 3.3 33.3 36.7 100.0
前立腺 17.2 16.0 13.3 33.4 20.2 100.0
腎など 18.2 6.1 12.9 38.6 24.2 100.0
膀胱 39.6 2.5 5.7 23.3 28.9 100.0
脳など 35.0 8.0 1.0 32.0 24.0 100.0
甲状腺 22.2 9.9 8.6 38.3 21.0 100.0
その他 36.7 2.1 2.5 24.0 34.6 100.0

資料１－１　部位別・受診動機別集計結果（実数）

2014年標準集計対象

資料１－１　部位別・受診動機別集計結果（％）

2014年標準集計対象
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2014年診断

部位 細胞診 臨床検査

全部位 8.5 21.8
口腔・咽頭 3.7 4.7
食道 0.0 26.8
胃 3.6 22.1
結腸 2.3 16.7
直腸 2.7 16.2
肝臓 3.4 54.3
胆嚢・胆管 28.7 35.2
膵臓 15.1 43.6
喉頭 0.0 0.0
肺 21.2 29.1
皮膚 0.0 4.8
乳房 13.4 12.6
子宮 11.9 9.7
卵巣 30.0 26.7
前立腺 3.5 18.8
膀胱 14.1 25.6
腎など 14.8 19.9
脳など 4.9 41.5
甲状腺 21.4 9.5
リンパ腫 5.4 10.8
骨髄腫 7.7 10.3
造血組織 10.9 8.7

201４年診断

201４年診断

85.2 12.3 13.5 1.2

資料１－２　部位別診断方法の割合（％）(新届出票）

原発巣の
組織診

転移巣の
組織診

部位特異的な
腫瘍マーカー

臨床所見
のみ

93.5 1.9 0.9 0.0
95.9 17.1 18.7 0.8
97.0 13.4 16.9 0.7
94.3 10.9 11.1 1.5
96.5 11.2 10.8 1.2
31.6 8.1 25.2 4.7
56.6 13.1 23.0 3.3
45.8 14.5 22.3 2.8
100.0 0.0 0.0 0.0
72.4 17.3 20.3 0.9
97.1 17.3 1.0 1.9
97.0 11.0 10.2 1.3
97.8 9.7 7.6 1.1
76.7 30.0 30.0 0.0
93.9 16.2 16.2 0.3
84.0 12.8 12.2 0.0
96.0 13.1 8.5 0.0
70.7 9.8 12.2 0.0
81.0 2.4 8.3 0.0
83.8 9.5 6.8 1.4

資料１-３　臨床進行度別割合（上皮内がんを含まない）

資料１-４　臨床進行度別割合（上皮内がんを含む）

97.4 7.7 10.3 0.0
91.3 10.9 4.3 0.0

対象件数
2.限局
（％）

3..所属リンパ
節転移（％）

4.隣接臓器
浸潤（％）

5.遠隔転移
（％）

6.不明
（％）

口腔・咽頭 87 41.4 16.1 34.5 6.9 1.1

食道 111 40.5 11.7 29.7 17.1 0.9

胃 762 60.0 10.1 6.8 16.4 6.7

大腸（結腸・直腸） 651 43.6 16.6 11.2 22.1 6.5

結腸 445 44.9 15.3 10.1 23.1 6.5

直腸 206 40.8 19.4 13.6 19.9 6.3

肝臓 233 67.8 4.3 10.7 12.4 4.7

胆嚢・胆管 117 18.8 2.6 38.5 27.4 12.8

膵臓 178 9.0 2.8 30.9 50.0 7.3

喉頭 27 81.5 14.8 0.0 3.7 0.0

肺 560 42.1 9.5 8.9 35.7 3.8

皮膚 96 86.5 1.0 6.3 3.1 3.1

乳房 346 63.9 21.7 5.2 5.8 3.5

子宮 100 62.0 6.0 17.0 9.0 6.0

子宮体部 54 75.9 7.4 1.9 9.3 5.6

子宮頸部 44 47.7 4.5 36.4 9.1 2.3

卵巣 30 16.7 0.0 43.3 26.7 13.3

前立腺 343 64.1 1.2 14.3 14.3 6.1

膀胱 87 60.9 2.3 24.1 5.7 6.9

腎など 135 49.6 0.7 23.7 16.3 9.6

脳など 122 77.0 0.0 4.9 1.6 16.4

甲状腺 84 48.8 22.6 14.3 7.1 7.1

対象件数
1.上皮内
（％）

2.限局
（％）

3..所属リンパ
節転移（％）

4.隣接臓器
浸潤（％）

5.遠隔転移
（％）

6.不明
（％）

食道 123 9.8 36.6 10.6 26.8 15.4 0.8

大腸（結腸・直腸） 790 17.6 35.9 13.7 9.2 18.2 5.3

結腸 538 17.3 37.2 12.6 8.4 19.1 5.4

直腸 252 18.3 33.3 15.9 11.1 16.3 5.2

肺 560 0.0 42.1 9.5 8.9 35.7 3.8

皮膚 123 22.0 67.5 0.8 4.9 2.4 2.4

乳房 369 6.2 59.9 20.3 4.9 5.4 3.3

子宮 182 45.1 34.1 3.3 9.3 4.9 3.3

子宮体部 54 0.0 75.9 7.4 1.9 9.3 5.6

子宮頸部 70 37.1 30.0 2.9 22.9 5.7 1.4

膀胱 174 50.0 30.5 1.1 12.1 2.9 3.4
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全国 鳥取県 全国

全部位 58.1 9.4 9.7
胃 71.4 0.7 0.5
結腸 83.8 0.0 0.3
直腸 82.7 4.4 3
肝臓 22.7 2.2 2.6
肺 34.5 13.2 16.1
乳房 77.1 25.8 27.3
子宮 75.5 8.4 10.1

＊全国値は２０１４年

手術（％）

胃 結腸 直腸 肝臓 肺 乳房 子宮
89-90 80.6 89.8 86.9 25.2 28.7 94.3 70.1
91-92 82.8 88.8 90.5 27.8 35.3 94.5 47.3
93-94 79.3 92.8 87.6 28.7 46.8 92.7 62.2
95-96 80.9 89.1 87.9 35.5 30.5 88.3 62.3
97-98 80.2 87.3 88.0 39.9 42.0 89.8 63.2
99-00 80.5 90.4 91.1 40.0 36.4 92.3 76.8
01-02 82.7 90.4 93.5 31.8 45.3 82.2 81.1
03-04 81.0 89.1 87.5 27.4 40.4 88.8 79.9
05-06 83.1 82.6 76.8 52.5 36.9 55.6 72.9
07-08 79.1 78.7 73.8 40.8 38.0 53.5 69.4
09-10 77.9 79.1 74.4 41.7 40.9 54.9 67.6
11-12 76.2 80.7 73.9 39.0 40.5 55.7 74.7
13-14 77.7 81.7 73.2 36.5 45.3 52.7 78.2

放射線療法（％）

胃 結腸 直腸 肝臓 肺 乳房 子宮
89-90 0.3 1.3 0.4 14.7 33.6 3.6 43.5
91-92 0.4 0.2 1.1 20.7 28.3 3.9 25.3
93-94 0.5 0.4 1.3 2.5 27.1 10.9 31.1
95-96 0.5 0.0 2.9 1.9 29.9 17.5 22.6
97-98 0.8 0.2 1.6 2.5 22.1 20.4 23.2
99-00 0.6 0.6 2.3 4.8 29.3 18.0 23.2
01-02 0.2 0.3 1.4 5.4 21.0 22.9 18.8
03-04 1.1 1.2 4.5 4.4 25.1 21.6 16.5
05-06 0.6 0.7 2.2 6.6 21.0 20.6 11.8
07-08 0.4 0.3 1.7 5.7 17.3 23.4 8.1
09-10 0.5 0.5 2.6 2.6 14.2 23.7 12.1
11-12 0.3 0.4 3.1 4.1 15.6 23.0 10.2
13-14 0.3 0.2 3.6 1.8 12.2 24.5 5.7

化学療法（％）

胃 結腸 直腸 肝臓 肺 乳房 子宮
89-90 27.8 32.9 34.1 48.1 45.3 60.9 25.2
91-92 22.5 28.8 31.0 44.0 27.4 53.9 4.4
93-94 15.4 20.8 22.2 30.3 32.9 36.5 8.9
95-96 14.3 16.7 24.3 23.4 28.7 43.3 3.8
97-98 15.5 17.5 22.8 18.5 28.5 33.3 9.5
99-00 17.9 20.0 26.1 18.8 23.9 34.7 19.9
01-02 16.4 13.7 24.9 14.0 36.1 32.0 25.4
03-04 17.5 15.0 19.6 20.3 39.0 34.7 21.9
05-06 16.3 16.6 21.0 41.0 42.1 23.9 15.4
07-08 20.5 21.0 24.5 53.5 44.7 23.1 22.5
09-10 21.6 20.4 23.1 55.7 44.9 21.3 20.3
11-12 23.5 19.0 23.0 56.9 43.9 21.3 15.1
13-14 22.0 18.1 23.2 61.7 42.5 22.8 16.1

資料２－１　部位別・治療方法別患者割合（％）
2014年診断

部位
手術 放射線治療 化学療法

鳥取県 鳥取県

62.0 28.6
76.7 22.6
79.3 20.7
70.8 24.8
38.1 59.7
46.8 40.0

69.1

51.7 22.6
74.4 17.2

資料２－２　治療状況の年次推移（％）

2014年診断

全部位
68.1
69.7
71.5
69.9

7.6

68.8
69.2
65.0
63.7
59.9
61.1
60.8
62.3

全部位
10.6
9.4

35.2

8.1
8.4
10.2
9.8
11.4
10.4
10.3
9.1
9.4
8.9

全部位

28.8

27.9
22.8
20.0
20.0
20.9
22.5
24.4
25.9
29.9
29.8
29.8
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1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998
鳥取県立中央病院　　　　 447 394 516 380 224 381 255 287 368 278
鳥取市立病院　　　　　　 292 118 149 159 265 211 116 283 274 160
鳥取赤十字病院　　　　　 254 83 209 182 170 226 170 45 116 132
鳥取生協病院 80 138 71 64 73 24 87 92 55 85
鳥取県立厚生病院　　　　 258 260 221 221 196 326 248 195 292 267
野島病院 44 53 66 73 69 76 74 45 51 58
鳥取大学附属病院 142 267 279 361 242 261 305 357 215 245
米子医療センター　　　　　　 30 1 0 92 25 0 8 36 140 30
山陰労災病院　　　　　　 232 230 321 303 249 291 266 298 237 170
博愛病院　　　　　　　　 2 63 46 23 87 30 0 20 127 95
済生会境港総合病院　　　 48 56 30 33 48 44 37 28 1 1
西伯病院　　　　　　　　 22 25 21 25 33 52 38 74 80 68
日野病院　　　　　　　　 0 5 23 4 0 0 0 35 45 22
拠点病院 1,169 1,040 1,165 1,213 952 1,179 932 1,158 1,289 980
準拠点病院 612 567 713 645 648 647 597 500 586 540
その他病院・診療所 601 554 553 660 593 655 589 697 529 560
全県届出数 2,382 2,161 2,431 2,518 2,193 2,481 2,118 2,355 2,404 2,080

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
鳥取県立中央病院　　　　 298 262 370 164 518 512 351 321 792 751
鳥取市立病院　　　　　　 188 171 214 502 700 860 635 578 515 794
鳥取赤十字病院　　　　　 102 124 206 284 221 267 431 665 410 381
鳥取生協病院 124 77 93 87 73 96 62 160 71 17
鳥取県立厚生病院　　　　 227 218 213 261 213 202 274 298 134 495
野島病院 81 59 73 87 36 112 51 114 132 156
鳥取大学附属病院 266 233 286 208 375 355 304 419 1,107 706
米子医療センター　 208 227 217 262 249 545 352 222 578 197
山陰労災病院　　　　　　 144 208 168 218 225 200 236 449 332 523
博愛病院　　　　　　　　 94 31 67 28 66 108 97 32 118 69
済生会境港総合病院　　　 9 5 0 10 0 5 0 0 17 43
西伯病院　　　　　　　　 53 54 30 25 21 22 9 0 0 52
日野病院　　　　　　　　 15 1 0 0 1 0 0 0 0 0
拠点病院 1,187 1,111 1,300 1,397 2,055 2,474 1,916 1,838 3,126 2,943
準拠点病院 545 499 607 704 621 783 877 1,420 1,063 1,146
その他病院・診療所 521 402 409 427 384 438 497 489 577 604
全県届出数 2,253 2,012 2,316 2,528 3,060 3,695 3,290 3,747 4,766 4,693

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
鳥取県立中央病院　　　　 726 858 828 813 898 833 986 483(0) 1,131(1,017)
鳥取市立病院　　　　　　 730 746 613 711 783 662 759 541(0) 675(575)
鳥取赤十字病院　　　　　 314 287 205 719 752 695 633 312(0) 774(774)
鳥取生協病院 25 161 116 169 288 187 188 186(0) 257(257)
鳥取県立厚生病院　　　　 584 659 594 725 661 738 589 462(0) 694(628)
野島病院 198 149 181 194 205 207 194 68(0) 161(146)
鳥取大学附属病院 751 997 1,430 1,277 1,444 1,359 1,565 725(0) 1,965(1,894)
米子医療センター　 637 739 662 608 663 803 1,013 580(0) 929(731)
山陰労災病院　　　　　　 271 672 165 452 680 594 548 249(0) 586(547)
博愛病院　　　　　　　　 68 130 98 152 192 206 188 56(0) 276(276)
済生会境港総合病院　　　 81 108 102 147 130 133 90 64(0) 321(307)
西伯病院　　　　　　　　 38 0 0 76 52 69 85 71(46) 72(63)
日野病院　　　　　　　　 12 21 15 13 5 45 13 5(5) 16(16)
拠点病院 3,428 3,999 4,127 4,134 4,449 4,395 4,912 2,791(0) 5,394(4,845)
準拠点病院 876 1,399 765 1,686 2,117 1,889 1,751 871(0) 2,054(2,000)
その他病院・診療所 507 644 652 763 633 541 441 384(231) 856(827)
全県届出数 4,811 6,042 5,544 6,583 7,199 6,825 7,104 4,046(231) 8,304(7,672)

資料３－１　主要病院別届出件数の年次推移

        註） 拠点病院 準拠点病院
鳥取県立中央病院 鳥取赤十字病院
鳥取市立病院 鳥取生協病院
鳥取県立厚生病院 野島病院
米子医療センター 山陰労災病院
鳥取大学附属病院 博愛病院

   2016年からの届出件数は、地域がん登録と全国がん登録の届出件数を合算したもので、

                           （　　　）内の数値は全国がん登録届出件数の数値を示したものです。

45



男性

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

全部位 31.0 35.4 37.2 35.8 32.3 25.7 26.6 24.4 18.8 17.4 14.6 13.6 11.7 9.2 8.2 6.2 5.2 5.3

食道 23.7 34.5 35.7 27.3 25.6 18.6 26.1 24.0 15.0 11.0 9.1 16.8 5.0 4.9 4.2 1.6 3.3 0.9

胃 17.7 20.1 23.8 25.8 18.0 14.8 15.1 15.0 12.7 10.7 10.2 8.8 8.9 7.8 8.7 4.6 3.6 4.7

結腸 15.2 19.6 21.1 19.2 18.2 15.2 19.9 14.9 11.0 9.3 9.4 8.5 8.7 7.1 5.5 5.3 6.0 2.6

直腸 16.5 23.2 21.2 18.5 25.0 8.1 15.4 9.1 11.8 8.5 4.2 7.9 6.1 4.4 3.7 5.2 3.3 5.2

肝臓 48.2 42.4 50.6 50.3 56.7 37.4 39.2 44.9 26.3 21.7 20.8 16.9 21.9 15.0 13.8 9.8 11.1 10.8

胆嚢 43.9 55.8 60.0 38.5 52.8 52.4 46.8 40.7 36.2 28.6 26.8 27.9 12.3 11.0 15.7 16.9 1.5 12.9

膵臓 50.0 62.8 62.2 70.0 54.9 45.2 42.2 51.3 25.0 29.0 17.6 26.2 31.1 7.8 17.6 8.7 6.8 9.1

肺 47.6 55.0 51.5 53.4 44.9 36.7 35.6 29.9 28.2 25.8 22.4 20.5 15.0 14.2 11.2 9.4 8.4 9.0

前立腺 37.4 26.8 19.1 20.2 25.0 13.3 19.6 14.3 12.3 12.9 8.5 8.0 9.1 7.7 4.5 5.3 1.0 3.1

膀胱 7.1 23.3 17.7 14.5 27.7 17.3 15.4 9.5 5.4 10.7 6.9 8.8 8.2 5.5 4.7 3.1 1.7 2.7

腎臓 20.7 40.7 24.1 31.3 33.3 31.9 34.9 31.0 22.2 22.2 17.6 10.4 6.8 8.9 2.2 6.3 4.8 1.0

甲状腺 14.3 25.0 16.7 0.0 50.0 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 8.3 0.0 5.3 0.0 10.0 5.3

リンパ組織 63.4 52.9 72.7 69.2 58.5 44.0 50.9 50.0 31.9 26.3 31.3 25.3 11.8 16.2 12.5 3.8 7.0 9.8

造血器組織 63.2 81.0 76.9 47.1 63.3 69.2 57.5 51.4 50.0 34.5 39.6 22.4 18.5 11.9 6.6 21.0 20.3 12.7
＊30%以上のものに色を付けた

女性

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

全部位 33.0 38.1 34.9 37.1 33.7 26.6 30.7 23.4 19.4 19.1 14.8 15.1 14.1 12.3 11.4 7.3 5.7 6.8

食道 14.3 27.3 66.7 30.8 25.0 33.3 33.3 26.7 20.0 14.3 35.7 7.7 10.5 0.0 14.3 0.0 0.0 5.9

胃 22.9 24.9 27.8 31.1 25.9 22.4 23.8 20.4 13.1 13.9 13.2 13.7 16.1 13.8 11.7 5.5 4.7 7.1

結腸 21.7 23.3 20.3 29.7 22.2 20.2 28.7 17.7 12.9 13.2 9.9 12.1 11.0 15.0 14.5 8.3 6.4 7.6

直腸 22.8 17.0 23.4 26.1 24.2 12.8 24.1 17.9 9.1 14.7 9.5 9.9 4.3 12.2 7.2 2.9 3.6 3.5

肝臓 54.3 61.1 63.4 55.7 59.7 42.1 42.2 35.4 37.5 34.9 25.5 20.0 29.5 21.3 22.2 11.5 14.6 11.6

胆嚢 54.8 53.9 48.3 60.3 63.8 70.8 51.9 39.1 44.1 37.8 27.2 35.8 29.4 29.5 33.3 18.2 8.8 14.5

膵臓 50.0 62.9 51.7 53.8 57.9 50.0 55.2 51.5 34.8 32.4 35.6 30.5 25.8 26.2 15.8 18.0 10.3 21.6

肺 45.8 52.4 48.4 46.4 53.4 32.1 36.8 37.3 21.3 28.0 20.7 25.7 16.5 14.6 15.0 14.6 12.0 9.5

乳房 10.7 13.1 9.9 16.2 9.5 10.3 9.3 5.9 7.1 7.3 1.9 2.1 4.9 3.7 3.1 1.7 1.3 0.8

子宮 29.9 37.9 17.4 17.9 13.3 9.5 12.0 8.8 5.6 6.2 3.1 2.4 4.7 3.6 2.8 2.3 0.4 1.6

卵巣 51.6 57.1 46.9 40.5 31.9 17.8 32.6 14.0 17.3 17.5 10.5 17.0 20.0 13.0 8.3 7.3 8.3 9.1

膀胱 47.4 47.1 23.8 31.3 23.1 23.1 27.6 25.6 27.3 24.2 20.5 18.2 9.1 15.4 8.0 2.3 11.1 10.8

腎臓 40.9 50.0 58.3 40.9 27.3 38.1 37.5 31.0 25.7 17.1 21.1 30.2 14.6 11.9 15.4 8.0 1.9 7.7

甲状腺 14.3 14.3 15.6 20.0 21.4 3.4 19.2 0.0 25.0 7.7 5.3 4.5 2.6 2.2 5.7 0.0 4.3 2.9

リンパ組織 43.2 63.9 72.6 48.7 69.4 44.0 50.7 50.0 35.1 36.2 33.3 24.0 13.2 9.0 15.3 8.6 13.8 11.7

造血器組織 82.6 91.3 50.0 88.9 86.7 54.5 70.0 47.1 44.0 40.9 24.4 25.0 30.6 5.1 15.2 22.0 4.0 17.5
＊30%以上のものに色を付けた

資料４－1　鳥取県における部位別登録精度（DCN)の年次推移
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男性

1984 1987 1990 1993 1996 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

全部位 34.5 51.1 45.5 53.9 48.3 46.2 51.3 54.8 57.7 60.8 61.1 66.1 67.2 71.5 75.8 77.0 78.1 78.8 81.6 83.4 82.4

食道 48.6 63.0 50.0 58.5 68.9 50.0 63.6 68.6 67.8 65.2 66.7 76.3 83.0 85.1 77.9 93.1 90.2 89.5 93.7 95.9 96.4

胃 44.6 72.4 67.2 76.0 67.5 61.9 68.4 68.1 73.8 78.0 74.8 82.1 86.5 85.7 88.4 87.9 88.5 88.3 91.1 93.7 93.2

結腸 34.5 53.1 54.0 77.7 68.2 61.1 73.1 71.9 70.7 69.1 74.4 77.5 79.8 84.4 88.4 87.3 85.8 89.1 91.2 89.4 89.8

直腸 28.1 61.6 52.7 77.0 58.7 64.4 71.7 68.8 80.2 79.5 76.4 80.6 83.1 88.0 90.4 90.9 92.1 88.3 90.2 93.9 92.9

肝臓 11.3 10.4 5.8 9.3 13.6 14.6 16.3 9.1 10.6 13.1 15.2 20.1 17.2 21.9 27.0 22.5 25.6 29.8 35.0 38.3 29.9

胆嚢・胆管 5.9 45.2 11.4 16.7 14.9 8.3 38.5 22.2 16.7 14.9 25.4 39.7 42.9 46.4 50.0 58.9 60.3 54.2 58.5 76.1 65.7

膵臓 13.6 10.9 11.5 19.1 13.0 10.8 8.3 15.5 12.3 16.7 15.0 28.9 25.8 23.1 34.5 27.8 51.5 45.4 54.4 56.3 47.3

肺 31.6 46.8 38.3 38.8 32.8 41.9 39.6 48.8 52.8 55.1 56.7 56.9 56.1 64.7 68.1 73.5 73.5 75.1 73.6 71.5 68.7

前立腺 13.6 47.5 39.6 34.7 58.1 63.2 68.6 69.8 81.7 76.6 77.0 80.3 82.5 86.0 85.6 83.6 86.5 86.8 87.7 92.7 92.2

膀胱 25.0 44.1 53.7 61.0 22.2 55.7 56.5 52.3 72.0 80.8 82.1 84.9 83.3 84.5 84.0 86.1 89.1 89.1 92.9 95.9 94.5

腎臓 0.0 26.3 23.8 38.2 23.3 41.4 31.3 42.4 51.1 53.5 50.9 61.1 57.1 60.3 82.1 82.2 72.2 82.0 80.0 83.1 90.6

甲状腺 33.3 75.0 100.0 87.5 71.4 83.3 100.0 50.0 42.9 100.0 100.0 90.0 66.7 81.8 87.5 91.7 100.0 89.5 100.0 90.0 89.5

リンパ組織 61.9 32.3 26.8 40.4 32.0 22.7 26.9 36.6 56.0 45.3 36.0 52.2 63.2 59.4 70.7 80.9 81.1 78.8 89.7 85.9 84.3

造血器組織 7.7 33.3 9.5 19.1 30.8 15.4 29.4 36.7 23.1 37.5 37.1 41.7 51.7 56.3 77.6 72.3 88.1 90.8 71.0 75.0 81.7

＊2000年以降について、50%以下のものに色を付けた

女性

1984 1987 1990 1993 1996 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

全部位 38.4 54.4 50.7 58.2 49.2 51.3 50.6 54.5 58.2 57.0 62.8 64.8 65.9 71.6 73.3 75.1 75.9 76.9 81.2 83.2 82.3

食道 37.5 33.3 37.5 66.7 60.0 22.2 46.2 75.0 50.0 46.7 60.0 73.3 85.7 57.1 76.9 84.2 100.0 85.7 100.0 100.0 82.4

胃 44.1 67.9 67.4 77.5 68.6 57.0 60.9 62.5 67.8 69.2 71.6 80.6 81.1 83.8 81.4 81.3 83.0 81.6 90.9 92.5 89.3

結腸 28.3 66.7 35.8 68.2 61.3 63.5 57.3 65.3 67.4 60.1 70.7 75.3 74.1 82.0 83.5 83.3 79.1 78.3 84.5 86.8 89.0

直腸 55.2 46.7 67.8 75.0 67.9 57.8 62.3 69.4 66.7 64.6 73.7 78.4 80.0 82.1 78.0 90.3 81.1 85.6 92.4 90.4 93.8

肝臓 9.1 12.0 9.8 17.0 9.2 9.9 13.9 10.4 3.9 12.2 18.3 14.8 9.4 16.4 20.0 25.0 18.8 14.4 28.7 18.0 24.2

胆嚢・胆管 29.0 32.4 29.2 24.6 20.0 26.7 19.1 12.1 6.3 19.2 28.1 25.0 31.1 34.6 31.3 47.1 41.0 47.4 48.1 60.3 65.2

膵臓 6.7 10.5 8.6 14.9 19.0 17.2 20.0 7.0 14.3 11.9 10.6 17.4 20.3 21.8 26.8 31.2 32.1 31.6 46.0 46.0 43.1

肺 30.5 45.1 38.2 33.3 43.2 35.9 46.4 38.2 51.9 49.3 46.0 63.1 50.3 62.6 62.1 68.0 70.9 72.3 71.2 75.1 76.7

乳房 58.6 74.4 69.3 82.3 56.8 82.6 76.2 83.7 83.3 87.4 89.4 84.8 86.5 94.7 94.7 91.0 93.0 95.7 96.8 97.1 97.3

子宮 44.9 68.5 74.0 65.7 34.9 81.7 80.2 81.9 81.9 84.9 88.8 88.1 91.8 93.7 97.6 94.6 92.2 96.7 95.4 98.0 97.9

卵巣 23.1 68.2 42.9 31.6 29.2 46.9 40.5 59.6 68.9 60.5 74.0 69.2 67.5 87.7 69.8 62.5 76.1 80.6 81.8 72.2 78.8

膀胱 17.6 27.3 50.0 20.0 30.8 57.1 43.8 69.2 69.2 58.6 62.8 60.6 66.7 65.9 72.7 78.8 79.5 84.0 84.1 84.4 86.5

腎臓 16.7 23.1 26.7 38.5 9.1 25.0 27.3 50.0 38.1 45.8 48.3 42.9 70.7 55.3 58.1 73.2 66.7 74.4 74.0 83.0 78.8

甲状腺 65.4 81.6 68.4 87.8 63.6 78.1 80.0 71.4 89.7 73.1 87.5 70.0 87.2 94.7 88.6 94.7 93.3 92.5 94.7 92.8 92.6

リンパ組織 44.4 43.5 16.0 39.3 41.1 25.8 51.3 28.6 56.0 44.8 36.0 45.9 46.8 58.0 69.3 80.3 82.1 77.8 80.2 79.3 78.3

造血器組織 57.1 27.3 20.0 50.0 20.0 42.9 5.6 13.3 36.4 30.0 41.2 44.0 50.0 70.7 62.5 58.3 87.2 78.3 70.0 84.0 80.7
＊2000年以降について、50%以下のものに色を付けた

資料４－２　鳥取県における組織診実施割合（HV／I ％）の年次推移
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粗罹患 調整罹 Ｈ/I ＤＣＮ/

合計 0- 10- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80+ 不詳 率 患率 (%) Ｉ(%)

全部位*1 C00-C96 D05-D06 2924 8 1 16 18 60 242 860 909 810 0 1067.6 526.4 82.4 5.3

全部位*2 C00-C96 2924 8 1 16 18 60 242 860 909 810 0 1067.6 526.4 82.4 5.3

口唇、口腔および咽頭 C00-C14 71 0 0 2 0 3 12 30 14 10 0 25.9 15.6 93.0 2.8

  　口唇、口腔 C00-C08 34 0 0 2 0 1 8 13 5 5 0 12.4 8.0 100.0 0.0

  　咽頭 C09-C14 37 0 0 0 0 2 4 17 9 5 0 13.5 7.6 86.5 5.4

食道 C15 111 0 0 0 0 2 14 44 31 20 0 40.5 21.5 96.4 0.9

胃 C16 530 0 0 1 4 9 52 152 174 138 0 193.5 95.5 93.2 4.7

小腸 C17 16 0 0 0 0 1 2 5 2 6 0 5.8 3.1 100.0 0.0

結腸 C18 305 0 0 2 2 5 23 83 111 79 0 111.4 54.2 89.8 2.6

直腸 C19-C20 154 0 0 0 1 6 21 61 35 30 0 56.2 30.5 92.9 5.2

大腸 C18-C20 459 0 0 2 3 11 44 144 146 109 0 167.6 84.7 90.8 3.5

肝および肝内胆管 C22 167 0 0 0 0 4 9 45 57 52 0 61.0 28.3 29.9 10.8

胆嚢および肝外胆管 C23-C24 70 0 0 0 0 0 1 14 24 31 0 25.6 10.3 65.7 12.9

膵臓 C25 110 0 0 1 0 2 9 33 33 32 0 40.2 19.2 47.3 9.1

その他の消化器 C26 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0.4 0.4 100.0 0.0

鼻腔、中耳および副鼻腔 C30-C31 3 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 1.1 0.5 100.0 0.0

喉頭 C32 29 0 0 0 0 0 3 16 6 4 0 10.6 5.5 100.0 0.0

気管、気管支および肺 C33-C34 409 0 0 0 2 5 34 123 113 132 0 149.3 69.6 68.7 9.0

胸腺、心および縦隔 C37-C38 6 1 0 0 0 1 0 1 2 1 0 2.2 1.6 100.0 0.0

その他の呼吸系および胸腔内臓器 C39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

骨および関節軟骨 C40-C41 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.4 0.2 100.0 0.0

皮膚の悪性黒色腫 C43 12 0 0 0 1 0 1 3 1 6 0 4.4 2.1 91.7 0.0

皮膚のその他の悪性新生物 C44 51 0 0 0 0 3 4 6 20 18 0 18.6 8.5 96.1 2.0

胸膜 C45 3 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1.1 0.7 100.0 0.0

カポジ肉腫 C46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

後腹膜および腹膜 C48 4 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 1.5 1.2 100.0 0.0

結合組織およびその他の軟部組織 C47 C49 9 1 0 0 1 1 2 2 1 1 0 3.3 2.8 100.0 0.0

乳房（上皮内がんを含む） C50 D05 2 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0.7 0.6 100.0 0.0

子宮（上皮内がんを含む） C53-C55 D06 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

子宮 C53-C55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

   子宮頸 C53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

   子宮体 C54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

   子宮、部位不明 C55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

卵巣 C56 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他及び部位不明の女性生殖器 C51-C52 C57 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

胎盤 C58 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

前立腺 C61 357 0 0 0 0 0 11 96 143 107 0 130.3 57.0 92.2 3.1

睾丸 C62 8 0 0 4 2 2 0 0 0 0 0 2.9 4.2 100.0 0.0

陰茎およびその他の男性生殖器 C60 C63 9 0 0 0 0 1 0 2 4 2 0 3.3 1.7 88.9 0.0

腎など C64-C66 C68 96 0 0 0 0 3 10 37 26 20 0 35.1 17.8 90.6 1.0

   腎臓、腎盂を除く C64 65 0 0 0 0 3 6 29 18 9 0 23.7 12.6 90.8 0.0

膀胱 C67 146 0 0 0 0 4 6 45 44 47 0 53.3 24.3 94.5 2.7

眼 C69 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0.7 0.8 50.0 0.0

脳など C70-C72 42 2 1 2 2 2 5 11 13 4 0 15.3 11.2 69.0 4.8

   脳 C71 21 1 1 2 2 0 1 4 8 2 0 7.7 6.1 61.9 9.5

   髄膜およびその他の中枢神経系 C70 C72 21 1 0 0 0 2 4 7 5 2 0 7.7 5.2 76.2 0.0

甲状腺 C73 19 0 0 0 1 1 2 8 4 3 0 6.9 4.1 89.5 5.3

その他の内分泌腺 C74-C75 9 1 0 0 0 0 1 6 1 0 0 3.3 2.3 77.8 0.0

その他および不明確な部位 C76 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

続発部位および原発部位不詳 C77-C80 50 0 0 2 1 1 6 5 13 22 0 18.3 9.4 72.0 8.0

リンパ組織 C81-C90 C96 51 0 0 1 0 0 5 12 15 18 0 18.6 8.6 84.3 9.8

   ホジキンリンパ腫 C81 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0.4 0.2 100.0 0.0

   非ホジキンリンパ腫 C82-C85 28 0 0 1 0 0 3 8 8 8 0 10.2 5.3 82.1 10.7

   その他のリンパ組織 C96 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

   多発性骨髄腫 C88-C90 22 0 0 0 0 0 2 4 6 10 0 8.0 3.1 86.4 9.1

白血病 C91-C95 71 2 0 1 1 3 4 15 20 25 0 25.9 13.3 81.7 12.7

  　リンパ性白血病 C91 7 1 0 0 0 0 0 0 2 4 0 2.6 1.3 71.4 28.6

　 骨髄性白血病 C92 62 1 0 1 1 2 3 15 18 21 0 22.6 11.2 82.3 11.3

 　単球性白血病 C93 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

　 その他の明示された白血病 C94 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

　 細胞形態不明の白血病 C95 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0.7 0.7 100.0 0.0

　　　　*1：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含む 　　*２：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含まない

　　　　  Ｉ：罹患数　　　Ｈ：組織診実施数　　　ＤＣＮ：死亡情報で初めて把握されたもの

資料５－１　鳥取県がん罹患集計結果一覧表（平成２６年　男性）

部　　　　位 ＩＣＤ-10
年　齢　１０　歳　階　級
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粗罹患 調整罹 Ｈ/I ＤＣＮ/

合計 0- 10- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80+ 不詳 率 患率 (%) Ｉ(%)

全部位*1 C00-C96 D05-D06 2298 3 5 20 98 162 263 459 525 763 0 765.6 404.8 82.3 6.8

全部位*2 C00-C96 2235 3 5 13 72 147 255 458 521 761 0 744.7 378.2 81.8 7.0

口唇、口腔および咽頭 C00-C14 37 0 0 0 1 4 4 8 8 12 0 12.3 6.4 94.6 5.4

  　口唇、口腔 C00-C08 27 0 0 0 1 3 2 3 7 11 0 9.0 4.3 92.6 7.4

  　咽頭 C09-C14 10 0 0 0 0 1 2 5 1 1 0 3.3 2.1 100.0 0.0

食道 C15 17 0 0 0 0 0 2 3 9 3 0 5.7 2.5 82.4 5.9

胃 C16 280 0 0 0 1 7 19 66 67 120 0 93.3 35.8 89.3 7.1

小腸 C17 6 0 0 0 0 0 0 1 3 2 0 2.0 0.7 83.3 16.7

結腸 C18 264 0 0 0 2 12 20 57 82 91 0 88.0 37.6 89.0 7.6

直腸 C19-C20 113 0 0 0 2 3 13 28 29 38 0 37.6 17.7 93.8 3.5

大腸 C18-C20 377 0 0 0 4 15 33 85 111 129 0 125.6 55.3 90.5 6.4

肝および肝内胆管 C22 95 0 0 0 0 3 5 11 31 45 0 31.7 11.1 24.2 11.6

胆嚢および肝外胆管 C23-C24 69 0 0 0 0 0 1 8 15 45 0 23.0 5.4 65.2 14.5

膵臓 C25 102 0 0 0 0 1 5 18 23 55 0 34.0 10.5 43.1 21.6

その他の消化器 C26 2 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0.7 0.5 100.0 0.0

鼻腔、中耳および副鼻腔 C30-C31 6 0 0 0 0 1 1 1 0 3 0 2.0 1.0 100.0 0.0

喉頭 C32 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0.7 0.4 100.0 0.0

気管、気管支および肺 C33-C34 210 0 0 0 2 3 12 45 78 70 0 70.0 27.5 76.7 9.5

胸腺、心および縦隔 C37-C38 7 0 0 0 1 1 0 1 1 3 0 2.3 1.4 57.1 42.9

その他の呼吸系および胸腔内臓器 C39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

骨および関節軟骨 C40-C41 3 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 1.0 0.4 100.0 0.0

皮膚の悪性黒色腫 C43 14 0 0 0 0 2 0 1 2 9 0 4.7 1.6 100.0 0.0

皮膚のその他の悪性新生物 C44 49 0 0 0 1 1 3 9 7 28 0 16.3 5.6 93.9 4.1

胸膜 C45 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0.3 0.4 100.0 0.0

カポジ肉腫 C46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

後腹膜および腹膜 C48 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.3 0.2 100.0 0.0

結合組織およびその他の軟部組織 C47 C49 4 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1.3 1.1 100.0 0.0

乳房（上皮内がんを含む） C50 D05 372 0 0 2 20 60 82 92 69 47 0 123.9 91.2 97.3 0.8

子宮（上皮内がんを含む） C53-C55 D06 187 0 0 13 51 37 37 19 14 16 0 62.3 66.1 97.9 1.6

子宮 C53-C55 129 0 0 6 27 22 29 18 12 15 0 43.0 40.9 96.9 2.3

   子宮頸 C53 71 0 0 6 23 15 12 4 5 6 0 23.7 26.6 98.6 0.0

   子宮体 C54 55 0 0 0 4 7 17 14 7 6 0 18.3 14.2 100.0 0.0

   子宮、部位不明 C55 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1.0 0.1 0.0 100.0

卵巣 C56 33 0 0 0 2 2 8 7 4 10 0 11.0 6.9 78.8 9.1

その他及び部位不明の女性生殖器 C51-C52 C57 9 0 0 0 1 0 1 1 1 5 0 3.0 1.3 88.9 11.1

胎盤 C58 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

前立腺 C61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

睾丸 C62 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

陰茎およびその他の男性生殖器 C60 C63 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

腎など C64-C66 C68 52 0 0 0 1 1 10 5 10 25 0 17.3 7.2 78.8 7.7

   腎臓、腎盂を除く C64 26 0 0 0 1 1 9 2 3 10 0 8.7 4.8 76.9 3.8

膀胱 C67 37 0 0 0 0 0 3 4 9 21 0 12.3 3.6 86.5 10.8

眼 C69 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.3 0.2 100.0 0.0

脳など C70-C72 69 2 3 1 5 5 8 16 14 15 0 23.0 15.9 47.8 1.4

   脳 C71 27 2 2 1 3 2 1 6 6 4 0 9.0 7.6 55.6 3.7

   髄膜およびその他の中枢神経系 C70 C72 42 0 1 0 2 3 7 10 8 11 0 14.0 8.4 42.9 0.0

甲状腺 C73 68 0 1 2 3 11 9 19 12 11 0 22.7 16.6 92.6 2.9

その他の内分泌腺 C74-C75 15 0 1 1 1 3 2 3 3 1 0 5.0 4.4 73.3 0.0

その他および不明確な部位 C76 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

続発部位および原発部位不詳 C77-C80 55 0 0 1 1 1 6 12 8 26 0 18.3 8.1 65.5 5.5

リンパ組織 C81-C90 C96 60 0 0 0 0 0 7 11 12 30 0 20.0 7.4 78.3 11.7

   ホジキンリンパ腫 C81 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

   非ホジキンリンパ腫 C82-C85 41 0 0 0 0 0 7 8 8 18 0 13.7 5.7 75.6 14.6

   その他のリンパ組織 C96 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

   多発性骨髄腫 C88-C90 19 0 0 0 0 0 0 3 4 12 0 6.3 1.7 84.2 5.3

白血病 C91-C95 57 1 0 0 1 4 2 7 13 29 0 19.0 7.6 80.7 17.5

  　リンパ性白血病 C91 5 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 1.7 1.0 100.0 0.0

　 骨髄性白血病 C92 48 0 0 0 1 4 2 6 11 24 0 16.0 6.4 81.3 16.7

 　単球性白血病 C93 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.3 0.0 100.0 0.0

　 その他の明示された白血病 C94 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

　 細胞形態不明の白血病 C95 3 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1.0 0.2 33.3 66.7

　　　　*1：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含む 　　*２：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含まない

　　　　  Ｉ：罹患数　　　Ｈ：組織診実施数　　　ＤＣＮ：死亡情報で初めて把握されたもの

資料５－２　鳥取県がん罹患集計結果一覧表（平成２６年　女性）

部　　　　位 ＩＣＤ-10
年　齢　１０　歳　階　級
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粗罹患 調整罹 Ｈ/I ＤＣＮ/

合計 0- 10- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80+ 不詳 率 患率 (%) Ｉ(%)

全部位*1 C00-C96 D05-D06 5222 11 6 36 116 222 505 1319 1434 1573 0 909.7 452.6 82.3 6.0

全部位*2 C00-C96 5159 11 6 29 90 207 497 1318 1430 1571 0 898.7 439.3 82.1 6.1

口唇、口腔および咽頭 C00-C14 108 0 0 2 1 7 16 38 22 22 0 18.8 10.8 93.5 3.7

  　口唇、口腔 C00-C08 61 0 0 2 1 4 10 16 12 16 0 10.6 6.1 96.7 3.3

  　咽頭 C09-C14 47 0 0 0 0 3 6 22 10 6 0 8.2 4.7 89.4 4.3

食道 C15 128 0 0 0 0 2 16 47 40 23 0 22.3 11.4 94.5 1.6

胃 C16 810 0 0 1 5 16 71 218 241 258 0 141.1 62.9 91.9 5.6

小腸 C17 22 0 0 0 0 1 2 6 5 8 0 3.8 1.8 95.5 4.5

結腸 C18 569 0 0 2 4 17 43 140 193 170 0 99.1 44.8 89.5 4.9

直腸 C19-C20 267 0 0 0 3 9 34 89 64 68 0 46.5 23.7 93.3 4.5

大腸 C18-C20 836 0 0 2 7 26 77 229 257 238 0 145.6 68.4 90.7 4.8

肝および肝内胆管 C22 262 0 0 0 0 7 14 56 88 97 0 45.6 18.8 27.9 11.1

胆嚢および肝外胆管 C23-C24 139 0 0 0 0 0 2 22 39 76 0 24.2 7.6 65.5 13.7

膵臓 C25 212 0 0 1 0 3 14 51 56 87 0 36.9 14.5 45.3 15.1

その他の消化器 C26 3 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0.5 0.5 100.0 0.0

鼻腔、中耳および副鼻腔 C30-C31 9 0 0 0 0 1 1 3 1 3 0 1.6 0.8 100.0 0.0

喉頭 C32 31 0 0 0 0 0 3 18 6 4 0 5.4 2.8 100.0 0.0

気管、気管支および肺 C33-C34 619 0 0 0 4 8 46 168 191 202 0 107.8 46.3 71.4 9.2

胸腺、心および縦隔 C37-C38 13 1 0 0 1 2 0 2 3 4 0 2.3 1.5 76.9 23.1

その他の呼吸系および胸腔内臓器 C39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

骨および関節軟骨 C40-C41 4 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0.7 0.3 100.0 0.0

皮膚の悪性黒色腫 C43 26 0 0 0 1 2 1 4 3 15 0 4.5 1.9 96.2 0.0

皮膚のその他の悪性新生物 C44 100 0 0 0 1 4 7 15 27 46 0 17.4 6.8 95.0 3.0

胸膜 C45 4 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0.7 0.5 100.0 0.0

カポジ肉腫 C46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

後腹膜および腹膜 C48 5 0 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0.9 0.7 100.0 0.0

結合組織およびその他の軟部組織 C47 C49 13 1 0 0 2 1 3 2 2 2 0 2.3 1.9 100.0 0.0

乳房（上皮内がんを含む） C50 D05 374 0 0 2 20 61 82 92 69 48 0 65.2 47.2 97.3 0.8

子宮（上皮内がんを含む） C53-C55 D06 187 0 0 13 51 37 37 19 14 16 0 32.6 33.2 97.9 1.6

子宮 C53-C55 129 0 0 6 27 22 29 18 12 15 0 22.5 20.7 96.9 2.3

   子宮頸 C53 71 0 0 6 23 15 12 4 5 6 0 12.4 13.3 98.6 0.0

   子宮体 C54 55 0 0 0 4 7 17 14 7 6 0 9.6 7.3 100.0 0.0

   子宮、部位不明 C55 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0.5 0.1 0.0 100.0

卵巣 C56 33 0 0 0 2 2 8 7 4 10 0 5.7 3.6 78.8 9.1

その他及び部位不明の女性生殖器 C51-C52 C57 9 0 0 0 1 0 1 1 1 5 0 1.6 0.7 88.9 11.1

胎盤 C58 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

前立腺 C61 357 0 0 0 0 0 11 96 143 107 0 62.2 25.1 92.2 3.1

睾丸 C62 8 0 0 4 2 2 0 0 0 0 0 1.4 2.1 100.0 0.0

陰茎およびその他の男性生殖器 C60 C63 9 0 0 0 0 1 0 2 4 2 0 1.6 0.7 88.9 0.0

腎など C64-C66 C68 148 0 0 0 1 4 20 42 36 45 0 25.8 12.1 86.5 3.4

   腎臓、腎盂を除く C64 91 0 0 0 1 4 15 31 21 19 0 15.9 8.4 86.8 1.1

膀胱 C67 183 0 0 0 0 4 9 49 53 68 0 31.9 12.9 92.9 4.4

眼 C69 3 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0.5 0.5 66.7 0.0

脳など C70-C72 111 4 4 3 7 7 13 27 27 19 0 19.3 13.6 55.9 2.7

   脳 C71 48 3 3 3 5 2 2 10 14 6 0 8.4 6.8 58.3 6.3

   髄膜およびその他の中枢神経系 C70 C72 63 1 1 0 2 5 11 17 13 13 0 11.0 6.9 54.0 0.0

甲状腺 C73 87 0 1 2 4 12 11 27 16 14 0 15.2 10.5 92.0 3.4

その他の内分泌腺 C74-C75 24 1 1 1 1 3 3 9 4 1 0 4.2 3.4 75.0 0.0

その他および不明確な部位 C76 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

続発部位および原発部位不詳 C77-C80 105 0 0 3 2 2 12 17 21 48 0 18.3 8.5 68.6 6.7

リンパ組織 C81-C90 C96 111 0 0 1 0 0 12 23 27 48 0 19.3 7.9 81.1 10.8

   ホジキンリンパ腫 C81 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0.2 0.1 100.0 0.0

   非ホジキンリンパ腫 C82-C85 69 0 0 1 0 0 10 16 16 26 0 12.0 5.5 78.3 13.0

   その他のリンパ組織 C96 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

   多発性骨髄腫 C88-C90 41 0 0 0 0 0 2 7 10 22 0 7.1 2.3 85.4 7.3

白血病 C91-C95 128 3 0 1 2 7 6 22 33 54 0 22.3 10.1 81.3 14.8

  　リンパ性白血病 C91 12 2 0 0 0 0 0 1 3 6 0 2.1 1.1 83.3 16.7

　 骨髄性白血病 C92 110 1 0 1 2 6 5 21 29 45 0 19.2 8.5 81.8 13.6

 　単球性白血病 C93 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.2 0.0 100.0 0.0

　 その他の明示された白血病 C94 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

　 細胞形態不明の白血病 C95 5 0 0 0 0 1 1 0 1 2 0 0.9 0.5 60.0 40.0

　　　　*1：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含む 　　*２：乳房および子宮頸部の上皮内がんを含まない

　　　　  Ｉ：罹患数　　　Ｈ：組織診実施数　　　ＤＣＮ：死亡情報で初めて把握されたもの

資料５－３　鳥取県がん罹患集計結果一覧表（平成２６年　総数）

部　　　　位 ＩＣＤ-10
年　齢　１０　歳　階　級
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

県　計 2,924 2,298 111 17 530 280 305 264 154 113 167 95 70 69

市　計 2,005 1,642 77 15 364 196 203 187 115 70 121 68 46 46

郡　計 919 656 34 2 166 84 102 77 39 43 46 27 24 23

鳥取市 907 729 33 6 165 94 89 88 45 34 60 29 25 30

倉吉市 251 197 8 3 47 23 27 30 21 6 16 7 8 2

米子市 686 580 30 5 121 62 72 53 41 26 37 28 13 12

境港市 161 136 6 1 31 17 15 16 8 4 8 4 0 2

岩美郡 54 49 1 1 9 5 8 2 2 4 3 4 0 3

八頭郡 199 149 8 0 39 18 16 14 7 9 13 9 2 7

東伯郡 309 234 13 1 57 31 36 25 13 15 13 7 12 8

西伯郡 293 165 9 0 51 20 36 29 13 12 14 5 8 3

日野郡 64 59 3 0 10 10 6 7 4 3 3 2 2 2

鳥取保健所 1,160 927 42 7 213 117 113 104 54 47 76 42 27 40

倉吉保健所 560 431 21 4 104 54 63 55 34 21 29 14 20 10

米子保健所 1,140 881 45 6 203 99 123 98 62 42 59 37 21 17

日野保健所 64 59 3 0 10 10 6 7 4 3 3 2 2 2

東部 1,160 927 42 7 213 117 113 104 54 47 76 42 27 40

中部 560 431 21 4 104 54 63 55 34 21 29 14 20 10

西部 1,204 940 48 6 213 109 129 105 66 45 62 39 23 19

乳房 子宮 卵巣 前立腺

男 女 男 女 女 女 女 男 男 女 男 女

県　計 110 102 409 210 372 187 33 357 146 37 29 41

市　計 76 77 272 153 263 146 22 235 97 30 21 26

郡　計 34 25 137 57 109 41 11 122 49 7 8 15

鳥取市 41 28 114 64 99 75 10 104 42 14 4 11

倉吉市 8 14 36 21 19 12 3 31 13 4 2 5

米子市 18 28 96 54 114 49 8 81 33 10 9 9

境港市 9 7 26 14 31 10 1 19 9 2 6 1

岩美郡 1 2 7 4 16 2 0 10 2 0 0 0

八頭郡 7 6 33 14 21 9 4 29 10 0 0 4

東伯郡 12 5 43 22 42 17 3 38 17 1 4 6

西伯郡 9 5 45 13 23 11 3 36 19 2 4 4

日野郡 5 7 9 4 7 2 1 9 1 4 0 1

鳥取保健所 49 36 154 82 136 86 14 143 54 14 4 15

倉吉保健所 20 19 79 43 61 29 6 69 30 5 6 11

米子保健所 36 40 167 81 168 70 12 136 61 14 19 14

日野保健所 5 7 9 4 7 2 1 9 1 4 0 1

東部 49 36 154 82 136 86 14 143 54 14 4 15

中部 20 19 79 43 61 29 6 69 30 5 6 11

西部 41 47 176 85 175 72 13 145 62 18 19 15

資料６　　平成２６年・市郡別罹患数

市 町 村
全部位 食道 胃 結腸 直腸 肝臓 胆嚢胆管

市 町 村
膵臓 肺 膀胱 リンパ腫
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

県　計 526.4 404.8 21.5 2.5 95.5 35.8 54.2 37.6 30.5 17.7 28.3 11.1 10.3 5.4

市　計 519.3 405.2 20.9 3.2 93.1 33.8 51.9 36.3 31.6 17.3 30.3 11.3 9.5 5.0

郡　計 540.8 406.0 23.3 1.1 102.7 42.0 60.1 40.6 28.4 18.6 23.1 10.4 12.1 6.6

鳥取市 527.6 411.5 20.8 3.3 94.9 36.9 49.4 41.7 26.1 17.5 34.7 12.4 13.0 7.0

倉吉市 509.3 398.6 16.9 4.5 101.7 39.4 50.6 43.8 50.1 11.7 31.1 15.0 9.3 5.0

米子市 520.2 406.3 23.0 2.4 89.7 28.4 56.7 26.5 33.3 19.6 26.3 9.9 7.3 3.1

境港市 488.1 378.9 20.2 2.3 85.3 33.8 47.8 35.9 27.7 12.5 23.8 8.0 0.0 3.0

岩美郡 405.5 375.7 8.7 4.7 78.7 37.5 53.6 5.8 15.7 22.7 17.9 17.8 0.0 6.9

八頭郡 636.2 547.0 32.9 0.0 123.3 41.9 50.1 50.1 18.9 31.9 38.8 19.6 7.5 9.1

東伯郡 509.8 395.0 25.5 2.0 97.4 46.1 61.8 30.0 24.6 16.6 16.6 6.8 16.8 6.9

西伯郡 620.2 355.1 19.6 0.0 117.0 39.0 75.4 57.3 39.8 13.1 26.1 6.1 13.5 2.6

日野郡 333.7 360.3 20.1 0.0 45.9 35.9 32.0 47.5 40.4 11.0 15.3 13.6 12.3 13.6

鳥取保健所 536.3 424.5 21.5 2.9 98.0 37.5 49.5 40.5 24.8 19.6 34.2 13.9 11.2 7.3

倉吉保健所 510.5 397.1 21.7 3.1 99.7 43.0 56.7 36.5 36.5 14.3 23.2 10.6 13.4 6.0

米子保健所 536.0 391.3 21.8 1.9 93.5 30.8 59.4 34.3 33.2 17.6 25.9 8.6 7.6 2.9

日野保健所 333.7 360.3 20.1 0.0 45.9 35.9 32.0 47.5 40.4 11.0 15.3 13.6 12.3 13.6

東部 536.3 424.5 21.5 2.9 98.0 37.5 49.5 40.5 24.8 19.6 34.2 13.9 11.2 7.3

中部 510.5 397.1 21.7 3.1 99.7 43.0 56.7 36.5 36.5 14.3 23.2 10.6 13.4 6.0

西部 524.4 389.8 21.6 1.8 90.8 31.3 57.7 35.0 33.5 17.2 25.2 8.7 7.8 3.5

乳房 子宮 卵巣 前立腺

男 女 男 女 女 女 女 男 男 女 男 女

県　計 19.2 10.5 69.6 27.5 91.2 66.1 6.9 57.0 24.3 3.6 5.5 5.7

市　計 19.1 12.0 66.5 28.8 90.2 67.9 6.7 54.2 23.5 4.7 5.9 5.3

郡　計 19.3 6.6 76.5 25.5 92.4 61.1 7.2 62.9 25.7 0.9 4.0 6.4

鳥取市 21.8 10.4 62.6 27.5 85.5 81.4 7.0 53.0 23.2 4.5 1.6 5.1

倉吉市 18.4 12.4 66.6 31.6 47.9 47.1 9.8 64.3 20.8 9.0 2.8 8.9

米子市 13.9 14.0 70.3 30.8 104.3 64.6 6.1 53.7 23.4 3.8 9.0 5.1

境港市 26.7 12.0 72.8 23.7 117.0 33.6 2.7 52.9 28.1 2.4 22.0 2.7

岩美郡 8.4 9.1 54.2 14.2 142.3 35.7 0.0 65.4 20.6 0.0 0.0 0.0

八頭郡 26.7 10.7 89.2 25.8 118.0 93.8 22.9 83.1 28.8 0.0 0.0 5.8

東伯郡 16.0 2.4 72.6 30.3 95.4 60.9 3.7 58.5 23.1 0.2 5.2 7.0

西伯郡 14.4 5.8 92.3 24.7 66.0 50.9 5.8 63.2 34.2 1.0 7.6 7.8

日野郡 50.5 15.7 21.5 12.7 61.0 40.5 1.7 38.9 5.0 4.7 0.0 5.6

鳥取保健所 21.6 10.5 66.7 26.6 92.5 80.3 8.4 57.8 24.0 3.6 1.2 5.0

倉吉保健所 17.0 7.0 70.2 31.0 73.4 54.2 6.5 61.0 22.1 4.2 4.2 7.9

米子保健所 16.3 12.0 75.3 28.0 99.1 57.8 5.5 55.7 26.8 3.0 11.0 5.2

日野保健所 50.5 15.7 21.5 12.7 61.0 40.5 1.7 38.9 5.0 4.7 0.0 5.6

東部 21.6 10.5 66.7 26.6 92.5 80.3 8.4 57.8 24.0 3.6 1.2 5.0

中部 17.0 7.0 70.2 31.0 73.4 54.2 6.5 61.0 22.1 4.2 4.2 7.9

西部 17.8 12.3 72.3 27.2 97.8 57.5 5.4 54.9 25.4 3.2 10.4 5.3

資料７　　平成２６年・市郡別年齢調整罹患率
（昭和６０年モデル人口、人口１０万対）

市 町 村
全部位 食道 胃 結腸 直腸 肝臓 胆嚢胆管

市 町 村
膵臓 肺 膀胱 リンパ腫
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前立腺 乳房 子宮
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 女

県　　　計 109.2 107.9 122.9 131.3 96.6 98.9 89.9 112.2 126.8 129.7 107.4 108.0 99.9 90.7 88.8

市　　　計 107.7 109.6 121.7 133.2 92.2 101.2 95.6 99.3 132.5 135.7 103.3 113.7 94.9 89.0 93.2

郡　　　計 112.7 103.9 125.6 126.9 106.7 93.7 76.5 142.5 113.9 116.8 116.6 95.1 111.2 95.2 76.2

鳥　取　市 108.7 109.9 123.2 145.2 90.0 108.1 82.7 109.0 146.6 131.8 96.9 108.3 94.6 75.0 106.2

米　子　市 109.7 112.8 120.4 123.7 97.4 84.1 101.6 107.7 120.8 164.6 108.7 117.5 96.7 111.4 89.1

倉　吉　市 104.6 102.0 121.4 117.0 95.7 122.3 138.6 65.7 135.3 103.4 104.6 117.5 96.4 52.4 65.6

境　港　市 99.5 107.0 118.9 134.6 78.5 100.8 76.9 66.2 100.7 92.2 113.5 120.5 87.0 124.3 78.4

岩　美　郡 88.7 100.1 91.5 98.1 111.7 31.6 51.8 171.0 99.7 225.4 80.3 86.6 122.8 178.3 47.0

八　頭　郡 127.2 125.0 153.6 143.7 87.2 90.0 71.6 157.5 167.0 204.7 146.2 123.4 138.4 97.0 90.2

東　伯　郡 107.9 104.7 123.1 135.1 106.8 87.4 71.6 141.0 91.9 88.1 104.9 105.5 98.9 100.6 83.7

西　伯　郡 126.6 92.6 136.1 107.3 132.5 125.1 89.6 140.9 122.5 77.1 135.2 76.8 114.8 71.0 71.8

日　野　郡 79.7 95.9 76.3 143.5 64.8 82.2 85.3 101.4 74.6 79.2 75.3 64.2 83.2 71.5 51.0

鳥取保健所 110.3 111.5 125.9 142.1 90.9 100.7 79.4 119.7 147.0 149.1 103.4 109.2 102.9 83.7 101.4

倉吉保健所 106.4 103.5 122.3 126.8 101.8 103.5 102.1 106.2 111.7 95.2 104.8 111.1 97.8 78.2 75.1

米子保健所 111.9 107.5 123.7 121.6 102.3 96.0 95.0 108.5 118.0 132.9 115.6 108.7 99.3 105.2 84.2

日野保健所 79.7 95.9 76.3 143.5 64.8 82.2 85.3 101.4 74.6 79.2 75.3 64.2 83.2 71.5 51.0

東部 110.3 111.5 125.9 142.1 90.9 100.7 79.4 119.7 147.0 149.1 103.4 109.2 102.9 83.7 101.4

中部 106.4 103.5 122.3 126.8 101.8 103.5 102.1 106.2 111.7 95.2 104.8 111.1 97.8 78.2 75.1

西部 109.6 106.7 120.2 123.4 99.7 94.9 94.4 108.0 114.8 128.4 112.5 105.3 98.1 103.3 82.7

前立腺 乳房 子宮
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 女

県　　　計 109.7 100.0 105.8 121.2 104.5 96.6 111.3 78.9 111.6 122.5 108.3 90.2 97.2 87.1 75.5

鳥　取　市 105.3 105.3 76.0 167.5 93.7 100.2 114.7 119.9 88.2 143.4 101.0 96.9 107.8 70.9 87.3

米　子　市 102.4 97.1 109.8 92.8 115.2 108.0 108.6 28.3 72.5 156.7 88.8 85.0 94.1 110.6 63.0

倉　吉　市 141.3 110.9 172.5 112.6 131.6 130.2 163.5 70.5 161.1 54.5 136.3 81.7 103.8 113.9 166.2

境　港　市 114.9 107.4 106.2 55.9 162.5 162.8 140.3 56.9 105.1 58.8 114.5 88.2 112.7 74.7 102.3

岩　美　郡 82.7 68.5 54.7 43.2 104.5 41.7     - 136.4 227.3 68.9 98.1 34.8 137.8 64.1 131.1

八　頭　郡 122.2 83.8 135.9 141.2 79.9 17.0 286.0     - 173.3 166.8 118.7 84.8 51.8 52.7     - 

東　伯　郡 120.9 111.6 139.7 155.0 66.7 46.7 58.8 60.6 193.1 139.4 118.4 109.0 59.1 112.1 57.3

西　伯　郡 105.4 89.4 114.4 82.2 109.4 113.0 48.5 148.2 95.2 56.4 128.3 94.5 108.1 70.3 35.9

日　野　郡 76.2 72.6 18.8 60.0 107.9 86.0     - 98.0 63.9 93.2 123.5 72.5 125.9 52.1     - 

鳥取保健所 106.5 99.6 83.9 155.3 92.2 83.3 133.6 102.5 109.4 142.2 103.6 91.0 100.5 67.9 77.2

倉吉保健所 130.3 111.3 154.7 135.4 96.4 85.3 106.5 65.1 178.4 100.3 126.6 96.3 79.7 112.9 107.5

米子保健所 102.7 94.8 102.8 82.5 120.1 114.7 92.3 63.8 81.4 115.3 103.8 86.4 113.5 93.1 58.6

日野保健所 76.2 72.6 18.8 60.0 107.9 86.0     - 98.0 63.9 93.2 123.5 72.5 125.9 52.1     - 

東部 106.5 99.6 83.9 155.3 92.2 83.3 133.6 102.5 109.4 142.2 103.6 91.0 100.5 67.9 77.2

中部 130.3 111.3 154.7 135.4 96.4 85.3 106.5 65.1 178.4 100.3 126.6 96.3 79.7 112.9 107.5

西部 102.7 94.8 102.8 82.5 120.1 114.7 92.3 63.8 81.4 115.3 103.8 86.4 114.6 93.1 58.6

資料８－１　平成２６年・地域別標準化罹患比（全国＝１００）

全部位 胃 結腸 直腸 肝臓 肺

資料８－２　平成２６年・地域別標準化死亡比（全国＝１００）

全部位 胃 結腸 直腸 肝臓 肺
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資料９－１　主要部位・性別罹患数の年次推移（鳥取県・全国）

主要部位・性別罹患数の年次推移（鳥取県全体）

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
男 1,696 1,565 1,435 1,507 1,664 1,604 1,774 1,767 1,787 1,890 2,057
女 1,130 1,055 1,058 1,091 1,212 1,168 1,271 1,272 1,312 1,396 1,502
男 506 457 408 403 402 413 407 399 411 439 439
女 264 219 269 245 262 209 223 235 232 245 243
男 168 160 144 170 224 184 175 156 203 198 212
女 136 147 125 150 161 146 148 138 167 178 203
男 114 102 101 104 103 95 104 92 80 111 131
女 68 70 60 78 57 59 64 69 62 78 82
男 175 157 118 147 162 158 178 203 164 179 155
女 62 61 60 76 70 90 71 79 77 76 94
男 231 209 210 194 267 271 260 268 303 305 327
女 77 76 79 81 120 103 128 110 131 131 137

乳房 女 135 146 128 118 122 130 121 130 147 156 175
子宮 女 64 54 61 63 77 66 108 106 105 116 127

前立腺 男 75 83 92 86 83 82 136 124 116 120 218

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
男 2,176 2,281 2,393 2,385 2,579 2,694 2,704 2,807 2,945 2,921 2,924
女 1,579 1,595 1,805 2,035 1,979 2,027 2,011 2,058 2,210 2,358 2,298
男 471 503 495 469 509 462 512 503 519 524 530
女 225 252 281 265 263 299 276 266 274 279 280
男 262 209 247 224 259 275 267 274 319 302 305
女 181 178 228 233 206 246 234 235 252 296 264
男 106 139 140 138 114 165 203 162 174 180 154
女 89 87 73 94 81 93 90 97 105 83 113
男 178 194 180 178 178 178 180 181 183 162 167
女 82 88 106 110 95 88 80 90 87 89 95
男 344 369 387 357 376 441 422 401 394 417 409
女 150 141 157 198 214 206 206 206 205 241 210

乳房 女 239 210 275 318 339 288 300 324 347 381 372
子宮 女 125 126 146 127 123 149 166 180 219 249 187

前立腺 男 196 244 240 200 299 317 274 355 357 382 357

肝臓

肺

全部位

胃

結腸

直腸

肝臓

肺

全部位

胃

結腸

直腸

主要部位・性別罹患数の年次推移（全国）

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
男 257,046 261,402 264,131 275,859 278,353 290,343 304,527 310,130 325,213 339,650 372,374
女 195,563 197,767 194,579 200,501 206,434 213,421 224,996 228,215 243,568 249,643 269,220
男 66,901 67,609 66,440 68,931 66,928 67,861 69,627 68,992 72,267 71,634 73,798
女 35,380 34,916 34,402 34,625 33,384 33,518 34,058 33,793 35,459 35,126 36,525
男 27,365 28,548 30,201 32,019 30,590 33,008 35,092 33,915 36,582 37,045 39,182
女 21,563 21,993 22,266 23,830 24,039 24,726 27,105 26,232 29,213 29,382 32,407
男 15,967 16,453 17,466 18,806 18,655 20,144 20,461 20,516 21,557 24,925 23,350
女 10,155 9,874 10,381 10,971 11,341 11,693 11,834 11,474 12,785 13,843 12,627
男 25,983 25,487 25,000 24,795 25,198 25,931 26,174 27,411 27,727 27,876 29,126
女 9,817 9,701 10,288 10,191 10,598 11,307 11,794 12,642 12,745 12,728 13,535
男 37,849 38,545 38,052 40,976 41,953 43,895 45,091 48,184 49,427 51,988 55,962
女 14,068 14,863 14,689 15,954 16,464 17,723 18,226 19,706 21,192 21,647 22,827

乳房 女 30,107 30,326 29,818 29,699 32,347 33,676 36,139 37,389 40,675 41,960 45,716
子宮 女 18,277 18,289 17,735 17,596 18,190 17,686 18,364 19,812 22,947 23,306 24,240

前立腺 男 10,704 11,807 12,714 14,077 15,139 16,255 17,056 19,825 23,548 29,345 40,062

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
男 372,913 390,835 400,605 427,949 460,783 474,168 498,217 570,272 543,216 540,233 554,651
女 275,578 285,240 293,179 315,715 339,231 354,939 375,306 417,853 407,341 412,267 422,367
男 73,950 80,102 79,437 80,211 84,082 84,563 86,728 90,083 91,006 90,851 89,094
女 35,822 37,035 37,474 37,109 38,828 38,069 39,002 41,950 41,153 41,042 40,145
男 40,562 42,874 44,362 46,188 49,775 50,886 53,844 60,049 63,633 63,119 65,800
女 31,377 34,361 34,953 36,708 38,904 40,753 42,964 46,343 48,883 49,525 50,809
男 22,645 24,254 26,299 27,372 29,064 29,835 30,626 34,104 36,995 34,752 36,212
女 12,613 14,638 14,246 14,749 14,649 15,933 16,274 17,416 19,408 18,812 19,868
男 28,172 28,729 28,872 30,190 32,148 31,915 31,244 29,192 28,623 27,335 27,119
女 13,343 13,465 14,021 15,177 16,364 16,088 16,027 14,648 15,054 13,603 13,547
男 56,038 58,278 59,975 65,297 67,652 71,767 73,797 75,433 77,006 75,815 77,736
女 24,138 25,629 25,548 28,161 29,691 32,023 33,558 36,425 36,231 36,230 37,104

乳房 女 50,549 50,695 53,783 60,986 65,085 67,619 76,041 81,319 82,773 85,856 87,202
子宮 女 24,422 25,424 25,859 27,822 32,449 35,370 40,480 47,766 46,829 46,693 47,857

前立腺 男 39,321 42,997 42,517 47,318 51,534 59,627 64,934 78,728 73,145 74,861 74,459
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資料９－２　主要部位・性別死亡数の年次推移（鳥取県・全国）

主要部位・性別死亡数の年次推移（鳥取県全体）

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
男 889 907 886 985 960 949 964 1,006 1,021 1,035 1,043 1,080 1,099
女 548 540 600 661 634 663 668 657 720 697 708 765 736
男 177 210 197 184 193 200 171 176 192 174 200 194 190
女 121 121 103 146 126 124 106 116 132 113 122 105 104
男 53 52 50 73 57 72 75 68 60 73 63 74 91
女 47 49 63 57 58 62 57 50 77 77 81 85 77
男 41 36 32 41 50 33 52 45 47 42 29 39 30
女 26 28 19 31 34 25 22 35 29 30 27 39 38
男 119 136 127 135 108 137 113 140 141 150 132 124 149
女 49 43 57 56 57 66 72 57 54 58 66 63 87
男 194 187 174 220 205 188 216 212 233 219 239 230 237
女 62 60 68 78 80 77 77 95 80 97 78 94 97

乳房 女 35 23 26 49 39 34 42 36 35 32 37 47 39
子宮 女 30 24 33 32 55 28 34 28 32 33 29 31 33

前立腺 男 32 33 26 29 41 36 36 42 55 44 60 47

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
男 1,058 1,084 1,124 1,144 1,125 1,171 1,177 1,132 1,179 1,208 1,187 1,180 1,151
女 744 747 840 833 804 842 839 782 846 838 859 855 852
男 157 182 177 172 166 204 191 198 161 168 163 161 145
女 110 93 132 108 134 111 111 99 101 114 112 92 96
男 71 66 77 76 81 74 75 89 80 87 88 71 81
女 77 77 90 86 74 96 96 90 98 94 83 93 96
男 49 50 45 38 44 46 53 38 61 53 59 52 49
女 28 30 32 48 24 40 32 27 27 24 33 42 42
男 126 115 143 136 126 135 122 120 124 107 130 92 98
女 74 68 79 56 70 70 64 64 60 72 65 65 52
男 266 265 262 254 266 294 296 259 302 287 271 300 313
女 87 92 103 128 106 111 129 124 116 106 119 106 108

乳房 女 40 57 46 42 59 72 59 52 55 59 51 63 81
子宮 女 35 27 34 23 27 28 38 36 37 25 47 35 24

前立腺 男 49 51 62 54 72 62 61 57 51 60 59 63 53
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主要部位・性別死亡数の年次推移（全国）

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
男 139,674 142,222 146,896 159,623 164,824 167,076 172,306 175,817 179,140 181,393 184,033 186,912 193,096
女 92,243 93,485 96,774 103,399 106,359 108,337 111,615 114,739 116,344 119,265 120,535 122,631 127,262
男 30,507 29,998 30,564 32,015 32,384 32,218 32,858 32,788 32,798 32,267 31,788 32,142 32,851
女 17,534 17,313 17,227 18,061 17,781 17,521 17,822 17,888 17,852 17,691 17,425 17,393 17,711
男 8,804 9,197 9,646 10,420 11,055 11,162 11,581 11,862 12,139 12,422 12,556 12,868 13,305
女 8,578 8,901 9,417 9,866 10,327 10,538 10,820 11,383 11,498 12,014 12,417 12,982 13,167
男 6,157 6,122 6,189 6,892 7,048 7,193 7,468 7,556 7,729 7,843 8,143 8,263 8,661
女 3,933 3,841 3,836 4,096 4,200 4,301 4,528 4,562 4,582 4,668 4,794 5,057 5,206
男 19,571 20,060 20,764 22,773 22,904 22,937 23,553 23,492 23,602 23,596 23,815 23,376 23,421
女 7,428 7,705 7,913 8,934 9,271 9,422 9,880 10,324 10,379 10,715 10,822 10,713 11,089
男 29,223 30,398 31,724 33,389 35,023 35,700 36,880 37,934 39,053 39,904 41,146 41,634 43,921
女 10,940 11,129 11,752 12,356 13,018 13,294 13,991 14,243 14,671 15,130 15,259 15,086 16,001

乳房 女 6,451 6,758 7,131 7,763 7,900 8,393 8,589 8,882 9,171 9,654 9,604 9,806 10,524
子宮 女 4,665 4,445 4,575 4,865 4,963 5,008 5,006 5,142 5,202 5,200 5,319 5,302 5,525

前立腺 男 4,073 4,262 4,730 5,399 6,009 6,251 6,819 7,005 7,514 7,645 8,105 8,418 8,840

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
男 196,603 198,052 202,743 206,354 206,352 211,435 213,190 215,110 216,975 218,397 219,508 219,785 220,398
女 129,338 131,262 133,725 136,609 137,753 142,064 144,115 145,853 147,897 149,706 150,838 153,201 152,936
男 32,643 32,745 33,143 32,973 32,776 32,943 32,785 32,206 31,978 31,483 30,809 29,854 29,745
女 17,668 17,670 17,454 17,187 17,241 17,193 17,045 16,923 16,654 16,420 15,870 15,677 15,481
男 13,436 13,680 14,061 14,482 14,166 14,947 15,469 16,006 16,233 16,478 17,063 17,116 17,564
女 13,685 13,637 13,872 14,322 14,526 15,093 15,581 16,171 16,449 16,819 17,275 17,405 17,785
男 8,847 8,867 8,949 9,110 8,799 9,178 9,393 9,523 9,575 9,699 9,755 9,910 9,770
女 5,129 5,197 5,290 5,440 5,309 5,402 5,301 5,576 5,397 5,489 5,606 5,668 5,562
男 23,203 22,576 22,300 22,332 21,637 21,510 20,972 20,060 19,816 19,208 19,008 18,510 17,822
女 11,065 11,086 11,299 11,333 11,088 11,255 10,903 10,630 10,359 10,335 9,881 10,018 9,292
男 45,189 45,941 47,685 48,610 49,035 50,395 50,782 51,372 52,054 52,505 53,208 52,430 53,002
女 16,874 17,314 17,923 18,239 18,548 19,418 19,511 20,146 20,680 20,891 21,170 21,408 21,118

乳房 女 10,721 11,177 11,323 11,797 11,918 12,455 12,731 12,529 13,148 13,240 13,584 14,015 14,285
子宮 女 5,381 5,513 5,622 5,709 5,524 5,930 6,075 6,113 6,033 6,429 6,429 6,345 6,611

前立腺 男 9,265 9,527 9,786 9,989 10,036 10,722 10,823 11,143 11,560 11,507 11,326 11,803 12,013
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1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
全国 367.0 365.8 372.7 375.1 365.3 373.2 381.7 374.5 380.6 384.9 409.8
鳥取 434.1 422.3 410.0 373.4 400.9 383.8 399.7 391.7 388.3 403.9 429.7
全国 94.5 93.6 93.4 93.6 87.8 87.1 87.1 83.2 84.5 81.3 81.1
鳥取 124.5 122.6 111.2 99.0 97.0 99.3 92.4 91.0 94.1 96.0 92.5
全国 42.8 44.6 42.3 43.3 40.0 42.3 43.8 40.9 42.8 41.9 43.0
鳥取 47.6 45.6 42.6 41.3 54.2 42.9 38.8 35.4 44.2 42.8 43.2
全国 22.9 23.5 24.5 25.5 24.3 25.9 25.7 24.9 25.5 28.8 26.4
鳥取 29.8 27.5 28.7 25.5 25.0 23.5 24.5 21.3 18.5 24.2 30.6
全国 34.8 33.3 34.4 33.0 32.4 32.8 32.4 32.8 32.3 31.6 31.9
鳥取 41.6 41.7 34.6 36.8 40.8 37.9 42.1 45.0 35.9 40.4 34.2
全国 53.5 53.5 53.8 55.6 54.8 55.9 55.7 57.1 56.6 57.4 59.6
鳥取 54.4 54.0 57.1 44.7 62.4 63.2 56.0 57.5 62.2 63.8 64.4
全国 16.4 17.5 18.1 19.2 19.7 20.4 20.7 22.9 26.2 31.4 41.4
鳥取 18.5 19.9 20.9 19.6 18.1 17.7 28.0 24.6 22.0 22.7 40.9

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
全国 400.4 408.4 407.1 423.2 444.8 446.9 462.4 519.7 484.6 474.5 477.3
鳥取 444.4 464.2 472.3 462.7 500.3 511.3 503.3 527.0 540.3 536.6 526.4
全国 79.6 83.9 80.8 78.9 80.5 78.9 79.7 80.4 79.6 77.8 74.3
鳥取 99.1 105.2 98.5 93.5 100.2 90.8 92.7 91.9 94.4 94.9 95.5
全国 43.5 45.0 45.4 45.8 48.6 48.4 50.6 55.7 57.8 56.9 58.0
鳥取 53.9 41.5 50.1 44.1 51.1 51.6 52.6 52.1 57.6 57.6 54.2
全国 25.0 26.3 28.0 28.4 29.5 30.0 30.3 33.4 35.9 33.4 34.6
鳥取 22.8 28.9 29.2 28.1 23.6 34.0 41.6 33.1 35.0 35.1 30.5
全国 30.2 30.1 29.5 29.8 30.9 29.9 28.7 26.1 25.2 23.5 22.8
鳥取 37.3 41.6 38.8 36.1 35.3 33.0 34.9 35.2 33.4 29.5 28.3
全国 58.2 58.5 58.2 61.6 62.0 64.1 64.6 64.7 64.5 62.3 62.6
鳥取 66.5 69.3 71.0 64.9 67.0 79.5 73.2 69.5 70.9 70.3 69.6
全国 39.7 42.0 40.2 43.5 46.1 52.0 56.0 66.8 60.5 60.7 58.7
鳥取 36.1 44.1 42.8 35.0 51.6 52.2 47.4 62.1 59.3 64.2 57.0

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
全国 214.1 214.7 226.1 225.7 221.3 221.0 219.0 214.0 209.4 205.1 201.7
鳥取 237.5 223.7 244.2 228.0 225.5 224.0 224.6 220.2 216.2 209.5 216.7
全国 45.2 44.7 45.4 44.3 42.6 42.1 40.8 39.1 37.1 35.3 34.5
鳥取 55.5 49.2 45.9 47.2 47.2 39.2 39.5 43.0 36.4 41.2 39.7
全国 13.8 14.1 14.8 15.1 14.7 14.8 14.7 14.4 14.2 13.9 13.8
鳥取 13.8 12.7 18.2 13.2 17.6 16.0 14.4 12.4 16.0 12.2 14.8
全国 9.0 8.9 9.7 9.6 9.5 9.6 9.4 9.3 9.2 9.1 9.0
鳥取 9.1 8.3 10.2 12.1 7.6 12.3 10.4 10.3 9.5 6.3 8.8
全国 28.4 28.7 31.6 30.8 29.9 29.9 29.0 28.2 27.3 26.7 25.5
鳥取 36.6 32.6 35.4 27.6 34.4 27.3 33.6 30.9 32.2 28.4 25.9
全国 46.1 46.7 47.5 48.1 47.3 47.3 47.0 46.3 45.6 45.3 44.2
鳥取 47.9 43.3 52.8 47.9 44.1 49.6 45.1 48.9 45.5 46.6 44.0
全国 6.6 7.0 7.7 8.2 8.2 8.6 8.5 8.6 8.4 8.5 8.5
鳥取 6.1 6.7 6.9 8.7 7.6 7.1 8.0 10.3 8.2 8.4

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
全国 202.0 197.7 193.6 191.5 188.9 183.3 182.4 179.4 175.7 172.5 168.9
鳥取 213.1 203.4 203.6 202.3 204.6 190.5 198.3 198.0 182.1 189.4 192.9
全国 34.2 32.7 31.9 31.1 30.0 29.0 28.2 27.4 26.1 25.2 24.1
鳥取 37.1 30.4 34.3 32.3 31.7 29.4 35.7 31.1 31.9 24.9 26.2
全国 13.9 13.4 13.3 13.2 13.2 12.5 12.8 13.0 13.0 12.8 12.8
鳥取 16.9 13.9 12.3 14.3 13.5 13.1 11.8 12.3 13.6 13.4 14.4
全国 9.2 9.0 8.8 8.8 8.6 8.0 8.2 8.5 8.4 8.3 8.2
鳥取 6.0 10.1 10.6 8.6 7.2 8.5 8.1 9.3 6.1 10.8 9.5
全国 24.8 23.7 22.4 21.5 20.9 19.7 19.0 18.0 16.7 16 15.0
鳥取 31.4 26.2 23.0 28.4 25.7 22.5 25.0 21.5 20.0 20.2 19.1
全国 45.2 44.6 44.0 44.0 43.5 42.5 42.4 41.7 41.0 40.4 39.7
鳥取 43.7 48.0 47.8 44.8 43.2 43.5 49.2 49.2 40.5 47.9 44.8
全国 8.5 8.5 8.4 8.2 8.1 7.7 8.0 7.8 7.6 7.7 7.3
鳥取 7.7 7.7 7.8 9.4 8.1 9.3 7.8 8.0 6.5 5.9 7.2
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資料１０－１　主要部位別年齢調整罹患率および死亡率の全国比較（男性）
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1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
全国 224.6 223.9 225.7 224.5 224.7 229.6 237.4 233.7 247.4 247.4 260.8
鳥取 231.0 219.8 212.5 213.2 228.2 214.6 231.4 217.6 232.5 244.0 252.1
全国 39.1 38.0 37.9 36.9 34.2 33.7 33.3 31.6 32.8 31.1 31.2
鳥取 50.2 43.0 49.2 44.6 46.8 37.3 37.6 36.5 38.9 37.9 35.6
全国 24.9 25.1 24.2 25.0 24.3 24.4 25.9 24.1 26.5 25.5 27.2
鳥取 23.7 28.1 24.4 26.7 28.6 25.9 24.8 21.7 26.5 27.2 27.9
全国 11.5 11.1 11.7 12.0 11.9 8.8 12.0 11.2 12.4 13.1 11.6
鳥取 14.9 13.9 11.5 14.6 10.7 9.7 12.3 12.2 10.2 14.1 14.0
全国 10.0 9.6 10.8 10.2 10.1 7.4 10.7 11.1 10.9 10.3 10.4
鳥取 11.8 10.9 9.5 12.3 11.0 14.2 10.4 12.1 11.4 9.4 12.2
全国 14.5 14.9 15.3 16.0 15.9 16.8 16.9 17.6 18.6 18.2 18.4
鳥取 14.4 13.7 12.5 14.3 20.3 16.4 18.2 15.4 19.0 20.1 18.9
全国 37.9 38.0 39.8 38.9 41.8 43.6 46.4 47.4 51.0 52.2 56.1
鳥取 34.9 37.7 35.5 30.0 32.3 33.2 29.1 33.0 35.6 38.6 42.9
全国 24.8 23.9 24.8 24.2 24.8 23.9 24.7 26.4 31.1 31.1 32.3
鳥取 17.1 18.5 16.9 14.9 19.8 16.3 30.1 25.1 27.3 30.2 35.4

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
全国 266.2 271.1 274.6 292.7 311.2 324.5 343.8 380.3 367.0 373.1 377.7
鳥取 277.4 267.6 314.2 339.0 339.9 330.3 341.3 343.9 391.3 417.8 404.8
全国 30.2 30.7 29.7 28.6 29.1 27.9 28.2 29.5 28.3 28.3 26.9
鳥取 33.3 40.3 39.5 37.4 37.5 42.4 38.2 32.4 36.9 38.8 35.8
全国 26.1 28.2 27.7 28.3 29.5 30.6 31.2 33.4 35.0 35.5 35.7
鳥取 25.9 26.5 33.3 31.0 29.8 34.3 34.0 32.1 35.9 37.3 37.6
全国 11.5 13.2 12.5 12.7 12.3 13.2 13.5 14.4 15.6 15.4 16.3
鳥取 15.9 14.5 12.2 15.1 12.9 14.3 13.9 16.3 16.4 12.2 17.7
全国 10.3 10.1 10.0 10.6 11.1 10.5 10.3 9.0 9.0 8.1 7.9
鳥取 10.6 12.3 13.9 14.0 11.1 10.1 10.0 10.3 8.7 9.7 11.1
全国 19.5 20.3 19.6 21.1 21.7 23.1 23.8 25.9 25.0 24.9 25.1
鳥取 19.1 20.8 21.1 26.8 26.1 27.8 27.7 25.5 25.2 30.8 27.5
全国 62.0 61.4 65.6 73.4 77.1 79.7 88.7 93.6 94.2 96.8 97.3
鳥取 60.4 48.8 72.6 76.9 82.1 65.6 69.3 76.2 87.0 87.7 91.2
全国 32.6 34.3 34.7 37.6 44.8 49.7 57.8 69.3 68.8 69.3 70.6
鳥取 35.7 30.5 44.0 35.7 37.1 46.6 51.2 54.9 72.1 89.9 66.1

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
全国 105.0 105.1 108.3 107.7 106.4 105.9 105.2 103.5 102.5 99.7 98.1
鳥取 96.3 104.5 107.8 107.4 107.1 106.7 102.2 104.1 98.9 92.8 102.0
全国 19.2 18.4 18.5 17.6 16.8 16.4 15.9 15.3 14.6 13.8 13.2
鳥取 20.4 17.8 23.1 20.7 20.1 16.9 17.8 19.1 16.0 14.5 13.3
全国 9.7 9.8 9.9 9.9 9.8 9.6 9.8 9.5 9.5 9.5 9.5
鳥取 8.3 10.8 7.9 9.8 9.1 8.2 7.5 9.5 10.1 9.9 9.8
全国 4.2 4.0 4.3 4.3 4.2 4.3 4.2 4.1 4.1 3.9 4.0
鳥取 4.5 3.0 6.2 5.5 3.8 3.5 5.5 4.2 4.7 3.9 5.2
全国 7.8 7.8 9.1 9.1 9.0 9.0 9.1 8.8 8.8 8.5 8.1
鳥取 7.8 10.1 9.3 9.0 10.3 11.1 7.9 7.1 7.4 8.4 8.1
全国 12.1 12.3 12.5 12.6 12.5 12.6 12.5 12.3 12.2 11.8 11.1
鳥取 10.2 11.3 11.7 13.3 11.6 11.7 13.2 11.1 12.8 10.4 11.8
全国 8.9 9.3 9.9 9.9 10.4 10.4 10.5 10.7 11.1 10.8 10.9
鳥取 5.7 6.2 11.2 8.6 8.3 10.6 8.6 7.8 7.5 7.2 10.1
全国 5.2 5.2 5.4 5.4 5.3 5.2 5.2 5.3 5.2 5.2 5.1
鳥取 4.9 6.1 5.8 5.8 5.7 5.3 5.6 5.4 5.9 5.3 5.0

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
全国 99.2 97.3 95.8 94.5 94.2 92.2 92.2 91.8 90.3 89.7 89.4
鳥取 95.6 96.9 89.2 102.1 96.4 91.3 97.8 94.9 88.2 91.3 91.3
全国 13.2 12.5 12.0 11.5 11.0 10.7 10.2 9.9 9.6 9.2 9.0
鳥取 12.3 14.8 9.9 16.1 11.6 14.8 11.0 11.1 10.4 10.1 10.9
全国 9.4 9.3 9.0 8.8 8.6 8.6 8.6 8.7 8.7 8.8 8.8
鳥取 9.5 9.2 7.4 9.7 8.8 6.0 9.5 10.0 10.3 7.9 9.2
全国 4.0 3.8 3.7 3.8 3.7 3.5 3.5 3.4 3.6 3.4 3.5
鳥取 5.7 3.7 3.1 4.2 6.6 2.7 4.3 4.2 3.6 2.9 3.1
全国 8.1 7.7 7.4 7.3 7.0 6.6 6.4 6.0 5.6 5.2 5.1
鳥取 10.5 8.8 7.9 9.1 5.2 6.8 7.7 6.5 5.5 5.2 7.2
全国 11.5 11.7 11.7 11.7 11.7 11.4 11.5 11.4 11.4 11.4 11.4
鳥取 11.0 11.0 10.6 11.4 12.1 11.8 11.6 13.3 11.6 10.6 10.7
全国 11.4 11.4 11.7 11.6 11.9 11.8 11.9 12.1 11.5 12 11.8
鳥取 7.6 8.2 13.6 10.3 9.4 11.7 15.1 11.1 10.2 11 10.1
全国 5.2 5.1 5.1 5.1 5.2 5.0 5.3 5.4 5.4 5.3 5.7
鳥取 6.1 6.2 4.0 5.3 3.5 3.7 5.1 6.6 7.0 6.9 3.4
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資料１０－２　主要部位別年齢調整罹患率および死亡率の全国比較（女性）
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胃

結腸

年
齢
調
整
死
亡
率

（
人
口
1
0
万
対

）

全部位

胃

結腸

直腸

全部位

肝臓

肺

乳房

子宮

肝臓

肺

乳房

子宮

子宮

胃

結腸

直腸

肝臓

肺

乳房
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主要部位・性別罹患数の年次推移（鳥取県東部）

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

男 672 697 586 522 586 620 602 680 673 725 742 824 889 956 966 909 972 1,048 1,056 1,135 1,203 1,146 1,160

女 469 434 399 394 442 463 467 466 500 512 535 596 661 692 776 824 733 828 740 804 869 908 927

男 186 192 174 146 153 135 165 157 154 175 184 191 202 221 188 200 185 183 207 214 217 199 213

女 141 117 81 96 101 110 75 85 103 94 97 100 85 104 121 122 109 131 113 111 127 109 117

男 55 61 60 50 63 76 56 55 46 74 72 87 121 80 105 95 116 133 117 123 138 127 113

女 47 41 54 53 45 57 51 51 53 63 63 70 78 74 101 91 80 107 74 94 111 126 104

男 44 49 37 38 43 39 36 46 29 36 44 51 46 65 66 58 49 69 101 68 79 83 54

女 34 23 22 26 35 20 27 22 25 26 34 32 45 32 27 29 29 34 42 40 50 25 47

男 83 74 40 39 52 59 49 68 84 68 78 67 71 80 73 70 66 70 60 75 72 52 76

女 38 31 16 22 35 22 45 27 36 40 39 44 41 43 47 42 43 45 34 45 36 27 42

男 113 109 93 88 88 109 100 107 108 132 126 135 139 146 144 112 157 157 150 143 154 161 154

女 31 23 24 22 35 55 41 36 44 42 44 55 51 64 59 72 70 86 70 91 68 80 82

乳房 女 42 48 56 37 36 47 51 43 60 54 63 78 110 90 137 127 113 98 94 100 109 128 136

子宮 女 23 36 29 30 37 32 30 44 36 33 36 51 49 61 68 53 57 60 69 88 94 111 86

主要部位・性別罹患数の年次推移（鳥取県中部）

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

男 338 324 370 341 306 378 352 424 365 360 409 467 458 479 509 470 548 542 528 553 543 505 560

女 231 244 256 283 242 272 277 283 293 272 291 317 344 306 333 367 377 404 409 394 416 470 431

男 105 110 101 103 76 102 109 98 91 90 88 86 100 93 106 95 113 99 110 112 108 92 104

女 63 52 54 74 49 54 61 51 44 44 49 47 55 46 50 40 39 72 55 55 42 65 54

男 26 37 36 29 39 43 36 32 36 32 42 42 37 39 42 47 43 55 49 55 62 46 63

女 22 31 32 33 32 28 30 29 29 32 31 53 40 37 46 42 43 50 57 42 37 47 55

男 20 27 25 25 18 20 22 23 18 16 11 31 18 26 25 30 29 31 38 29 31 31 34

女 19 17 16 10 14 14 13 14 17 14 15 18 15 12 10 21 10 21 18 15 19 16 21

男 36 32 43 22 35 31 27 46 38 33 39 39 37 43 46 34 45 33 39 34 31 30 29

女 12 10 18 18 20 19 17 16 19 12 18 14 17 14 20 17 22 13 13 15 17 22 14

男 56 39 50 58 30 67 60 56 56 57 62 68 89 74 86 86 75 95 92 95 81 73 79

女 16 22 18 33 20 24 28 36 28 25 28 33 39 33 31 53 41 42 44 35 50 63 43

乳房 女 25 30 39 30 34 29 33 34 33 40 31 30 40 51 45 45 60 60 50 74 70 77 61

子宮 女 12 12 12 18 11 26 19 15 25 32 23 30 21 20 20 19 19 27 34 34 41 32 29

主要部位・性別罹患数の年次推移（鳥取県西部）

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

男 642 675 608 572 613 663 637 669 725 700 739 766 829 846 918 1,006 1,059 1,104 1,120 1,119 1,199 1,270 1,204

女 464 452 400 381 403 476 409 518 477 528 570 589 574 597 696 844 869 795 862 860 925 980 940

男 186 204 182 159 174 165 138 152 153 145 167 162 169 189 201 174 211 180 195 177 194 233 213

女 108 95 84 99 94 97 71 87 88 94 99 96 85 102 110 103 115 96 108 100 105 105 109

男 53 70 64 65 68 104 92 87 74 96 84 83 104 90 100 82 100 87 101 96 119 129 129

女 54 64 61 39 73 76 63 68 56 72 84 80 63 67 81 100 83 89 103 99 104 123 105

男 41 38 40 38 43 43 37 35 45 28 56 49 42 48 49 50 36 65 64 65 64 66 66

女 26 28 32 24 29 23 19 27 27 22 29 32 29 43 36 44 42 38 30 42 36 42 45

男 56 69 74 57 60 72 80 64 81 63 62 49 70 71 61 74 67 75 81 72 80 80 62

女 22 21 27 20 20 29 26 28 24 25 19 36 24 31 39 51 30 30 33 30 34 40 39

男 101 83 66 64 75 91 105 97 104 114 117 124 116 149 157 159 144 189 180 163 159 183 176

女 36 32 34 24 26 41 33 56 38 64 59 49 60 44 67 73 103 78 92 80 87 98 85

乳房 女 57 57 51 61 48 46 45 43 37 53 62 67 89 69 93 146 166 130 156 150 168 176 175

子宮 女 24 16 13 13 15 19 14 49 44 40 57 46 55 45 58 55 47 62 63 58 84 106 72

肝臓

資料１１－１　主要部位・性別罹患数の年次推移（東部・中部・西部）

全部位

胃

結腸

直腸

肝臓

肺

全部位

胃

結腸

直腸

肺

肺

全部位

胃

結腸

直腸

肝臓
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主要部位・性別年齢調整罹患率の年次推移（鳥取県東部）

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

男 463 475 387 339 371 388 368 396 385 409 414 447 471 501 498 463 483 503 508 553 578 537 536

女 245 233 215 203 224 233 224 218 218 224 241 264 309 300 357 367 332 350 322 350 402 421 425

男 127 131 117 97 100 84 103 93 90 103 106 105 110 118 98 106 94 94 96 103 106 92 98

女 75 58 42 47 50 53 36 37 42 40 41 37 31 44 43 47 43 49 41 33 45 40 37

男 38 42 39 32 40 47 33 31 26 42 40 45 66 41 55 50 59 63 62 62 63 63 50

女 24 20 28 25 23 29 24 21 22 24 27 24 30 27 39 30 31 40 28 32 40 43 41

男 31 33 25 26 28 25 23 29 17 21 26 30 25 33 36 31 27 35 53 34 40 41 25

女 17 13 10 12 18 9 11 10 11 11 16 14 20 12 14 12 14 15 18 18 20 10 20

男 59 49 26 26 33 38 28 42 47 39 45 38 37 43 41 36 35 34 29 38 37 24 34

女 18 15 7 9 15 10 19 11 14 15 11 15 14 15 15 15 14 13 11 14 10 8 14

男 76 74 60 55 53 67 59 59 61 70 67 69 71 70 68 55 70 70 70 66 74 68 67

女 14 11 11 9 16 27 16 13 16 14 15 21 17 25 22 31 22 34 21 31 24 24 27

乳房 女 28 35 37 25 25 31 33 27 37 34 41 49 77 52 88 80 72 57 53 57 70 75 92

子宮 女 15 26 20 23 25 22 21 30 20 22 23 37 37 40 53 38 45 49 56 72 84 101 80

主要部位・性別年齢調整罹患率の年次推移（鳥取県中部）

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

男 410 403 438 401 350 425 395 459 391 384 421 470 465 491 500 465 549 527 498 527 494 479 510

女 218 245 237 250 216 260 247 241 243 247 251 261 286 256 289 288 325 322 328 351 378 415 397

男 129 140 117 126 88 117 127 106 104 105 89 92 109 98 104 96 113 95 94 109 100 85 100

女 56 50 48 62 40 52 52 43 31 34 35 32 41 37 40 21 28 51 39 36 29 41 43

男 31 47 45 35 45 48 39 36 38 35 46 40 37 42 41 49 48 56 48 56 56 40 57

女 23 26 29 26 24 25 25 24 21 25 24 38 29 31 36 28 33 27 40 29 24 29 37

男 25 35 31 30 21 22 26 27 19 18 12 37 20 25 27 33 29 39 42 29 33 33 36

女 18 17 14 9 13 13 11 12 15 11 11 15 15 10 5 19 9 15 13 13 15 14 14

男 44 42 53 26 43 41 30 52 43 37 47 41 38 50 51 35 46 33 43 36 26 26 23

女 9 12 14 14 15 16 12 13 14 10 13 10 9 9 11 9 12 6 8 9 10 13 11

男 67 44 60 64 32 74 65 56 56 57 65 67 80 68 79 77 72 87 82 82 66 66 70

女 11 19 15 25 15 17 18 21 17 17 23 20 26 25 19 32 26 26 26 22 25 49 31

乳房 女 32 41 49 40 44 39 44 38 46 53 49 41 49 65 73 60 76 73 56 96 98 96 73

子宮 女 11 15 12 17 11 30 19 20 29 38 28 44 25 18 25 26 29 45 56 53 63 66 54

主要部位・性別年齢調整罹患率の年次推移（鳥取県西部）

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

男 431 443 388 358 372 389 370 370 394 369 387 393 410 420 434 462 493 514 500 500 525 562 524

女 224 225 187 179 187 208 181 234 202 235 243 236 241 242 286 332 354 316 366 335 389 413 390

男 124 133 117 100 106 97 79 84 85 80 89 81 84 97 96 80 100 86 89 74 80 102 91

女 51 46 38 45 43 37 30 35 35 40 36 36 32 38 36 36 37 33 35 30 34 36 31

男 36 46 41 40 41 63 53 46 42 51 45 43 51 42 49 36 46 39 45 40 52 60 58

女 25 28 27 18 33 31 28 28 22 30 29 27 21 25 27 33 28 31 36 34 38 36 35

男 28 24 26 24 26 26 21 20 26 16 30 28 22 27 24 23 18 32 30 35 32 31 34

女 11 14 16 11 12 11 7 14 12 9 14 14 13 19 14 16 13 13 11 16 13 13 17

男 38 44 49 39 38 43 49 37 45 33 33 27 37 38 32 37 31 32 37 32 34 36 25

女 10 10 12 9 9 10 10 9 9 9 7 11 8 11 14 16 8 9 10 8 8 9 9

男 66 53 40 38 43 50 59 53 54 58 61 59 55 70 70 68 62 85 72 67 69 75 72

女 15 15 14 8 12 15 15 22 13 25 23 16 17 15 21 20 31 23 34 22 26 28 27

乳房 女 34 35 29 38 28 30 28 25 23 29 32 38 49 38 58 82 94 71 92 86 99 96 98

子宮 女 13 8 7 5 6 12 7 34 27 28 38 30 38 27 43 38 33 45 45 39 64 88 57

肝臓

資料１１－２　主要部位・性別年齢調整罹患率の年次推移（東部・中部・西部）

全部位

胃

結腸

直腸

肝臓

肺

全部位

胃

結腸

直腸

肺

肺

全部位

胃

結腸

直腸

肝臓
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参考資料１ 鳥取県がん登録事業実施要綱 

 
（趣旨）  
第１条  この要綱は、鳥取県がん登録事業（以下「がん登録」という。）の実施

に関し必要な事項を定めるものとする。  
（事業の目的）  
第２条  がん登録は、本県における悪性新生物患者の疫学及び診療面での実態を

把握するため、悪性新生物の登録を行い、もって悪性新生物予防対策推進上の
基礎資料とし、県民の保健衛生の向上に寄与することを目的とする。  

（事業の実施）  
第３条  がん登録は、県が鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に

委託して実施する。     
（登録の対象）  
第４条  がん登録は、次に掲げる者（以下「登録対象者」という。）について行

う。  
（１）県内居住者で次に掲げる疾患（良性と明記されていない脳腫瘍及び内分泌

腫瘍を含む。）と診断又は疑診された者  
  ア  悪性新生物  
  イ  上皮内癌  
  ウ  性質不詳の新生物  
（２）県内居住者で死亡した者のうち、人口動態調査（昭和 22年指定統計第５号）

死亡小票（以下「死亡小票」という。）のいずれかの欄に悪性新生物又は性
質不詳の新生物の記載のある者  

（登録事項）  
第５条  がん登録は、登録対象者に係る次に掲げる事項（以下「登録事項」とい

う。）について登録する。  
（１）氏名  
（２）性別  
（３）生年月日  
（４）現住所  
（５）診断名  
（６）病理組織診断名  
（７）病巣の拡がり  
（８）初診年月日  
（９）症状初発年月  
（ 10）受診の動機  
（ 11）診断・疑診年月日  
（ 12）診断根拠  
（ 13）治療方法  
（ 14）生存状況  
（登録の方法）   
第６条  がん登録は、次により行う。  
（１）届出票による登録  
  ア  健対協は、医療機関に対し、患者が登録対象者に該当するときは、届出

票（様式第１号）の提出を求めることができるものとする。    
    イ  健対協は、提出された届出票について記入漏れ、重複の有無、疑義又は

不明事項の有無等を確認し、必要に応じて届出した医療機関に問い合わせ
るものとする。この場合、健対協は、当該医療機関に対し、問合せ票（様
式第２号）の提出を求めることができるものとする。  

  ウ  健対協は、登録対象者に係る登録事項を記入するための冊子又は電子媒
体（以下「腫瘍登録簿」という。）を作成し、確認済の届出票の内容を腫
瘍登録簿に登録するものとする。  

 
（２）死亡小票による登録  
  ア  県は、管内保健所から死亡小票の写しの提供を受け、健対協に送付する

ものとする。  
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    イ  健対協は、腫瘍登録簿と死亡小票を照合して、登録済の登録対象者の死
亡が確認された場合は、その旨を腫瘍登録簿に登録するものとする。  

  ウ  健対協は、腫瘍登録簿と死亡小票を照合して、死亡小票に未登録の登録
対象者が記載されていた場合は、当該登録対象者を腫瘍登録簿に登録する
ものとする。この場合、死亡診断書を作成した医療機関に対し、当該登録
対象者に係る補充票（様式第３号）の提出を求めることができるものとす
る。  

（予後の調査）  
第７条  健対協は、登録済の登録対象者の生死の状況を確認するため、医療機関

に対し必要に応じて追跡票（様式第４号）の提出を求めることができるものと
する。  

２  前条第１号イ及びウの規定は、前項の規定による予後の調査をする場合につ
いて準用する。  

（解析及び評価）  
第８条  健対協は、第６条及び第７条による登録に基づき解析及び評価を行い、

罹患率その他の数値を算出するものとする。  
（結果の報告）  
第９条  健対協は、前条による結果並びに第６条及び第７条による登録の状況を

毎年１回  以上県に報告するものとする。  
２  健対協は、前項の報告の提出に当たって、当該報告に係る疾病の予防対策、

患者の管理対策等について意見を付することができる。  
（結果の公表）  
第 10条  県は、第８条による結果を、毎年、速やかに公表するものとする。  
（利用及び提供の制限）  
第 11条  がん登録に従事する者は、届出票その他のがん登録に係る情報の取扱い

を厳重に行うとともに、第２条に掲げる目的以外の目的のために登録対象者に
係る登録事項をがん登録に従事する者において利用し、又はがん登録に従事す
る者以外の者に提供してはならない。ただし、疫学研究への活用等提供するこ
とに公益上の必要その他相当な理由があると県が認めるときは、この限りでな
い。  

（情報の提供）  
第 12条  県は、前条ただし書の規定により登録対象者に係る登録事項を提供しよ

うとするときは、提供を受ける者に対し、鳥取県個人情報保護事務取扱要綱（平
成 11年９月 29日付鳥取県総務部長通知）に定める個人情報提供申請書のほか、
次に掲げる書類のいずれかを提出させるものとする。  

（１）承認済の倫理審査申請書  
（２）承認済の研究計画書その他前号に準ずる書類  
（雑則）  
第 13条  この要綱に定めるもののほか、がん登録の実施について必要な事項は、
福祉保健部長が別に定める。  

 
  附  則  
  １  この要綱は、平成１７年５月２６日から施行し、平成１７年度事業から

適用する。  
２  成人病登録実施要綱は、廃止する。  
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登録情報の提供および疫学研究等での利用手続き 

 

鳥取県がん登録事業実施要綱第１１条および第１２条の趣旨に基づき、所定の手続き、審

査を経て、情報の提供を受けることができる。その趣旨と手続き方法を以下に示す。  

 

趣旨 

がん登録事業で収集される個人情報について、疫学研究等での利用を目的とする第三者に提供

する際には、鳥取県個人情報保護事務取扱要領に基づき、次の手順で行う。  

① 第三者が「個人情報提供申請書」に、第三者が所属する機関で承認を得た倫理申請書又は

これに準ずる書類を県に提出する。  

② 県は審査の結果、適当と認めるときは、「個人 情報提供通知書」を条件を付した上、交

付する。  

③ 県は委託先の健対協に指示して、第三者の求め る個人情報を提供させる。  

④ 第三者は個人情報を利用した後は、健対協に返 還するか廃棄する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 個人情報提供の申請・審査・条件付提供通知・提供の流れ 

参考資料２ 
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カルテ番号  

 

様式１号 

 

  鳥取県がん登録届出票 
 

 

(1) 届出機関名 ・所 在 地 

・名  称                                                             
 ふ り が な  （  ） 

(3) 性 別：  1．男 2．女 
(2)患者氏名： 

（姓 

 

名） 

 (4)生年月日： 1．明   2．大   3．昭   4．平     年     月      日 

 (5)現 住 所：   
鳥取 

 
県 

 市 

郡 
 町 

村 
 番地 

番 
 

号 
    

 

 (6)診 断 名：                        腫瘍占居部位                  

1.初発（治療開始前） 2.治療開始後 3.疑診 

 (7)病理組織診断名：（                        ）    
※例：「扁平上皮癌」 

「高分化腺癌」など 

 (8)病巣の拡がり：1.上皮内 2.当該臓器に限局 3.所属リンパ節転移 4.隣接臓器浸潤 5.遠隔転移 6.不明 

 (9)初診年月日：     年      月      日 

(10)受診の動機： 1．有訴受診 2．健康診断（人間ドック等）3．各種がん検診 4．他疾患治療中 5．その他 

(11)診断・疑診年月日：     年      月     日 

(12)診断根拠：前医の情報も含めて診断の根拠とした検査を、数字の小さい方を優先して一つだけ記入してください 

1. 原発巣の組織診  2. 転移巣の組織診  3．細胞診  4. 部位特異的な腫瘍マーカー 

5. 臨床検査     6. 臨床所見のみ 

(13)治療方法：該当するものの番号には ○、最も中心となっている治療方法に、１つだけ ◎を付けて下さい 

1. 外科的手術 

2. 体腔鏡的手術 

3. 内視鏡手術（ポリペクトミーを含む） 

4. 放射線療法  5. 化学療法  6. ホルモン療法  7. 免疫療法  8.対症療法のみ 

9. その他（TAE, PEIT，ラジオ波，温熱，レーザー燒灼 MCT/MCNT , 骨髄移植              ） 

(14)現在の状態： 

1．生存中（最終生存確認年月日      年      月      日） 

2．死亡（死亡年月日    年     月     日）    死因   ａ．がん死 ｂ．他病死 

3．不明                         死因名（                 ） 

(15)患者が貴院受診前に他機関を訪れている場合は    

その診療機関名を記載ください。 

  

(16)患者を他機関に紹介された場合はその医療機関名を記

載してください。 

   

 

この欄は記入しないでください。 

 
※ 受 付 年 月 日：  

 

※ 受 付 番 号：  NO．        
 

※ 登 録 番 号：  NO．        
 

 

｝ 
ａ．治癒切除  ｂ．非治癒切除  c．その他 

秘 

参考資料３ 
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鳥取県がん登録届出票記入要領 

（2011 年 6 月改訂版） 

 

届出対象住所 ： 鳥取県内在住者（他府県住所の患者は、届出があっても登録・集計に含めない） 

同上 疾患 ： 全悪性新生物（上皮内がんを含む）または頭蓋内の新生物（良性及び性状不詳の 

新生物を含む） 

届出票の提出 ： １．貴院における治療終了時 

入院患者：新発生のがんに対する一連の治療が終了した時、または退院時 

外来患者：(1)外来治療終了時、(2)検査・治療のために他院に紹介した時 

２．多重がんの診断時（各々の部位について別々に届出票を作成） 

３．悪性新生物と診断されていた患者が死亡した時 

 

 

今年から届出項目の(6)診断名および(13)治療方法の選択内容が変更になりましたのでご注意下さい。 

なお、再通知の場合は、最低(1)～(6)の項目と追加・訂正・更新のあった項目のみの記入でも構いません。

記入に際しましては、できるだけ分かりやすい表記でお願いします。 

また、貴院で既に新発生のがんの届出をした者の再発例の届出は不要です。 

 

必須項目(1)～(6) 

 

(1)届出機関･所在地･名称 ： 貴病院・医院・診療所の所在地と名称を記入して下さい。 

                    レセプトなどに使用されるスタンプでも構いません。 

(2)患者氏名 ： 姓と名の間は 1 文字空けて、氏名には必ず正しいふりがなを付けて下さい。 

（個人情報の取扱いには、細心の注意を払っております）。 

(3)性別 ： 該当する番号を○で囲んで下さい。 

(4)生年月日 ： 和暦で生年月日を記入。元号は、該当する番号を○で囲み、年月日を記入して下さい。 

           この項は、登録照合の第１指標として活用されますので、お書き間違えのないようにお願 

いいたします。 

(5)現住所 ： 県内居住者は市・郡からお書き下さい。市・郡、町・村の文字は該当するものを○で囲んで

下さい。 

注) 受診のために仮の住所に滞在されている場合は、本来の住所を記入して下さい。 

(6)診断名 ： 診断名中には分類のため腫瘍発生の臓器を記入して下さい。 

なお、明確に悪性を示す言葉のない診断名（例－膀胱腫瘍）の場合、もし悪性であることが判明してい

れば、悪性の言葉を頭に付けて下さい。悪性の言葉がないと、性状不詳の新生物に分類されます。 

また、上皮内癌の症例には上皮内癌、再発の症例には再発とお書き添え下さい。 

 

◎腫瘍占居部位 ： 診断名に示された臓器内の腫瘍の占居部位は可能な限り書いて下さい。 

        例 ： 診断名：胃がん→腫瘍占居部位：噴門部 、診断名：膀胱がん→腫瘍占居部位：尿管口  

診断名：肺がん→腫瘍占居部位：上葉  、診断名：乳がん→腫瘍占居部位：Ｃ（外側上部）  

初発（治療開始前）・治療開始後・疑診 ： 貴医療機関における判断により、該当する番号を○で囲 

んで下さい。 

※コード化しますので略語の利用は避けて、できるだけ読みやすい表記をお願いします。 

※多重がんの場合は、各々のがんについて別々に届出票を作成して下さい。 

◎(7)病理組織診断名 ： 病理組織検査による診断名≪組織型≫を記入して下さい。 

参考資料４ 
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     例 ： 扁平上皮癌、高分化型腺癌、低分化型管状腺癌、移行上皮癌、硬性腺癌、肝細胞癌 

※病理組織所見（肺の腺癌・扁平上皮癌、胃の低分化腺癌、Ｂ細胞慢性リンパ性白血病、など）が

ますます重要になっていますので、病理組織型＜分化度、リンパ腫・白血病の免疫学的表現型を含

め＞を漏れなく記入して下さい。できるだけ読みやすい表記をお願いします。 

 

(8)病巣の拡がり ： 悪性新生物と診断された病巣の拡がりについて該当する番号を○で囲んで下さい。 

     1.上皮内  2.当該臓器に限局  3.所属リンパ節転移  4.隣接臓器浸潤  5.遠隔転移  6.不明 

 

(9)初診年月日 ： (6)診断名に記載の腫瘍のために、患者が貴医療機関を最初に受診した年月日を記入

して下さい。 

(10)受診の動機  ： 腫瘍の発見の経緯を把握するための項目。該当する番号を○で囲んで下さい。 

     1.有訴受診   2.健康診断（人間ドック等）   3.各種がん検診   4.他疾患治療中   5.その他   

 

(11)診断・疑診年月日  ： 貴医療機関が、患者を(6)診断名に記載の腫瘍と診断または疑診（記入時点で 

なお疑診に留まっている場合）の年月日を記入して下さい。 

(12)診断根拠 ： 前医の情報も含めて診断の根拠とした検査を、数字の小さい方を優先して一つだけ記入

して下さい。 

1．原発巣の組織診…白血病の骨髄穿刺は、この項に含む。 

2．転移巣の組織診。 

3．細胞診…喀痰、尿沈渣、腟分泌物などによる剥離細胞診、ＴＶ ブラッシ、ファイバースコープなどによ

る擦過あるいは吸引細胞診、洗滌細胞診を含む。白血病及び悪性リンパ腫の一般血液検査も、こ

の項に含む。 

4．部位特異的な腫瘍マーカー…絨毛癌のHCG 、前立腺がんのＰＳＡ 、肝がんのＡＦＰ 、神経芽細胞 

腫のHVA ・VMA 、など。 

5．臨床検査…X 線、CT 、MRI 、RI 、PET 、超音波などの画像診断、内視鏡。組織診、細胞診を伴わ 

ない試験開腹・開胸・解剖。ＣＥＡ などの非特異的腫瘍マーカー、など。 

6．臨床所見のみ…上記1- 5 を伴わない視触診。 

 

(13)治療方法 ： 貴医療機関が実施された治療方法の番号を○で囲んで下さい。 

なお、最も中心となっている治療方法に、１つだけ◎を付けて下さい。 

1.外科的手術 

2.体腔鏡的手術                    

3.内視鏡手術（ポリペクトミーを含む）      ※上記治療結果は、該当する記号を○で囲んで下さい。 

4.放射線療法 …… 放射線治療。主治療の他、術前術後照射も含む。 

5.化学療法 …… 抗がん剤投与。術中投与も含む。肝がんの TAI は、ここに含める。 

6.ホルモン療法 …… ホルモン剤投与。自己のホルモン分泌を制御するための摘除術、あるいは 

放射線照射 

7.免疫療法 …… 悪性腫瘍に対する自己免疫を強化する目的で行われるＢＣＧなどの投与。 

8.対症療法のみ …… 1.～7.、および 9.以外の治療方法を行わず、対症療法のみの治療。 

9.その他 …… 1.～8.以外の治療方法による治療。該当する治療法を○で囲んで下さい。 

その他、それ以外の治療をした場合にはその治療名を記入して下さい。 

TAE …肝動脈塞栓療法。 

PEIT … 経皮的エタノール注入法。 

ラジオ波 

温熱 … 病巣に対して行った温熱療法。 

a.治癒切除、b.非治癒切除、c.その他 
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レーザー燒灼 … レーザー光線によるがん病巣の燒灼。 

MCT/MCNT(Microwave coagulation necrosis therapy) …マイクロ波 凝固壊死療法。 

骨髄移植 

(14)現在の状態 ：  貴医療機関が確認している最新の患者の状態について、該当する番号を○で囲んで

下さい。 

なお、生存中の場合には、最終生存確認年月日を、死亡の場合には、死亡年月日お

よび死因を選択し、該当する番号を○で囲み、死因名を記入して下さい。 

  1.生存中     2.死亡     3.不明 

               死因   1.がん死    2.他病死      

               死因名（                  ）  

   

(15)前医療機関  ： (6)診断名に記載の腫瘍のために、患者が貴医療機関を受診する前に受診した医療

機関があれば、その医療機関名を書いて下さい。 

(16)紹介医療機関  ： (6)診断名に記載の腫瘍のために、患者を他の医療機関に紹介された場合には、そ

の医療機関名を書いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 問い合わせ先] 

１． 届出票・専用封筒の請求 

２． 届出票の記載方法 

３． 電子媒体による鳥取県 地域がん登録管理システム(Ver.2)入力ソフト 

の取得＆活用方法 

いずれも、鳥取県医師会内 鳥取県健康対策協議会事務局へ。    

電話：0857-27-5566  Ｆａｘ：0857-29-1578 

〒680-8585 鳥取市戎町 317 番地 
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病理組織略語表 

Malignant Tumor 届出票の病理組織を記入時に参照してください。 
 

 

 

     乳がん 
      

     

 

 

 

 

 

胃がん・大腸がん・前立腺がん 

 

 

 

 

     リンパ腫・白血病 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

白血病の FAB 分類 

                                   L１ ～３, M０ ～７ 

         

 

分化度 

 

 

 

 

 

 

 

 

病理組織名 略語 

腺がん 

管状腺がん 

高分化型管状腺がん 

中分化型管状腺がん 

低分化型管状腺がん 

印環細胞がん 

粘液がん 

乳頭腺がん 

扁平上皮がん 

腺扁平上皮がん 

肝細胞がん 

胆管細胞がん 

腎細胞がん 

未分化がん 

小細胞がん 

移行上皮がん 

基底細胞がん 

上皮内がん 
 

ad.ca. 

tub 

tub1 

tub2 

tub3 

sig 

muc 

pap 

ｓｑ.C.C. 

asc 

HCC 

CCC 

RCC 

ud 

SmCC 

TCC 

BCC 

CIS 
 

病理組織名 略語 

低分化腺がん 
 

por,por1,por2 
 

病理組織名 略語 

乳頭腺管がん 

充実腺管がん 

硬がん 
 

Pap tub 

Solid tub 

Sci 
 

病理組織名 略語 

悪性リンパ腫 

非ホジキンリンパ腫 

急性リンパ芽球性白血病 

急性骨髄性白血病 

慢性リンパ球性白血病 

慢性骨髄性白血病 

成人 T 細胞白血病 
 

ML 

NHL 

ALL 

AML 

CLL 

CML 

ATL 
 

病理組織名 略語 

Well differentiated 

Moderately differentiated 

Poorly differentiated 

Undifferentiated 
 

W/D ,Well diff 

M/D ,Mod diff 

P/D ,Poorly diff 

Undiff 
 

部位共通 部位固有 
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がん登録対策専門委員会  

委員長：尾崎 米厚（鳥取大学医学部環境予防医学教授）          平成 31年 3月現在 

明穂 政裕 鳥取県医師会常任理事 小坂 博基 鳥取県東部医師会理事

安達 敏明 鳥取県西部医師会副会長 杉谷　 篤 米子医療センター副院長

池口 正英 鳥取県立中央病院長 瀬川 謙一 鳥取県医師会常任理事

磯本 　一
附属病院がんセンター長兼統合
内科医学講座機能病態内科学教授

高橋 浩毅
鳥取県健康政策課がん･生活習慣病
対策室長

岩垣 陽子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県医師会事務局 野田 博司 鳥取県中部医師会理事

大石 正博 鳥取市立病院副院長 藤井 秀樹 鳥取県福祉保健部長兼健康医療局長

岡田 克夫 鳥取県医師会常任理事 皆川 幸久 鳥取県立厚生病院長

岡本 幹三
鳥取大学医学部附属病院がんセンター
特任教員

吉田 良平 米子・倉吉保健所長

黒沢 洋一 鳥取大学医学部健康政策医学教授

敬称略  

編集後記 

 

本年度も色々ありましたが、何といっても 2016 年診断症例の全国がん登録速報値が新聞トップ

一面記事として掲載されたことです。がん登録推進法の施行 2 年目にして公表された集計値は、

2015 年の 89 万人から 10 万人増の 99 万人の新規罹患数でした。また、精度指標としてのＤＣＮ

の標記はなくなりましたが、ＤＣＩやＭＩ比、ＤＣＯ％，ＭＶ％の数値などにも如実に反映されて

いることがわかりました。とりわけ届出の義務化による改善は、ＤＣＯ％に顕著に表れ、2014 年

の 6.4％から 3.2％（約 32､000 件）に半減したのには驚きました。登録の完全性に汲々としていた

ことが夢のようです。 

登録を目的とした時代は終わり、新たにがん登録データを活用し、がん対策に有用ながん登録と

がん統計、患者・地域のために役立つがん情報の発信をする時代となってきたことを身をもって感

得しております。 

今後は、2018 年度の春の日本がん登録協議会第 27 回学術集会（沖縄）でも強調された「患者・

地域に解決をもたらすデータサイエンスの進化」に向けた行動を発動していかなければならないと

の思いで一杯です。そのためにも、「登録室としてできることは何か」を考えていかなければと思

いながら、登録データに向き合う毎日です。これからは、登録データをどう処理していくか、デー

タ選択と活用に、統計学的手腕が問われることは必至と思われます。 

また、鳥取県がん登録のホームページのリニューアルについても、がん登録情報の利活用の促進

を目指して、全国がん登録集計を契機に、内容、構成およびその仕掛けの見直しを計画しています。 

最後に、報告書は、小林まゆみと岡本の両名で情報収集し編集しました。毎年少しずつ見直して

修正を加えてはおりますが、皆様の忌憚のないご意見・ご感想がいただけますとよろこびます。 

 

平成 31年 3月 吉日 

                   鳥取県健康対策協議会 がん登録対策専門委員会委員 

鳥取大学医学部附属病院 がんセンター  特任准教授  岡本 幹三 

鳥取大学医学部環境予防医学分野 がん登録実務担当  小林 まゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	1.H30表紙
	2.平成30年度　報告書巻頭言
	3.H30目次
	4.H30概要 P1～P4
	5.H30指標 P5 
	6.H30平成26年がん罹患・受寮状況標準集計結果修正分 P6～P19
	7.報告資料1（2018_学会報告（那覇市）医師会報より抜粋）P20-26
	8.報告資料2（2018がん登録専門委員会報告　医師会報より抜粋）P27-P39 
	p40
	10.H30部位別年間集計（含新規登録件数)P41 
	p42
	p43
	p44
	p45
	p46
	p47
	p48
	p49
	p50
	p51
	p52
	p53
	p54
	p55
	p56
	p57
	p58
	p59
	17.H30参考資料１－２  P60-P62
	18.H30参考資料３　届出票　P63
	19.H30参考資料４　P64-P67
	20.H30編集後記p68（名簿枠線外枠のみ） (3)



